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　ようやく秋も深まってきた十月初しよ旬じゆんのある日、淀よど屋や橋ばし小隊の六人は池いけ袋ぶくろ駅東口近くの駐ちゆう車しや場にいた。今日は全員が私服である。

　烏からす丸まは濃のう紺こんのジーンズとＴシャツに薄うす手でのジャケット、太秦うずまさはお嬢じよう様さまっぽい、ひらひらとしたワンピース、椥なぎ辻つじは美少年が描えがかれた痛いたＴシャツに何かのアニメのロゴ入りジャンパーとチノパン、淀屋橋は何な故ぜかミリタリージャケット、墨すみ染ぞめはどこかの学校の制服のような黒を基調としたブレザーとスカート、そして向こう山やまは黒いジーンズとシャツに革かわのジャケット──といっても人工皮ひ革かくだが──という出いで立ちだった。

　向山はその服を通つう販はんで買ったらしいが、烏丸は、

「あたしと被かぶりまくりだろ」

　と文句を言っていた。

「僕、服とかよくわからないので無難な線でまとめました」

「無難な線でまとめた結果が、あたしと被るのかよ。あたしのファッションセンスがないってこと？」

　などと、烏丸はなおも文句を言っていたが。

「ないわよね？」

「ないない」

「安心するほどない」

　淀屋橋、太秦、墨染に後ろから撃うたれて黙だまり込んでしまうのだった。

　六人は小隊休きゆう暇かをもらったので、今日はこうして池袋まで繰くり出してきたのである。
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「池袋！」

　椥辻可か香が討とう魔ま士し長ちようが叫さけぶと、周りを見回していた向山が感心した声で言った。

「人が多いですねぇ」

　昔の池袋を知らない向山は感心しきりである。

「練ねり馬ま区が壊かい滅めつしても、池袋が今も聖地であることに変わりないですよう」

「それは、お前みたいな一部の特とく殊しゆな人間にとってだけだろ、椥辻」

「次元振しん動どうが豊と島しま区を直ちよく撃げきしなくてよかったですよう」

「聞いちゃいないな、こいつ」

「で。どこに行くの？」

　と墨染が訊きいた。

「そんなの決まってますよう。まずは虎とらの罠わなとレモンブックスとアニメ井い藤とうとＧゲーマートを巡めぐるんですよう」

「決まってるのはお前だけだ！」

　すかさず烏丸がツッコむと、そうそう、と太秦も続いた。

「わたしたちはべつに同人ショップを巡る気なんかないんですけど」

「同人誌だけ売ってるわけじゃないですよう。アニメの円えん盤ばんとかゲームとか、フィギュアとかＣＤとか、コミックスとかラノベとか、なんでも売ってますよう」

「そのラインナップを『なんでも』と言ってしまえるおまえの感性が理解できないわ」

「そうよねえ。それは『しか売ってない』と言うべきよねぇ」

「他ほかに何が要いるんですかぁ？」

「お洒しや落れな服とかお洒落なバッグとかお洒落なアクセとかお洒落な靴くつとか、女子にはそういう物こそ必要でしょ」

「いや？　べつに必要じゃないけど？」

「だからあんたは女子じゃないって言われるの、烏丸」

「失敬だな。べつに女子は洒落た服を着て洒落た靴を履はかなきゃならない決まりがあるわけじゃないだろ」

「あるわけじゃないけど、言われなくてもそういう物を着て、そういう物を履くから女子なんじゃないの？」

「勝手に女子枠わくを決めるなよ」

「そうですよう。わたしは断固、烏丸曹そう長ちようを支持しますよう」

「お？　珍めずらしく椥辻がこっちについたな」

「この問題に限っては、わたしも烏丸曹長に一票を投じる」

「お！　墨染まで。っていうか、おまえ、今日、どうして制服着てるの？　それ、コスプレ衣い装しようか？」

「これは以前に通っていた高校の制服」

「いいのか、そんなの着てて」

「どうして昔の高校の制服なんか着るんですかぁ？」

「このメンツで街に出るとなると、これがいちばん無難だから」

「なるほど。わかったようなわからないような」

　墨染を見やって首を捻ひねっていた烏丸だが、やがて、まぁいいや、と顔を上げた。

「ともかく、これで三対一だな、太秦」

　太秦が、はぁ、と小さくため息を吐ついた。

「あんたたちって、ほんとにダメ女子ね。向山、あなたはどう思う？」

「え？　僕ですか。そうですねぇ」

　少し考えた向山は、やがて顔を上げ、爽さわやかな笑えみを浮うかべて応こたえた。

「女子らしい服を着るか着ないか、という問題の方向を、いっそ女子らしく服を着ないという方向にシフトするのはどうでしょう？」

「爽やかな笑顔でなに言ってんだ、こいつ!?」

「向山って、だんだん椥辻に毒されてきていない？」

「違ちがいますよう。わたしのは萌もえ。向山春日かすがのは、ただのスケベですよう」

「おまえの浅ましい姿を萌えって言われてもな」

「はいはい、いつまでも駐車場で立ち話していても時間の無む駄だ遣づかいだわ。とりあえずここを出て駅のほうへ向かいましょうか」

　という淀屋橋の言葉に、六人は駐車場を出て歩き出す。

「しっかし、朱と鷺き瑚こさんのミリタリールック、似合いすぎてて洒落になんないな」

　と烏丸がぼやく。

「まぁ、周りからはミリオタ女子にしか見えないんだろうけど」

　太秦が肩かたをすくめ、自じ嘲ちよう気味に笑った。

「ミリオタ女子かっこ巨きよ乳にゆうかっこ閉じ、ね。すでに周りの注目を集めてるわよ」

「ああ、そうか。墨染の言いたいことがわかった！」

　と烏丸が手を打った。

「それなら朱鷺瑚さんと親子に見えるっていう配はい慮りよだな？」

「え？　いや違う。ぜんぜん違う」

　墨染が焦あせったように右手をひらひらと振ふると、淀屋橋が額に青筋を浮かべながら微笑ほほえみかけてきた。

「まぁあ、セッちゃんたら、なに戯たわ言ごとをほざいているのかしら？　首をねじ切るわよ？」

「間ま違ちがった！　姉し妹まいだ！　姉妹だよ！　そうだな、墨染!?」

「そう。姉妹」

「それにしては体型が違いすぎるけどな。主に胸部の高さとか臀でん部ぶの張り出し具合とか」

「相変わらず烏丸曹長が酷ひどくて泣ける」

「それより。どこへ行く、朱鷺瑚さん？」

　と訊いてきた太秦を、烏丸が悔くやしそうに睨ねめつける。

（こいつがこういう恰かつ好こうすると、お嬢様オーラを纏まといやがるから、朱鷺瑚さんと並んでも引けを取らねえな）

「そうねぇ。カガちゃんと一いつ緒しよに同人ショップを回る組と、ザミちゃんと一緒にウインドウショッピングを楽しむ組に分かれましょうか？」

「朱鷺瑚さんはどうするの？」

　と烏丸が訊くと。

「わたしはザミちゃんとウインドウショッピングかしらね」

「わたしは椥辻士長に従ついていく」

「あたしも椥辻、墨染組へ混ざるかな。小こ洒じや落れた店のウインドウショッピングより、マンガやラノベを漁あさるほうがいいや。おまえはどうするんだ、向山？」

「僕ですか。そうですね。僕も十八禁同人誌を漁る組で」

「待てぇ！　あたしはべつに十八禁同人誌を漁りに行くんじゃないぞ！」

「え？　じゃあ、十八禁のコミックスやエロＤＶＤを買うんですか？」

「そんな物も買わねえよ！　あたしが買うのは一いつ般ぱん向けのマンガやラノベだ！」

「う～～ん」

「あれ？　どうかしたの、朱鷺瑚さん？」

「あの四人で同人ショップを回られるのが少し不安で。そう思わない、ザミちゃん」

「なるほど。少しというか、かなり不安ね」

「朱鷺瑚さんが何を言ってるかわからないですよう。どこが不安なんですかぁ!?」

「だって、十八禁同人誌を目の前にして興奮したカガちゃんが暴走を始めたとき、止める人間がいなくない？　セッちゃんは嗾けしかけそうだし、ケイちゃんは我関せずだろうし、向山君は一緒に暴走しそうだし」

　ぶほっ、と烏丸が噴ふき、ぐはっ、と向山が仰のけ反ぞった。

「相変わらず朱鷺瑚さんが酷いな」

「というわけで、セッちゃん、悪いけど、わたしも十八禁同人誌を漁りに行く組に加わることにするわ」

　太秦が目を剝むいた。

「朱鷺瑚さんが日ひ和よった!?」

「人聞きの悪いことを言わないで、ザミちゃん。これは日和ったのではありません。あくまで、あの四人の暴走を止めるための監かん視し要員として従いていくだけよ？」

「信用されてないんだな、あたしたち。なぁ、墨染」

「このメンツなら、朱鷺瑚さんが不安になるのも無理はない」

「もしお店で騒そう動どうを起こしたりすれば。見張っている監かん察さつ部員が駆かけつけてくるかもしれないでしょう？」

「え？」

　烏丸や太秦、墨染がぎくりと身を強こわばらせる。

「み……見張られてるの、あたしたち？」

「え？　見張るでしょう、普ふ通つうは」

「そう……なのかしら」

「そうよ。だって向山君が一緒なのよ？　いま二に師し団だんで最重要人物でしょう？　なのに、護衛も見張りもつけないで彼を駐ちゆう屯とん地ちの外に出すわけがないじゃない？」

「言われてみれば……」

　と烏丸が難しい顔で頷うなずいた。

「朱鷺瑚さんは監察部の人間を見つけたのね」

「見つけてはいないわよ、ザミちゃん。でも、なんとなく視線は感じるわね」

「マジで!?　あたしは全然、気づかなかったな」

「わたしの場合、最初から疑っていたから気がついたようなものね」

「で？　どうするの、朱鷺瑚さん？」

「どうもしないわよ？　せっかくの休きゆう暇かなのですもの、知らん顔で遊んで、ふつうに楽しんで、何事もなく駐屯地に戻もどればいいの」

　太秦が、そう、と言って軽く手を挙げた。

「わかったわ」

「セッちゃんもカガちゃんも、向山君も、いいわね？」

「わかりましたよう」

「了りよう解かいです」

「いいけど、そこに墨染の名前がないのはどうして？」

「言われなくても弁わきまえているからよ？　ねえ、ケイちゃん？」

「拙せつ者しや、見ない振りは得意でござる」

「なんのキャラだよ」

「モットーは、長いものには巻かれろ。人生訓は、触さわらぬ神に祟たたりなし」

「嫌いやな人生訓だな」

「さ、行くわよ。では、ザミちゃん、待ち合わせ場所を……」

「待ってよ、朱鷺瑚さん。一人だけ放ほうり出されたんじゃ堪たまらないわ。わたしも椥辻につき合うからさ。その代わり、同人ショップのあと、少しでいいから服や小物を見て回るのにつき合ってよ」

「わかったわ。じゃ、それで行きましょうか。カガちゃん、まずはあなたが先導して」

　椥辻が意気込んで応えた。

「了解ですよう、朱鷺瑚さん。ではぁ、乙おと女めロード経由で、まずは虎とらの罠わなに向かって突とつ撃げきですよう！」
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「しかし、よくもあれだけ大量に買ったわね、椥辻。宅配便で送った段ボール箱、結局、何箱になったのよ？」

　太秦は呆あきれ気味に訊きいたのだが、椥辻はあっけらかんとした顔だ。

「寄ったお店で一箱ずつですから、四箱ですねぇ」

「アニメのＢＤにコミックス、ラノベ、ゲーム、そしてエロ同人誌。おまえ、今回の特別褒ほう賞しよう金きんを全部ぶっ込んだんじゃねえの？」

「全部はつぎ込んでませんねぇ。いくらわたしでも、そこまで見境なくはないですよう。せいぜい八割ですねぇ」

「もうほとんど全部じゃねえか」

「椥辻士長の辞書には、貯金という単語もない」

「明日をも知れぬ儚はかない我が身、せっせと貯ため込んだって、魔ま妖ように殺されたらなんの意味もないじゃないですかぁ。わたしは今の快楽に生きると決めたんですよう」

「おまえな、せっかくの休暇にテンションが下がるようなこと言うなよ」

「宵よい越ごしの金は持たない。う～ん、江え戸どっ子こですねぇ、わたし」

「ほざくな。おまえ、名な古ご屋やの出だろう」

「そんな過去もありましたねぇ」

「適当なヤツだな」

「では、お次はわたしとザミちゃんのウインドウショッピングにつき合ってもらう番ね」

　淀屋橋がそう言うと、烏丸が顔を歪ゆがめた。

「あたしや墨染には楽しめそうにないイベントだなぁ」

「いえ？　わたしやザミちゃんも、同人ショップでは楽しめなかったですけど？」

「まぁ、しようがないからつき合うけどさ」

　烏丸が嫌そうな顔でそう言うと。

「だったら、烏丸も楽しめるお店に行きましょうか」

「はあ？　あたしが楽しめる店って、どこだよ、太秦？　まさか紳しん士し服ふく売り場とか言わないだろうな？」

「言わないわよ。ちゃんと女子向けのお店だから。黙だまって従ついてきなさい」

「ん？　あぁ……でも、女子向けだったら向山に出番がないから可哀かわい相そうだな」

　と烏丸が言うと、太秦はにんまりと笑った。

「そうでもないから面おも白しろいのよ」

　烏丸、椥辻、墨染、淀屋橋、向山が頭の上に「？」を浮うかべて首を捻ひねる。

「というわけで、まず最初に寄りたいお店があるんだけど、いいかしら、朱鷺瑚さん」

「ええ、いいわよ？」

「はい、じゃ、行くわよ」

　太秦に先導されるがままに五人は駅ビルに入り、そして着いたお店は。

「こ、ここは！」

「ランジェリーショップじゃねえか！」

「なんという華はなやかさ。そしてなんという場ば違ちがい感」

　椥辻、烏丸、墨染は、驚おどろきに目を見開いて感想を上のぼした。

「なるほど、ここなら僕の出番もありますね」

「あるなよ！　どういう出番を確保するつもりだよ!?」

「ほら、烏丸。あなた、いつもの色気のないスポーツブラみたいな物じゃなくて、たまにはこういうところで可愛かわいらしい下着を買ったらどう？」

　と太秦が迫せまると、烏丸は思い切り首を左右に振ふった。

「やややや、無理無理。あたし、こういうところのは無理だって」

「何がどう無理なのよ？」

「絶対に似合わないって！　言ってて自分でもちょっと情け無いけど」

「着けてみたら意外と似合うかもしれないじゃないの」

「ないない、それはない」

「自分ではそう思っても、他人から見たらそうでもないかもよ？　ねえ、向山？」

「そうですね。きっと似合いますよ。あれとか」

「おまえは堂々と女子の下着を指さすんじゃねえ！」

「向こうのとか」

「視線を向けるな。指ささなきゃいいってもんじゃねえ！　朱鷺瑚さんもなんか言ってやってよ……って、あれ？　朱鷺瑚さん？」

　すでに淀屋橋はブラを熱心に品定め中だった。

「朱鷺瑚さん!?」

「あ。ごめんなさい。わたし、その辺のお店にある国産品だと、ちょっとキツくて。こういう専門店のブラじゃないと入らないのよね」

　ず～～ん。

　烏丸、椥辻、墨染の三人は力なくうなだれた。三人の頭上にはどんよりとした雲が湧わき上がっている。

「あ、向山君、手に取ったり頰ほおずりしたりしたらダメよ？」

「し、しませんよ」

「わたし、ちょっと、これ、試着してくるわね」

　淀屋橋は気に入ったブラを三つほど抱かかえて試着室の中に消えていった。

「いちいち試着なんかするのか」

　と不思議そうな顔で烏丸が言うと、太秦が応こたえた。

「朱鷺瑚さんの場合、ちゃんと収まるかどうか確かめないといけないんじゃない？　輸入物のＳ、Ｍ、Ｌって、日本の物とはサイズが違ちがうしね」

「大変ですねぇ。わたしはカップ数さえ確かめれば試着なんか必要ないですよう」

「そもそもスポーツブラだから、カップ数を気にすることなんかない」

「言ってて寂さびしくならないの、烏丸曹そう長ちよう？」

「おまえの胸ほど寂しくはないな」

「相変わらず烏丸曹長が酷ひどくて殺意を覚えるレベル」

「ほら、烏丸、貧乳同士で喧けん嘩かしてないでさ、たまにはこういう可愛いのを着けてみたらどうなのよ」

　飾かざってあるブラを手に取った太秦が、自分の胸に当ててみせる。

「え？　い、いや、あたしはべつに……」

「わたしが選んであげるから」

　太秦、烏丸の手を取り、店の奥へと引きずっていく。

「ちょ、おま、いいって。どうせ似合わないし」

「似合うか似合わないかは着けてみないとわからないじゃない。で、サイズは？　カップ数は？」

「カ……カップ数は……ごにょごにょ」

「Ｂなのね？」

「大声で言うなよ！」

　などと言い合いながら、烏丸を引き連れた太秦が店内を物色して歩く。

「わたしもたまにはこういう可愛いヤツを買ってみますかねぇ。アニメキャラがプリントされてるブラとかぱんつ以外のを」

　椥辻も物色を始め、あとには墨染と向山が取り残された。

　向山が左右にちらちらと視線を走らせながら歩き出す。

「向山春日、どこへ行く？」

「さすがにこういう店に男一人で取り残されると困るので、外で待っていようかと」

「なら、わたしもつき合う」

「え？　いいんですか？　墨染さんも選んでくればいいのでは？」

　墨染は視線を逸そらせ、ふっと自じ嘲ちようの笑えみを浮かべた。

「わたしには、ああいう美び麗れいで派手なブラはまだ早い」

「そうなんですか？」

「勘かん違ちがいしないでほしい。まだ、早いだけ。そのうち似合うようになる」

「え～？　僕は巨きよ乳にゆうになった墨染さんは、なんか違う気がしますけど。スレンダーな体型の墨染さんとか烏丸さんには、控ひかえめなサイズこそ相応ふさわしいと思うんですよ」

「なんという言葉の暴力」

　墨染はガックリと肩かたを落とした。

「春日は、もう少し気配りというものを覚えるべき」

「あ、僕、失礼なこと言ってましたか？」

「とても失礼なことを言った」

「ごめんなさい」

「以後気をつけてくれればいい。それより、ああいうことは烏丸曹長には言わないほうがいい。殴なぐり殺される」

「う。気をつけます」

「わたしも、この店ではすることがない。春日と一いつ緒しよに外で待つことにする」




　　　４




　二人は店を出て、自じ販はん機きで飲み物を買って、休きゆう憩けいスペースのベンチに腰こしを下ろす。

　冷たいアイスティーを一口飲んだ墨染は、ふぅ、とため息を吐ついた。

「ああいう可愛い下着は目の毒」

「そうなんですか？」

「目の毒というか、心に毒」

「どういう意味です？」

「みんなには似合うのに自分は似合わないという事実が心を抉えぐる」

「と言う割には、淡たん々たんとしてますよね」

「騒さわいでも泣いても事態が好転することはない。事実を事実として受け容いれるしかない」

「なんというか、墨染さんて、冷めているというか達観しているというか開き直っているというか。客観的に物事を見ていますよね」

「人格は幼少期の経験によって作られる。わたしは、わたしの過去があって、今こうなっているだけ」

「その言い方。いかにも墨染さんらしいですね。僕、好きですよ」

　ぎくりと頭を引く墨染。

（い、言い方。言い方が好きと言っただけだから狼狽うろたえるな、桂けい花か）

「あれ？　どうかしましたか？」

「どうもしない。全然どうもしないから気にしないように」

「あ、はい……あの」

「何か？」
















「墨染さん、先ほど、過去があって今こうなっていると言いましたよね。具体的には何があったんですか？」

「それは……言えない。あまり言いたくない」

「あ、僕、また余計なことを言っちゃいましたか？　何か特定の経験を念頭に置いているような話し方だったので気になってしまって」

「べつに怒おこっているわけではないので気にしなくてもいい。ただ、あまり思い出したくはないことなので。他人に話をすると、どうしても思い出してしまう」

　そう応える墨染の顔には、憂うれいの色がはっきりと浮かび上がっていた。

（墨染さんが、こんなに感情を面おもてに出すなんて珍めずらしい。僕、本気で申し訳ないことを言っちゃったかな）

「ん？　わたしの顔に何かついている？」

「あ、ごめんなさい」

　向山は慌あわてて視線を逸らせた。

「ちょっと見み惚とれてしまいました」

「い、意味がわからない」

「あ、照れてます？　ちょっと可愛いですよ」

「だからそういうことを平気で口に上のぼすのは控えるべき」

「すみません、根が正直者なので、思ったことをつい口にしてしまうんです」

（もしかして向山春日、かなりの女誑たらしなのでは）

「う～ん、でも、会話って難しいですよね。会話というか、コミュニケーションですか。思ったことを伝えないと、自分が何を考えているかわかってもらえない。でも、ストレートに伝えすぎると、衝しよう突とつしたり、相手を傷つけたりすることもあるわけで。淀屋橋小隊の皆みなさん、けっこうストレートに言い合ってますけど、そしてよく衝突してますけど、でも本気で喧嘩してるのは見たことないです」

「それぞれ性格が違いすぎるから、本気で衝突しないのかもしれない。あと、朱鷺瑚さんの存在が大きい。本気で喧嘩すると、あの人に本気で怒られるから、それは恐こわい」

「たしかに。笑いながら凄すごまれると、かなり恐いですよね」

「朱鷺瑚さんは元々は警視庁のＳＰだったので格かく闘とう戦も超ちよう強い」

「え？　そうなんですか」

「そう。でも、あの人の怖こわさはそういうところではないし、あの人の凄さもそういうところではない。あの人が恐いのは精神的に徹こたえる叱しかり方をするところで、あの人の凄いのは、小隊のメンバーを家族のように扱あつかい、守ってくれるところ。だからみんな、朱鷺瑚さんに従ついていく」

「へえぇ。理想的な上司ですねぇ」

「まぁ、だからこそ上層部とぶつかったり揉もめたり怒られたりするのだけど。でも、上層部と朱鷺瑚さんの意見が分かれたとき、わたしは朱鷺瑚さんに従いていくと思う。烏丸曹長も太秦曹長も椥辻士長も、たぶんそう」

「わたしがどうかしましたかぁ？」

　という椥辻の声に顔を上げると、四人が店から出てこちらに向かって歩いてくるところだった。先頭を歩いてきた椥辻が、墨染と向山の前まで来て足を止めた。

「気に入ったのがあったので買っちゃいましたよう。少し高かったですけどねぇ。あとで見せてあげましょうかぁ、春日」

「ぜひ。どうせなら、椥辻さんが身に着けているところを見せてください」

「うわぁお、どストレートな要求が来ましたねぇ。でも、いいですよう、見せちゃいますよう、可愛かわいいブラとぱん」

　ごす！

　背後から淀屋橋が手刀を振ふり下ろし、椥辻の脳天に突つき刺ささった。

「がふぅっっ」

「そういう公こう序じよ良りよう俗ぞくに反することは許しませんけど？」

　頭を押さえて椥辻がうずくまった。

「向山君も、巫ふ山ざ戯けたことばかり言っていると首をねじ切りますけど？」

「す、すみません」

「いやぁ、烏丸のブラとぱんつは見せてあげてもいいんじゃないかな。せっかく可愛いの買ったんだもの。ねえ、烏丸？」

　そう言って太秦がにんまり笑うと、烏丸は顔を赤くして、びし！　と彼女にツッコんだ。

「見せるか！　こんなの、寮りようの部屋のタンスの引き出しの奥に封ふう印いんだ！」

「じゃあ、なんで買ったのよ!?」

「おまえに無理やり買わされたんだろうが！」

「あ、寮の部屋といえば」

「なんだ、墨染？」

「向山春日は、どこに住むのかな」

「あ？　それは……おい、まさか」

　烏丸が勢いよく振り返る。

「朱鷺瑚さん、なんか聞いてるの？」

「そういえば、何も聞いていなかったわね」

「迂う闊かつすぎでしょ、朱鷺瑚さん」

「まさか寮の部屋で一緒に寝ね起おきするんじゃないわよね？」

「いや、さすがにそれはないだろ」

「べつにわたしは一緒でもいいですよう。そのほうが美お味いしいイベントが起きやすいですからねぇ。着き替がえを春日に覗のぞかれるとか、逆に春日の着替えを覗くとか」

「そんな腐ふ女じよ子し的なイベントはお断りだな」

「そもそも、あの寮には男子用のトイレがないわよ？　いくらなんでもトイレが共用ってことはないでしょう？　どこかに向山君用の部屋が用意されるのかしらね」

「どうなのかな。上層部がそんな気の利きいたことをするかしら」

「わたしたちがここで考えててもしかたがないですよう。帰ればわかることですし、今は休きゆう暇かを楽しみましょうよう」

　烏丸が、う、と呻うめいて頭を引いた。

「どうかしましたかぁ？」

「おまえがあまりにも真っ当なことを言ったので驚おどろいた」

「相変わらず烏丸曹そう長ちようは酷ひどいですねぇ」

「で。次はどこへ、朱鷺瑚さん？」

　と墨染が訊きき、淀屋橋は、そうねぇ、と少し考える素そ振ぶりを見せた。

「……ザミちゃん、アクセサリーか何かのお店を覗く？」

　すると烏丸が怠だるそうに右手を挙げた。

「朱鷺瑚さぁん、あたし、下着売り場で太秦に引っ張り回されたんで、もう精神的にへろへろなんだけど。アクセはパスしていい？」

「わたしも思わぬ出費をしてしまいましたから、アクセサリーはパスしますよう。見るとほしくなっちゃうかもしれませんしねぇ」

「わたしもパスする。可愛い下着売り場も、煌きらびやかなアクセサリーショップも、豪ごう華かなドレス売り場も、わたしには猫ねこに小判」

「そんなに卑ひ下げしなくてもいいのではない、ケイちゃん」

「べつに卑下しているわけではない。事実を事実として受け容れているだけ」

　淀屋橋は思わず苦く笑しようを浮うかべて、どうしよう？　と太秦を見やった。

「とりあえずお昼にする？　そのあとは……墨染が決めていいわよ。あなたならおかしなところを選ばないと思うから。烏丸と違ちがって」

「なんだとう!?　どういう意味だ、こら!?」

「あんたに任せてると、変なところ連れて行かれそうって意味だけど？」

「変なところって、どんなところだよ!?」

「プロレスショーをやってる飲み屋とか、モデルガンの店とか、バイクショップとか、バッティングセンターとか」

「あたしを男子扱いするな！」

「それでも椥辻よりはマシだけどね」

「嬉うれしくない比ひ較かくだな」

「みんなが酷いですよう」

　文句を垂れ流す椥辻をスルーして、淀屋橋は墨染に訊く。

「で、どうなの、ケイちゃん。どこか行きたいところはある？」

「サンシャイン60の展望台」

「あら。いいんじゃない？」

「ん、まぁ、いいかもね」

「おお、いいぞ」

「異論はありませんよう」

　淀屋橋、太秦、烏丸、椥辻が次々と賛意を表したが、向山だけはきょとんとした顔だ。

「サンシャイン60って、なんですか？」

「東口にある超ちよう高こう層そうビルのことよ。そこの展望台からは絶景が拝めるわよ？」

「わぁ、いいですね。行きましょう行きましょう」

「その前に、どこか適当なところに入ってお昼にしましょう。で、そのあとにサンシャイン60に向かうということで」

　ということで、六人はデパートの上階で昼食を摂とり、それからサンシャイン60まで移動するのだった。




　　　５




　サンシャイン60の展望台に立ち、六人は眼下に広がる関かん東とう平野を見み渡わたした。

「これは凄い眺ながめですね！」

　初めて見る光景に、向山は少し興奮気味だ。

「目に入る限りビルや家並みが続いてて、道があって、車が走ってる。いったいどれだけの人が住んでいるのかと思うと、ちょっと驚きですね」

「大災さい厄やくで人口が減ったとはいえ、東京だけでまだ一千万近くの人がいるわけだからな」

「千ち葉ばや埼さい玉たまの一部もよく見えてるから、そちらも合わせれば千数百万よね」

「でも、西側には一部、人が住めないエリアがある」

「あ、そうか、廃はい区くがあるんですね。そちらも見られます？」

「こっちで見られる」

　墨染と向山が西側の窓へ向かったので、烏丸や太秦、淀屋橋、椥辻も従いていく。

「うわぁ、本当だ。何もない平らな土地がある」

「あそこが元の練ねり馬ま区。次元振しん動どうで壊かい滅めつした、今の廃区」

「僕はあそこに倒たおれていたんですね。そして皆さんに見つけてもらったんですね」

　そんな向山の言葉に烏丸が反応した。

「どうした？　何か感傷的な物言いだな」

「あの日、皆さんに見つけてもらえなかったら、僕はどうなっていたんでしょう」

　という向山の問いに、烏丸は返す言葉を探すが、結局、言葉は見つからず、曖あい昧まいな返答になった。

「死んでいたんでしょうか」

「いや、おまえは魔ま素そへの耐たい性せいがあるわけだから、そう簡単にゃ死なないだろ」

「いくら耐性があっても、飲まず食わずのままいれば、いずれ死にますよね」

「それまでにゃ誰だれかが見つけてたさ。あの辺は第二師団の受け持ち地区だけど、あたしら、割と頻ひん繁ぱんに廃区へ入っているからな」

「そうよ。わたしたちか、そうでなければ他ほかの部隊チームが見つけていたわよ。だから、見つからなかったら、なんてこと考えるのは止やめておきなさい」

　そう太秦が窘たしなめると。

「…………」

「ん？　どうした、向山？」

「……あれ？　なんだろう僕。悲しくないのに……というか、むしろ嬉しいのに、ちょっと泣けてきて……」

「嬉し泣きってか？　大げさなヤツだな」

　と烏丸が呆あきれる。

「ああ、そうか。人間って嬉しくても泣けるものなんですね」

「だから。それが大げさだと」

「でも。僕がいずれ見つかったのだとしても。僕を見つけてくれたのが皆みなさんで、本当によかったと思っています」

「あたしら、べつにそんな大したことしたわけじゃないけどな。おまえがそう思うのなら、言葉でなく態度で示せ」

　向山がいきなり烏丸に向かって突とつ進しんした。そして両りよう腕うでを彼女の背中に回し、熱ねつ烈れつなハグをする。

「ありがとうございました、烏丸さん！」

「ぬあ～～っ？　おっ、おまっ、いきなり何すんだ!?」

　烏丸を放した向山、今度は太秦に突進する。

「太秦さんも、ありがとうございました！」

「ちょおっ？」

「わたし！　最初に春日を見つけたのはわたし！」

　椥辻が次は自分の番だとアピールする。

「ありがとうございました、椥辻さん！」

「むっひょ～。これがハイリスク・ハイリターン！」

「イミフだな！」

「そして墨染さんも！」

「うむ、苦しゅうない、もっと強く抱だけ」

「おまえも調子に乗んなや！」

「最後になりましたが、淀屋橋さん！」

　向山は、淀屋橋に向かって突進した。したのだが。淀屋橋は右手を前に伸のばし。広げた掌てのひらで、がしっ、と向山の頭を摑つかんだ。

「向山君？」

「あ、あれっ？　淀屋橋さんっ？　なんでですか!?　ここは、その豊満な胸で僕の感謝の気持ちを受け止めてくれるところではっ!?」

「ここがどこだかわかっている？」

　淀屋橋はいつものように笑っているが、その笑えみはどこか引き攣つっていて、笑顔なのにかなり恐こわかった。頭を摑まれて突進を阻はばまれた向山は、逃のがれようとして体を引くが、淀屋橋の握あく力りよくは女子にしては大したもので、向山は逃にげられなかった。

「ここはサンシャイン60の展望台よね？　回りには大勢の人がいるわ。わたし、悪目立ちしないようにと、さんざん注意したわよね？」

「そ、そうでした」

「言うことを聞けないのなら、頭を握にぎり潰つぶしますけど？」

　あくまで笑顔のまま──その割に、こめかみに血管が浮き出たりしていたが──淀屋橋は右手に力を込こめた。

「ごっごめんなさい、もうしません、許してくださいっ！」

「わかればいいのですけど」

　向山を解放した淀屋橋は、ゆっくりと首を巡めぐらせ、息を吞のんで推移を見守っていた四人を睨にらみつけた。

「セッちゃん、ザミちゃん、カガちゃん、ケイちゃん」

　四人は堪たまらず背筋を伸ばし、気をつけの姿勢を取った。

「はいぃ！　なんですか朱鷺瑚さん？」

「あなたたちにも悪目立ちしないようにと言ったはずよね？」

　四人は勢いよく首を縦に振ふる。

「言うことを聞けないのなら、首をねじ切りますけど？」

　四人は激しく首を左右に振る。

「そんなに目立ちたいのなら、ここで脱ぬげばいいのではない？　ねえ、セッちゃん」

「いやいやいや、それは勘かん弁べんして、朱鷺瑚さん」

「そうだ！　さっき買った可愛かわいい下着をここで試着してみたらどうかしら？」

「とてもいいこと思いついた的な極ごく上じようの笑顔で何を言ってるの!?　それこそ悪目立ち以外の何ものでもないでしょっ！」

「そうね。これ以上目立っては困るものね」

　淀屋橋が頷うなずくのを見て、烏丸はほっと胸を撫なで下ろしたのだが。

「下着試着の刑けいは寮りようの部屋に戻もどってからで許してあげます」

「え～～っっ!?　結局、着るの!?　マジで勘弁してよ」

「え？　寮に戻るのが待ちきれない？　今すぐここで着たい？　わかったわ、セッちゃん。手伝ってあげる」

「寮に戻ってからがいいです！」

「じゃあ、みんなでセッちゃんの可愛い下着姿を観賞してあげましょうね」

「どんな拷ごう問もんだよ。っていうか、どうしてあたしだけっ!?」

「はい！　お任せください！」

「まぁあ？　向山君は何を言っているのかしら？」

「だって、僕も淀屋橋小隊の一員ですから、隊のミッションには漏もれなく参加しないと」

「向山君は、何を、言って、いるのか、しら？」

　左の掌で右の拳こぶしを摑んだ淀屋橋が、ぱきり、ぽきりと指を鳴らした。

「戯たわけたことを言っていると、首をねじ切りますけど？」

「あ……えぇと、今回はご遠えん慮りよさせてもらいます」

「今回だけじゃなく、永遠に遠慮してろ！」

「ね、ねえ、朱鷺瑚さん、すっかり見物人に囲まれているんだけど」

　という太秦の指し摘てきに周りを覗うかがうと、なるほど、いつの間にか大勢の見物客が六人の周囲に集まってきていた。大道芸人のコントショーか何かと勘かん違ちがいしたのだろうか、拍はく手しゆをしたり指笛を鳴らしたりする者まで出る始末。

「て……撤てつ収しゆう！　速すみやかに撤収します！」

　号令を下した淀屋橋が先頭を切ってエレベーターホールへと走り、慌あわてて五人も彼女のあとを追った。
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「は～～、恥はずかしかった」

　エレベーターを下り立った淀屋橋は、少し赤い顔で大きく息を吐はく。

「いや、その原因の何割かは朱鷺瑚さんの……」

　淀屋橋にじろりと睨まれ、烏丸は続く言葉を吞み込んだ。

「で。このあとはどうするの、朱鷺瑚さん？」

　顔を上げた朱鷺瑚は少し思案した後、

「もうチェックインできる時間だから、とりあえずホテルに入りましょうか。部屋で一服しながら、晩ご飯を食べるお店を探すとか」

　と提案してきた。

「先に言っておきますけど、部屋割りはセッちゃんとザミちゃんがツイン、わたしとカガちゃんとケイちゃんがトリプル、向山君がツインのシングルユース。いいわね？」

「了りよう解かいですよう」

「うう。やっぱり、僕は一人なんですね」

「当たり前だろ！」

「だけど朱鷺瑚さん、ツインのシングルユースなんて贅ぜい沢たくをしちゃっていいの？」

「いいのよ。ホテル代も師団持ちだから」

　烏丸は、ええ!?　と呆れたあと、感心した顔になった。

「珍めずらしく太っ腹だな」

「このあいだのわたしたちの働きが、それだけ評価されたってことでしょうかねぇ」

「だといいんだけどな」

「じゃ、ホテルへ行くわよ」

「了解、朱鷺瑚さん！」

　展望台を下り、そのままサンシャイン60を出た六人は、その日に泊とまるホテルを目指して街の雑ざつ踏とうを歩き出した。

　ところが、その日に泊まることになっていたホテルへと行ってみると、重大なアクシデントが発生していた。

「はいぃ？　ダブルブッキング!?」

「申し訳ございません。当方の手て違ちがいでツインの部屋が埋うまってしまっておりまして」

　ホテルフロントの受付係は平謝りだ。

「代わりにデラックストリプルを二部屋、ご用意させて戴いただきました。こちらのミスでございますので、料金はご予約を戴いたときの金額でけっこうでございます」

「ちょっと待ってもらえます？」

　後ろに控ひかえていた五人との相談タイムが始まった。

「……というわけなのだけど、どうする？」

「デラックストリプルか。むしろ得したんじゃない？」

　という太秦の言葉に、みんな頷くが。

「問題は向山が誰だれか二人と同室になるってことだな」

　椥辻が何か言いたそうにうずうずと体を動かしたが、淀屋橋がちらっと視線を向けると、結局、何も言わないまま引き下がった。

「そうねぇ。今さら他ほかのホテルを取るのも難しいでしょうし。ザミちゃんの言うとおり、デラックストリプルなら、むしろお得だし。ここは向山君と同室になるということに目を瞑つぶっても、ここに泊まるという一択たくよね？」

　すると、向山が情けない顔になる。

「僕との同室って、目を瞑らなきゃいけないようなことなんですか？」

「むしろお前が目を瞑れって感じだけどな」

「上う手まい。烏丸曹そう長ちように座ざ布ぶ団とんを一枚進しん呈てい」

「着き替がえとかお風ふ呂ろとか、いろいろ困るわよね」

「あ、お風呂なら。たしか近くにスーパー銭湯があったはずよ？　みんなでそこへ行けばいいのではないかしら」

「あ、いいね。部屋の狭せま苦くるしいバスタブより、広々とした湯船で手足を伸ばしたい」

「となると、部屋割りは籤くじ引びきかしら？」

　太秦がそう言うと、椥辻が燃え上がった。

「引く！　かならず春日と同じ部屋に泊まる権利を引き当てる！」

「こいつ、なんでこんなに燃えてるんだよ」

「相変わらず椥辻士長が気持ち悪い」

「墨染一士が酷ひどいですよう」

「そうねぇ。それが公平かしらね？　ん～～」

　淀屋橋は何かを考えていたが、やがて意を決したように顔を上げた。

「じゃあ、部屋割りは籤引きということで」

　フロントまで戻ると、淀屋橋はデラックストリプル二部屋でＯＫだと伝える。

「では、こちらにご住所、お名前、ご連れん絡らく先をお願いいたします」

　淀屋橋、宿しゆく泊はくカードに手早くそれらを記入する。

「お部屋は一四五五号室と一四五六号室になります」

　受け取ったカードキーを持って五人の下もとへ戻った淀屋橋は、そのまま五人を引き連れ、ロビーの一角に陣じん取どった。

「向山君は一四五五室ね。あとの五人のうち二人が彼と同じ部屋になります」

「必ず引き当てますよう！」

「当たりだと思ってるのは椥辻だけだろ。あたしら的には、むしろ外れだろ」

「え～～。僕の存在って外れです？　烏丸さん、酷くないですか？」

「べつにお前が外れとは言わないよ。でも男子と同室じゃ、全然くつろげないだろ」

「そうよね。お風呂から出たあと、裸はだかのまんま女子トークとかできないものね」

「え？　太秦さん、いつもそんなことしてるんですか!?」

「女子のお泊まり会の常識よ」

「だったら今回も是ぜ非ひ。僕のことなど気にせずに」

「気にするわ！」

「もちろん裸で女子トークは冗じよう談だんだけどね」

「え～～？　冗談だったんですかぁ？　僕の脳のう裏りに築かれた楽園が消えていく」

　向山が心底ガッカリしたという顔でぼやいた。

「おまえなぁ」

「向山がいたらくつろげないのはたしかよね」

「わたしは春日がいても問題なくくつろげますよう。くつろげない人は別の部屋に泊まるといいですよう。ってことで、わたしと春日の二人だけでお泊まり……」

　がす！

　淀屋橋のチョップが椥辻の脳天に食い込んだ。

「そんなこと許されるわけないでしょう？」

「うぅぅ、朱鷺瑚さん、痛いですよう」

　淀屋橋がノートの切れ端はしで作った籤を差し出した。

「はい、作ったわよ。誰から引く？」

「はいはい、わたし。まずはわたしが引きますよう。引き当てますよう」

「そんなに焦あせらなくても。籤は最初に引いても最後に引いても当たる確率は同じ」

　と墨染が揶や揄ゆしたが、なんと椥辻は見事に一四五五室を引き当ててしまった。

「やったぁ！　これで春日と同室ですよう！」

「こいつ、本当に引きやがった」

「椥辻の執しゆう念ねんが引きの弱さを覆くつがえしたというの!?」

「確率は五分の二だから、驚おどろくほどの数字ではない」

「しかし、こうなると」

　そう言って烏丸が太秦を見やると、彼女も大きく頷うなずいた。

「そうね。こうなると、わたしや烏丸、墨染では無理よね」

「はい？　何が無理なんですか？」

「あなたと同室になって舞まい上がった椥辻が暴走するのを、わたしや烏丸、墨染では抑おさえられないっていうこと」

「ってことで、もう一人は籤を引くまでもなく決まったな」

「そうよね。あとの一人は朱鷺瑚さんしかいないわよね」

「みんながそれでいいならいいわよ？　いざとなったらカガちゃんをベッドに縛しばりつけて寝ねればいいでしょうし」

「朱鷺瑚さんが鬼おにすぎますよう」

「よし、決まりだな。あたしと太秦、墨染が一四五六号室で、朱鷺瑚さんと椥辻と向山が一四五五号室だ」
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　デラックストリプルの部屋は広々としていた。並んだベッドもセミダブルと同じくらいの幅はばがあって、寝ね心ごこ地ちもよさそうだ。窓は大きく取ってあり。窓まど際ぎわには椅い子すとテーブルが置いてあり。大きな薄うす型がたテレビが壁かべに掛かかっていて。バスとトイレは別々で、バスには洗い場も付いていた。窓際に立つと、池袋の繁はん華か街がいが眼下に見下ろせる。

「これはテンションが上がりますねぇ」

　少しはしゃいだ様子で向山がそう言うと、それ以上のテンションで椥辻が応じた。

「上げ上げですよう」

　窓際に立った二人が跳とびはねてはしゃいでいると、その背後から淀屋橋が冷ややかな声をかけてきた。

「向山君、あまりはしゃぎすぎないようにね？」

「あ、ええ、わかっています」

「カガちゃんも、わかっているわよね？　はしゃいで羽目を外しておかしな真ま似ねをしたら、ぐうパンチを脾ひ腹ばらに叩たたき込みますけど？」

「わ、わかってますよう。朱鷺瑚さんに思い切りお腹なかを殴なぐられたら、内臓が破は裂れつしてしまいますよう」

「じゃ、一服がてら夕食のお店を探して、そのあとスーパー銭湯に出かけましょうか」

　淀屋橋は自分の荷物の中からタブレットを取りだし、夕食を食べるお店を探し始めた。

「みんな、何か希望があるのかしら。カガちゃん、セッちゃんやザミちゃん、ケイちゃんを呼んできてくれる？」

「了解ですよう」

　部屋を出た椥辻は、二、三分で戻もどってきた。

「すぐに来るそうですよう」

　引き続き淀屋橋が店を探していると、そのうちチャイムが鳴った。椥辻がドアを開け、烏丸、太秦、墨染を招き入れる。

　すぐに女性陣じんでお店選びが始まり、向山は一人、蚊か帳やの外だった。あそこだ、ここだと大おお騒さわぎしていた割には、結局、最後は泊まっているホテルのディナーブッフェに落ち着いたようで、向山は苦笑いするしかない。

「食べ放題の魅み力りよくには勝てなかったということよね」

　と淀屋橋が照れ笑いを浮うかべ。

「腹が破れるまで食べる」

　墨染が覚かく悟ごを吐と露ろし、それを烏丸が止とめた。

「止やめとけ」

「蟹かにが楽しみね」

　と太秦が言うと、椥辻が乗ってきた。

「ローストビーフをおかずにローストビーフを食べますよう」

「止めとけ」

「まずはその前にスーパー銭湯よね？」

「サウナでたっぷりと汗あせを流しておくべきだわ。食べ放題に備えて」

「よし、行くか、スーパー銭湯！」

「あ。先に言っておきますけど、向山君、銭湯は混浴ではありませんからね？」

「わかってます。僕は一人寂さびしく男湯に浸つかります」

「スーパー銭湯だと、間ま違ちがえて男子更こう衣い室のドアを開けちゃった的なイベントは発生しそうもないですねぇ」

「だから間違えてないだろ、それ。明らかに狙ねらってるだろ」

「間違いなんです。何が起きようと間違いで済ますのが正しいフラグなんです」

「どこのエロゲだ!?」

「わざとだろうが敢あえてだろうが、そんな巫ふ山ざ戯けた間違いを犯おかしたら、裸に剝むいて手足を縛って冷水浴よく槽そうに沈しずめますけど？」

「ししし、しませんよう。街中のスーパー銭湯じゃ、したくてもできないですよう」

「したいのかよ！」

　淀屋橋はにっこりと笑って言った。

「向山君も、おかしな真似をしないでね？」

「も、もちろん、しません」

「じゃ、行きましょうか、スーパーな銭湯に」
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　淀屋橋、烏丸、太秦、椥辻、墨染が、思い思いにお湯に浸かっている。お湯は白く濁にごっているが、温泉ではない。白はく濁だくしているのは入にゆう浴よく剤ざいが入っているからだ。

「は～～、気ん持ちいい～～」

　広々とした湯船に足を伸のばし、肩かたまでお湯に浸かった烏丸が蕩とろけたような声を上げた。

「寮りようの風ふ呂ろは、あまり広くない上にいつも混雑してて、くつろげないからな～」

「まだ時間が早いから空すいてるし。もう天国よね」

「昼間からお風呂に浸かって、間近で朱鷺瑚さんのおっぱいを観賞できるなんて、ほんと、天国ですよねぇ」

「いやだわ、カガちゃんたら。あまり巫山戯たこと言っていると、首を横に一回転させてお湯に漬つけ込みますけど？」

「いや、でも、このメンツでお風呂に入ったら、朱鷺瑚さんのおっぱいの他ほかに見る物なんかないじゃないですかぁ」

　淀屋橋に向かって椥辻がそう抗こう議ぎすると、烏丸が眉まゆを顰ひそめた。

「む。事実そうかもしれないけど、おまえに言われると、すごく腹立つな」

「事実は時として人の胸を抉えぐるほど残ざん酷こくなもの」

「たしかに墨染一士の胸は抉られていますねぇ」

「椥辻士長が酷ひどすぎる」

「そうだぞ、椥辻。他ひ人と様さまの身体的欠けつ陥かんを論あげつらうようなこと言うのは止めろ。墨染だって、好きで平らなわけじゃないんだからな」

「烏丸曹そう長ちようはもっと酷い」

「はいはい、そこ、喧けん嘩かしないの」

「金持ち喧嘩せずという朱鷺瑚さんの余よ裕ゆうが憎にくい」

「だよなぁ」

　烏丸、お湯に浮かんだ淀屋橋の胸を見やりながら。

「朱鷺瑚さんの場合、金持ちっていうか、もう大だい富ふ豪ごうだよな」

「そして椥辻士長は大だい腐ふ豪ごう」

「もしくは大だい腐ふ脳のうね」

「上う手まい！　太秦に座ざ布ぶ団とん一枚！」

「相変わらずみんなが酷いですよう」
















「しっかし、向山は今いま頃ごろ、一人で寂しくお湯に浸かってるのか。ちょっと哀あわれだな」

「それを言うなら、戦女三師団トリスケリオンに男は彼一人なんだから、それも寂しい話じゃない？」

「女子に囲まれて嬉うれしそうだったけどな」

「でも、よくよく考えたら不思議な子よね」

　と淀屋橋が宙を見上げながら言うと、太秦が、そうね、と応じた。

「廃区で生存してて、魔ま力りよくがあって、魔ア技シ補ス助トが使える男子なんてね」

「おまけに裸はだかで埋うまってたんですからねぇ。事実はＢＬゲームより奇きなり」

「そこでＢＬゲームを持ち出すなよ」

「おまけに記き憶おく喪そう失しつでしょ？　彼には何か重大な秘密がありそうよね？」

「秘密って、どんな？」

「さあ？」

「朱鷺瑚さんも適当な物言いだな」

　ふふふ、と密ひそやかに笑って淀屋橋がお湯の中から立ち上がった。彼女の白い肌はだを大量のお湯が流れ落ちていく。

（凄すごいな。見上げるとおっぱいが邪じや魔まして顔が見えない。どんだけ大きいんだよ）

　羨うらやましさと恨うらめしさと憧あこがれと賞賛の入り交じった複雑な顔で、烏丸は淀屋橋の肢し体たいを見上げるのだった。

「さてと。わたしはサウナに行くわね」

「あ、わたしも行くわ」

「わたしも行くですよう」

「あたしはいいや」

「わたしもパスする」

　淀屋橋、太秦、椥辻がサウナ室のほうへ歩み去って行くのを見送ると、烏丸は、なぁ、と隣となりの墨染に声をかける。

「墨染」

「なんでありますか、烏丸曹長殿どの」

「気持ち悪いから、そのしゃべり方は止やめろ」

「なんですかぁ、烏丸曹長～～？」

「……おまえ、今日はノリノリだな」

「久しぶりの休きゆう暇かなので、はっちゃけている」

「なのに態度も表情もいつもどおりなのが凄いな」

「表情筋が退化したのだと思う」

「平然とそういうこと言えるのも凄いわ。じゃあ、無理やりにでも笑ったらどうだ？」

「そう簡単に笑えないから困る。表情筋が退化して笑えない。笑えないからますます退化するという悪あく循じゆん環かん。これがデフレスパイラルというもの？」

「ちょっと違ちがうと思うが」

「で？　烏丸曹長は何を訊きこうとした？」

「ああ、そうだった。おまえ、向山のこと、どう思うよ？」

「どうとは？　好男子だとは思うが、そういうことを訊いているのではないよね？」

「あ～、つまり、さっき朱鷺瑚さんが言った『彼には秘密があるんじゃないか』って話」

「秘密の一つや二つ、誰だれにもある。わたしにもあるし、烏丸曹長にだってあるはず。あの年とし頃ごろの男子が、こっそりエロ雑誌を買うのはノーマル」

「え？　いや、買ったエロ雑誌の秘密の隠かくし場所とか、そういう話をしてるんじゃないんだけど？」

「わたしが気になるのは彼の暮らす場所」

　と言われ、烏丸は、む、そうか、と小さく唸うなった。

「さすがに女子寮には入れない、と思う。では、彼はどこに住まうのか。一いつ般ぱん職しよくの男性はみな通勤している。男性用の宿舎はない。でも彼には自宅がない。となると、やはり駐ちゆう屯とん地ちの中に住まいを確保するしかない、と思う」

「前の官舎みたいなところにか」

「あんな豪ごう華かな官舎に春日一人を住まわせるのは、効率が悪すぎる。となると」

　烏丸が、うげっ、と頭を引く。

「またわたしらと同居になるって言うのか!?」

「上層部が、というか、二に師し長ちようがどう考えるか次し第だいだとは思うけど、その可能性は高いのではないだろうか。むしろ、あの二師長なら、そう仕向けてくるような気がする」

「どうしてそう思う？」

「仮に向山春日の魔ア技シ補ス助トが親しい者を相手にしたときほど効果が発揮されるとすれば、わたしたちと向山春日が今以上に仲良くなるのは二師長にとっていいこと。ただ、本当にそうなのかどうかはわからない。だから上層部は、それを確かめるためにも、わたしたちと向山を一いつ緒しよに住まわせようとするのではないだろうか」

「……的確な分ぶん析せきだな」

「そうなると、椥辻士長言うところの『美お味いしいイベント』が発生する確率が高くなるので期待したい」

　烏丸が目を見開いた。

「え？　そこ？　そこを期待するの!?」

「年頃の男子と同居して、他に何を期待するというのか」

「おまえも腐くさってきてないか？」

「年頃の女子が男子を求め、年頃の男子が女子を求めるのは、至ってノーマル」

「まぁ、そうなんだろうけど。でも、あたしは面めん倒どうくさいのはご免めんだな」

「烏丸曹長は、やはり可愛かわいい女子を押し倒たおすほうが好み？」

「人を男子扱あつかいすんなや」

「わたしたちと向山春日がどうなるのかもそうだけど、わたしたちの小隊がどうなるのかということも、駐屯地に戻もどってみないとわからない。だから、あれこれと考えても仕方がないと思う」

「見事な割り切り方だな」

「開き直っているだけかも」

「だとしても、大したもんだよ。もしかしたら、うちの小隊でおまえがいちばん度胸あるのかもしれないな。胸はないのにな」

「烏丸曹長が酷すぎて頭がぼ～～っとしてきた」

　墨染がずるずると体を沈めていき、沈んだ頭の上にぶくぶくと泡あわが浮うかんできた。

「お、おい、墨染？」

　慌あわてて墨染を引っ張り上げる。

「おまえ、のぼせてんじゃないか、これ!?」

「そう……かもしれ……ない」

「すぐ出たほうがいい」

「立ち上がると……貧血のときみたいになって……倒れるかも」

「仕方ねえなぁ」

　烏丸、墨染の脇わきに右手を差し入れ、左手を膝ひざの裏へ回し、そのまま彼女を抱だきかかえて立ち上がる。

「なんであたしがおまえをお姫ひめ様抱っこしなきゃならないんだよ、もう」

「烏丸曹長の漢おとこらしさに惚ほれてしまいそう」

「うるせえ。黙だまってろ」

　浴よく槽そうから出ると、烏丸はシャワーのカランの下まで行って墨染を下ろす。

「水で冷やしたほうがいいだろ。ちょっと冷たいが我が慢まんしろよ」

　烏丸は勢いよくシャワーの水を出し、墨染の火ほ照てった頭や体にかけてやる。

「はぁ……気持ちがいい……」

「しっかし、おまえ、ほんと、ささやかだな」

「前言撤てつ回かい。烏丸曹長に惚れることなど絶対にない。むしろ憎しみを覚える」

「それだけ減らず口を叩たたけるなら、もう大だい丈じよう夫ぶだな」

「もう大丈夫。ありがとう」

　墨染がむくりと上体を起こす。

「これ以上、お湯に浸つかるのは止やめておいたほうがよさそうだ。出るか、墨染」

「出る。出て、涼すずむ」

　二人は浴室を出ると、バスタオルを体に巻いたまま、更こう衣い室で扇せん風ぷう機きに当たって涼んだ。

　しばらくすると、淀屋橋、太秦、椥辻も浴室から出てきた。

「もう上がったの？　早いわね」

「いや、墨染が湯ゆ中あたりしちゃったんでな」

「え？　大丈夫なの、ケイちゃん」

「大丈夫、朱鷺瑚さん。烏丸曹長が助けてくれた」

「ご苦労様だったわね、セッちゃん」

「湯中りで朦もう朧ろうとしたわたしを、烏丸曹長がお姫様抱っこで運んでくれた。その凜り々りしい姿に惚れてしまいそうになった。最終的に破談になったけど」

「意味がわからないけど……もう平気なの、ケイちゃん？」

「もう平気。心配をおかけしました」

「じゃあ、少し休んだら出ましょうか」

「せっかく入浴料金を払はらったのだから、みんなはもっと温泉を楽しんでくればいい。わたしはロビーで涼んでいる」

「どうしようかしら？」

「本人が大丈夫って言ってるなら、大丈夫なんじゃ？　あたしはもう一回、浸かってくることにするわ」

「わたしも、もう少し浸かろうかな」

「わたしも浸かりますよう」

「そう？　じゃ、わたしももう少しだけ」

「了りよう解かい、朱鷺瑚さん」

「またあとでね」

　淀屋橋以下、四人が浴室へと戻っていくのを見送ると、墨染はのろのろと立ち上がって、のろのろとバスタオルで体を拭ふき、のろのろと下着を着けた。

　制服を着た墨染は、ふらふらとした足取りで更衣室を出てロビーのほうへ歩いて行く。すると、そこのソファに手持ちぶさたなふうの向山がいた。
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「早いね、向山春日」

「あ、墨染さん」

　向山がソファから立ち上がった。

「一人ですか？　他ほかの皆みなさんは？」

「まだ温泉を堪たん能のう中。わたしは湯中りしたので、一足先に上がった」

「え？　大丈夫なんですか？」

「まだ少しふらつくけど、もう平気」

「何か冷たい飲み物を買ってきましょうか？」

「春日は優やさしい」

　ポシェットをまさぐった墨染、硬こう貨かを差し出す。

「冷たいミネラルウォーターをお願いする」

「あ、いいですよ。僕も少しお金持ってますから」

　墨染が向山に向かって頭を下げた。

「ゴチになります」

　墨染がソファに腰こしを下ろして待っていると、向山は自じ販はん機きまで駆かけ寄り、ミネラルウォーターのペットボトルを二本買って戻ってきた。

「はい、どうぞ。隣となり、いいですか？」

「ありがとう。問題ない。むしろ歓かん迎げいする」

「では、失礼して」

　向山が墨染の隣に腰を下ろす。

　墨染はペットボトルの水を一気に半分以上も飲み干した。

「少し脱だつ水すい症しよう状じよう気味だったのかもしれない」

「足りなければ、僕のもどうぞ」

「まだ半分くらいあるからいい……と言おうと思ったが、これは春日と間接キッスをするチャンスだと思い直したので、いただくことにする」

「ははは。墨染さんて、面おも白しろいですね」

　向山が差し出したペットボトルを受け取った墨染が、ん？　と首を捻ひねる。

「面白みのないヤツと言われたことは何度もあるが、面白いと言われた経験はなかった。これがわたしの初体験。初体験の相手が向山春日」

　向山、ぷっ、と小さく噴ふいた。

「そういうことを真ま面じ目めな顔して言うところが面白いと思いますけど」

「春日に受けたならわたしも本望」

　そう言って、墨染は向山のペットボトルの水を飲んだ。

「ふう。少し横になりたいかもしれない」

「僕のことは気にせずにどうぞ。なんだったら膝ひざ枕まくらしましょうか？」

「厚意は遠えん慮りよなくいただく」

　そう応こたえた墨染は、両足をソファに乗せ、上体を倒してきた。

「えっ？　マジですか!?」

　驚おどろく向山の膝の上に頭を乗せると、墨染は体たい側そくを下にして膝を曲げ、少し背を丸めた。制服のスカートから覗のぞく白い太ふと腿ももが向山の目に眩まぶしく映る。墨染は向山の太腿に頭を乗せたまま目を閉じた。しばらく向山は墨染の華きや奢しやな体と横顔を見下ろしていたが、そのうち我に返って、そっと彼女に声をかける。

「大丈夫です？　辛つらくありません？」

　墨染が薄うす目めを開けて向山を見上げた。

「大丈夫。かなり楽になった」

「なら、いいんですけど」

　墨染が、ふふ、と笑った。

「どうかしました？」

「こんなところを椥辻士長に見られたら『爆ばく発はつしろ！』と言われそう」

　苦く笑しようするしかない向山だが、すぐに笑えみを収めて訊きいてきた。

「墨染さん、一つ訊いてもいいですか？」

「何を訊きたい？　スリーサイズとかは秘密」

「あ、いえ、そういうのではなく。えっと」

　向山は言葉を探すように宙を睨にらんでいたが。

「このあいだ、烏丸さんにも訊いたんですけど。墨染さんは、どうして討とう魔ま兵団に入ったんですか？」

「唐とう突とつな質問。湯中りして横になっている女子に訊くことだろうか」

「烏丸さんにも同じようなことを言われましたけどね」

「で。烏丸曹そう長ちようはなんと言っていた？」

「あの人は『助けられるヒロインより、誰だれかを助けるヒーローになりたい』というようなことを言ってました。烏丸さんらしくて格好いいなぁと思いました」

「たしかにそれは格好いい。でも、わたしには、そんな立派な動機はない」

「どういう動機からだったんです？」

「……友達がほしかったから、かな」

「え？　友達……ですか？」

「わたしはこんな性格だから、学校では友達が少なかった。というより、ほとんどいなかった。討魔兵団の討魔士は女子ばかりで、年ねん齢れいも近い。中学から大学までの一いつ貫かん校こうにいるようなもの。それに討魔兵団に入れば、ただの同級生や先せん輩ぱい後こう輩はいではなく、仲間になれると思った。あるいは戦友に。同じ釜かまの飯を食べるというのに、わたしは憧あこがれていた。あと、給料がいいというのも魅み力りよく的だった」

「ああ、そうみたいですね。同年代の自衛官や警察官に比べれば給料が高いのだとか」

「借金がたくさんあると困るけど、お金はたくさんあっても困らない」

「ぷっ」

「笑われた……」

「いえ、なんというか、墨染さんらしい言い方だなと思って」

　破顔した向山だったが、すぐに笑みを消し、真面目な顔になって言った。

「討魔兵団では友達ができたんですね」

「ただの友達ではない。助けたり助けられたりする戦友ができた。朱鷺瑚さんや烏丸曹長、太秦曹長、椥辻士長に出会えてよかったと思っている」

「願いが叶かなったわけですか」

「叶った。だからわたしは今の境きよう遇ぐうにかなり満足している」

「じゃあ、僕とも友達に、いえ、助けたり助けられたりする戦友になってくれますか？」

「これは異なことを言う。向山春日とは、もう助けたり助けられたりした。わたしと春日は……いや、わたしたちと春日は、かな、とっくに戦友だと思っている」

「ありがとうございます」

「??　礼を言われる意味がわからない」

「いえ、僕も友達がいなかったものですから。たぶん。だから、墨染さんたちに友達認にん定ていしてもらえて嬉うれしかったんですよ」

　墨染は向山の太腿に頭を乗せたまま向山を見上げて言った。

「なら、ぼっち同士が友達になったわけだね」

　そんな墨染を見下ろして、向山は頷うなずいた。

「そういうことになりますね」

　二人は顔を見合わせ、ふふ、と笑う。

「ふう。少し喋しやべり疲つかれたかもしれない」

「ええ？　大して話していませんよ？」

「普ふ段だんはあまり喋らないから、このくらいでも舌が疲れる」

「大変ですね」

「うん、大変」

　大たい儀ぎそうにそう応えると、太秦は目を瞑つぶり動かなくなった。そしてそのまま、すやすやと寝ね入いってしまう。

（あらら、参ったな。というか、墨染さん、意外と大だい胆たんだな）

　向山は寝入った墨染の横顔を見下ろしながら、くすくすと笑った。

（でも、本当に面白いな、墨染さん。面白いというか、楽しいというか、興味深いというか……可愛かわいいというか。けど、困ったな、これ。手の置き場所がないぞ。左手はともかく、右手を下ろすと墨染さんの体に触ふれちゃうし。いや、触れてもいいのかな。むしろ触れるべき？）

　などと、右手を彷徨さまよわせながら向山が迷っていると。

「あ！　何やってんだ、おまえら！」

　という烏丸の叫さけび声が聞こえて向山が顔を上げると、烏丸を先頭に、淀屋橋、太秦、椥辻がこちらに向かって歩いてくるところだった。

「あらあら、お邪じや魔まだったかしら？」

　にこやかな顔でそんなことを言う淀屋橋だが、目は笑っていないのが少し恐こわい。

「なんて羨うらやましいことを！　まさか墨染一士が、こんな素す敵てきなフラグを立てるなんて思いませんでしたよう」

「これ、どちらが言い出したの？　まさか墨染が気を失ったのをいいことに何かよからぬことをしようと企たくらんだ……のではないわよね？」

「酷ひどいな、太秦さん。最初に冗じよう談だんで『膝枕しますか？』と言ったら、墨染さんが『厚意はいただく』的なことを言って、そのまま頭を乗せてきたんです」

「厚意はいただくって……墨染らしいといえばらしいけど」

「じゃあ、ケイちゃんと向山君はもう少し放置しておいて。わたしたちも何か冷たい物を飲んで一服しましょうか」

「ういっす、了りよう解かい」

「いいなぁ、いいなぁ。わたしも春日に膝枕してもらいたいですよう。もしくは、朱鷺瑚さんに胸枕してもらいたいぃ」

「いいな、それ！」

「カガちゃんもセッちゃんも何を言っているのかしら？　一度、北枕になってみる？」

　ぶるぶるぶる。

　全身全ぜん霊れいで以もつて首を横に振ふる二人だった。

　冷たい飲み物を飲んで扇せん風ぷう機きの風に当たり、火ほ照てった体を冷やす。そうして少し時間を潰つぶしていたが、やがて淀屋橋が、さて、と言って腕うで時ど計けいを見た。

「そろそろホテルに戻もどってディナーブッフェと行きたいわね」

「だね。起こすか」

　烏丸が右手を伸のばして墨染の体を揺ゆさぶると、彼女はうっすらと目を開けた。

「……おはようございます」

「寝ねぼけんな」

「あ……あぁ、そうだった」

　墨染がむくりと上体を起こす。

「向山春日に膝枕してもらっていた。あまりに気持ちよくて寝入ってしまったらしい」

「墨染一士が羨ましいですよう」

　悔くやしそうな顔の椥辻に向かって、墨染は、ふっふっふっ、と笑ってみせる。

「春日の膝枕は、とても寝ね心ごこ地ちがよかった」

「墨染一士なんか爆散してしまえばいいのに！」

　自分を睨みつける椥辻から視線を外すと、墨染は向山に向かって頭を下げた。

「寝心地のいい膝枕を貸していただき感謝する」

「ぷっ。あははは」

「また笑われた」

　墨染が釈しやく然ぜんとしない顔で首を捻ひねる。

「はいはい、じゃ、戻るわよ？」

　上気した顔で淀屋橋が皆みなを促うながすと、墨染はソファから下りて靴くつを履はいた。

「よっしゃ、ブッフェで死ぬまで食うぞ！」

「死んだらそれ以上は食べられませんけどねぇ」

「ちょっとした喩たとえに、いちいち突つっかかってくるなよ」

「セッちゃん」

「あ？　な、なに、朱鷺瑚さん？」

「食べ過ぎて妊にん婦ぷ腹になった挙げ句、ぶっ倒たおれて病院に運ばれるとか、勘かん弁べんしてね？」

「し、しないよ、そんなことは」

「わかっていればいいのよ？　じゃ、ホテルに戻って、ブッフェ会場に突とつ撃げきね」

「お～～！」
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　ホテルへ戻った六人は、ディナーブッフェで美お味いしい物を食べまくった。

「あ～、食った食った。これで元は取ったな」

「元を取るとか取らないと言うのは心の貧しさが為なせる業わざ。太秦曹長なら、一皿食べるためだけにブッフェの料金を払はらう」

「ああ、そうだよ。あたしは根っからの貧びん乏ぼう性しようなんだよ。元を取らないと負けた気になるんだよ」

「開き直られた」

「いえいえ、墨染、さすがにわたしも一皿のために四千円は払わないけどね」

「ほらみろ！」

「とはいっても、元を取るために妊婦腹になるまで食べたりもしないけどね」

「そ、そこまで酷くはないだろ。ちょっとベルトを緩ゆるめたくらいだろ」

「ベルトを緩める時点で女子としてどうかという話」

「っていうか、烏丸曹長は食べ方がなってないんですよう」

　烏丸が怪け訝げんそうな顔を椥辻に向けた。

「はぁ？　どういうことだ、椥辻？」

　椥辻は、えへん、と胸を張る。

「お腹なかいっぱいになったら、もうそれ以上入らないじゃないですかぁ。ブッフェのこつは、値段が高くてかさばらない物を集中的に食べるってことですよう。具体的には蟹かにとかローストビーフとか蟹とかローストビーフとか。あと蟹とか」

「食べ過ぎだろ、蟹」

「ご飯物やパスタなんかはすぐにお腹が膨ふくれるから食べちゃダメなんですよう。甘エビや中トロに釣つられて寿す司しに手を出すのもダメですよう。それもお腹が膨れますからねぇ」

「もっと貧乏性がいたわね」

「向山君はどうなの？　初めて駐ちゆう屯とん地ちの外で食べたディナーの感想は？」

「美味しいです、淀屋橋さん！　食べ過ぎて、僕も妊婦腹になっちゃいそうです」

「おまえは男だから妊婦腹にはならないだろ」

「男の場合はメタボ腹と言うべき？」

　と墨染が茶々を入れると、烏丸が眉まゆを顰ひそめた。

「どちらにせよ、嫌いやな腹だな」

「美味しいのならよかったわ。でも、食べ過ぎてお腹を壊こわさないようにしてね」

「はい。胃い袋ぶくろがパンクする寸前で止めておきます」

「いや、もう少し手前で止まっておけよ」

「お腹を壊したらダメだけど、外で食事する機会なんてそうそうないから、ゆっくり味わって、堪たん能のうしてね」

「はい」

「みんなもね。次に休きゆう暇かを取れるのなんて、いつになるかわからないわよ？」

「だよな～」

「戻ったら、こき使われそうだしね」

「馬車馬の如ごとく鞭むち打うたれて走らされるんですよう」

「あ～、もう戻ったらなんて考えるの、止やめだ止め。今は美う味まい食事に集中しようぜ」

「烏丸曹そう長ちように一票」

「珍めずらしいわね、墨染が烏丸に賛同するなんて」

「そんなことはない。いいと思えば誰だれにだって賛同する。ただし椥辻士長は除く」

「墨染一士が酷すぎるですよう」

　わいわいがやがやと楽しい食事は進んでいく。

（ふふふ、楽しいな。食事は美味しいし、楽しいし。それはきっと淀屋橋小隊のみんなと食べているからなんだろうな。この人たちに助けられて本当によかった）

　向山はテーブルの上に並んだ空の皿を見ながら、満足感に浸ひたっていた。
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　翌日──。

　朝食を食べ終えると、淀屋橋たちはチェックアウトを済ませた。

　地下駐ちゆう車しや場に停とめてあったワンボックスカー──七人乗りだから全員が乗車できた──に乗り込むと、烏丸の運転で、七人は江え古ご田たの森もり駐屯地へ戻っていった。

　戻った自分たちにどんな任務が待っているのか。

　どんな未来が待っているのか。

　それを思うと緊きん張ちようするし、少し不安にもなる。

　車内では珍しく誰もが無口だった。

　やがて車は駐屯地に着いた。

「やれやれ。ここから先はいつもの毎日が待ってるわけか」

「いつもの毎日よりも、これからの毎日のほうがハードになるかもだけどね」

「嫌なフラグを立てるなよ」

　ぶつぶつと文句を言いながら、烏丸は入り口のゲート前で車を停止させた。
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　戦女三師団トリスケリオン第二師団長、二に乃の瀬せ大たい佐さの執しつ務む室の開け放したドアの向こうで声がした。

「失礼いたします、大佐」

　書類に目を落としていた軍務服姿の二乃瀬が顔を上げる。声の主は二乃瀬の第一秘書官、真ま菅すが少しよう尉いだった。

　二乃瀬のモットーは「来るものは拒こばまず」である。誰でもいつでも入ってきていいぞ、ということを表すため、彼女が在室している限り、執務室のドアは、こうしていつも開け放してある。

　入り口に真菅が顔を覗のぞかせた。

「よろしいですか」

　いいよ、と二乃瀬が応じると、真菅はすぐに入室してきた。

　当然、真菅も軍務服を着用している。身長が百六十五センチ前後で、眼鏡越ごしに光る瞳ひとみが理知的な印象の、スレンダーな女性だった。

　師団長の執務室とはいえ、それほど広くない。建物そのものがプレハブの安やす普ぶ請しんだから、師団長といえど、豪ごう華かな部屋など望むべくもない。窓まど際ぎわに大きな執務机が置いてあって、窓を背に大おお柄がらな二乃瀬が肘ひじ掛かけの付いた合成皮ひ革かくの椅い子すに腰こしを下ろしていた。

　壁かべ際ぎわには書類戸と棚だなと書棚が幾いくつも並び、戸棚の一つには、額がく縁ぶちに入れた感謝状と小さなトロフィーが飾かざってあるのがガラス戸越しに見える。あれは二乃瀬が自衛隊員だった頃ころ、廃はい区く周辺で全ぜん滅めつの危機に陥おちいった所属部隊チームの同どう僚りようを救い出したという英えい雄ゆう的行こう為いを称たたえられて授じゆ与よされたものだ。もっとも二乃瀬本人に、そのことを自じ慢まんする気も誇ほこる気持ちもない。ああやって飾ってあるのは、彼女に言わせると、

「たんにプロモーションのためだよ。この部屋を訪おとずれた人へのアピールだな」

　となるのだが、それはさておき。

　戸棚と書棚以外に何もないような質素な部屋に足を踏ふみ入れた真菅は、二乃瀬の執務机の前まで足早に進み出てきた。

　二乃瀬は椅子の背もたれに背中を預け、机の向こうに立つ真菅の顔を見上げた。

「何かあったか？」

　第一秘書官の真菅少尉は主に第二師団内の他ほかの部署や第一師団、第三師団との調整役として働いており、二乃瀬の身の回りの雑務を助けるのは第二秘書の役目と、そういう分担が為なされている。

　真菅は武官だが、第二秘書は文官という位置づけだ。

「本庁から副官が戻もどられました」

「お、そうか」

　二乃瀬は背中を背もたれから離はなすと、上体を乗り出す。

「すぐに話をしたい。どこか会議室を押さえてくれ」

　という二乃瀬の要よう請せいに、真菅は澄すました顔で応こたえた。

「第三会議室を取ってあります」

「仕事が早くて助かる」

「恐おそれ入ります」

「これで真菅のスカート丈たけがもう少し短いと言うことはないんだがな」

「大佐が遅ち滞たいなく稟りん議ぎ書しよに判を押し、遅滞なく報告書と上申書に目を通してくだされば、わたしのスカート丈はあと二十㎝くらい短くなるかもしれません」

「マジか!?　よ～し、頑がん張ばっちゃうぞ。ちゃんとノルマを達成したら、君はパンチラ確実という超ちようミニを穿はいてくれよ？」

　真菅が見る者を凍こおりつかせるような冷え切った目を二乃瀬に向けた。

「ああ、いいね。腐くさったゴミを見るような蔑さげすみの視線を君から向けられると、なんかこう、背筋がぞくぞくする」

「腐ったゴミは廃はい棄き処分にすればいいだけですが、大佐は腐っても師団長、廃棄できないのが残念です」

「君のそんな罵ば詈り雑ぞう言ごんを聞くのが、わたしの生きる活力だよ」

「はぁ。こんなもので大佐がやる気を出してくださるのでしたら、いくらでも罵ののしって差し上げますが」

「ふっふっふっ、頼たのむよ」

（本当に困った人だな、この人）

「だが、今はそんなことをしている場合ではなかったな」

「そうですね。大佐がそのことに気づいてくださって助かりました」

「では、そうだな、十分後に行く。香か芝しば中ちゆう佐さを第三会議室に放ほうり込んでおいてくれ」

「承知しました」

「言うまでもないが、打合せのあいだは誰だれも部屋に入れるな。人が来ても取り次ぐな」

「言われるまでもなく承知しています」

　そう応えた真菅は、深々と一礼すると二乃瀬の執務室から退出していった。

「さて、長官と討とう魔ま将しようの反応はどうだったかな」

　二乃瀬はくすりと笑った。

「本ほん邦ぽう初の男子討魔兵を第二師団うちが囲うことを認めてくれたかな」
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「待たせたな」

　大柄な二乃瀬が第三会議室に入ってきたので、所在なげに座ってお茶を飲んでいた香芝中佐は急いで立ち上がった。

「いえ、それほど待ってはいません」

　香芝の敬礼に、二乃瀬も敬礼を返した。

「座ってくれ」

「失礼します」

　香芝と二乃瀬が、会議机を挟はさんで安っぽいパイプ椅子に腰を下ろした。

「で。早さつ速そくだが本庁のほうはどうだった？」

「なんとか認めさせましたよ」

　という香芝の返答を聞いて、二乃瀬が珍めずらしく喜色を露あらわにした。

「そうか、認めたか」

「実戦で成果を上げていたのが大きかったですね。あれだけ目覚ましい活かつ躍やくを見せつけられれば本庁も否いなとは言えないでしょう。長官は渋しぶっておいででしたが、『今は廃区解放のために向こう山やまを働かせるべきである』という大佐の進言に討魔将殿どのが賛同してくださいましたので、最終的には折れてくださいました。当面、向山春日かすがを本庁に取り上げられる心配はしなくてもいいかと」

「そうか、そうか」

　二乃瀬は満足そうな顔で頷うなずいた。

「こういうときは、役人より武人のほうが話が早くて助かる」

「で、ありますね」

「本庁のほうはこれでいいとして、あとは一いつ師し団だんと三さん師し団だんのほうか」

「で、ありますね。本庁が認めた以上、本庁のほうへ横よこ槍やりを入れても無視してもらえると思いますが、直接、こちらへ何か仕し掛かけてくる虞おそれはあります」

「そうだな。一師団と三師団の団長は性格が悪いからな」

（それは……あちらさんも同じようなことを言うと思いますが）

　という思いは微み塵じんも感じさせず、香芝は重々しく応えた。

「仕掛けてくるとすれば、何をすると思いますか？」

「さて、どうだろう。本庁が認めたとなると、正面から難なん癖くせをつけてきても無視できるし、かといって、露ろ骨こつな嫌いやがらせもし難にくいだろうし」

「で、ありますね。当座はあまり気にしなくてもよいでしょうか」

「だが、気を抜ぬくわけにはいかんぞ。何かを仕掛けてこなくても、向山に関する情報は、是ぜが非ひでも入手したいと思うだろうしな。繫つながりのある出入り業者を使って情報を仕入れようとするかもしれない」

「で、ありますか」

「沢さわ良ら宜ぎ中佐の出番だな。向山と淀よど屋や橋ばし小隊のことをしっかり見張ってもらわないとな。同時に淀屋橋小隊が外部の人間とできるだけ接せつ触しよくしないようにしておかないと」

「ん？　そういえば淀屋橋小隊、いま休きゆう暇かで外に出ているのではありませんか？」

「ああ。今ごろ池いけ袋ぶくろで祝しゆく杯はいを上げているんじゃないか？」

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「さすがに人目があるところでは、一師団や三師団も手は出せないだろ？」

「そうかもしれません。ですが、他国の諜ちよう報ほう部ぶだとそうはいきませんよ」

「もちろん考こう慮りよに入れているよ。一師団と三師団がちょっかいを出す可能性があることも含ふくめて、淀屋橋小隊は監かん察さつの人間が見張っている。それに、まだ向山のことはそこまでオープンになっていない。まぁ大丈夫だろう」

「で、ありますか。しかし、それでも危険はあるかと。特別休暇など与あたえないほうがよかったのではありませんか」

「たしかに駐ちゆう屯とん地ちに閉じ込めておいたほうが安全だろう。だが、連中にはこれから働いてもらわねばならんのだ。それこそ馬車馬のようにな。しばらくは休暇など取れなくなる。今だけは羽を伸のばさしてやりたいという、これはわたしの親心だよ」

（親は子供に、休みも取らず馬車馬のように働け、とは言わないと思いますが）

「ん？　何かあるか？」

「いえ、とくには」

　素知らぬ顔でそう応えてから、香芝は、ところで、と話題を変えにかかる。

「淀屋橋小隊を働かせるのはいいとして、六人をどこに住まわせるおつもりです？」

「ああ、それな」

　二乃瀬は椅子の背もたれに背中を預け、頭の後ろで腕うでを組んで天てん井じようを見上げた。

「さすがに寮りようで同じ部屋に押し込めるわけにもいかないからな」

「このあいだ使った官舎を？」

「いや、あれは長官や討魔将クラスのための家だから、あそこに住まわせるのは不ま味ずい。もう少し小さな官舎が一つ空いているから、そちらに押し込めるしかない」

「しかし、本当に大丈夫でしょうか」

「何がだ？」

「年とし頃ごろの男女が同じ屋根の下で生活するというのは刺し激げき的に過ぎやしませんか。間ま違ちがいを犯おかさないといいのですが」

「監察も一いつ緒しよに押し込めるから大丈夫だろ」

「だとしても、です。監察の隊員も年頃の女子であることには違いないでしょう？」

「そうなったら、そうなったときのことだ」

　香芝は、うっと小さく呻うめいて頭を引いた。

「本当にそれでいいのです？」

「淀屋橋小隊には魔ま妖よう戦で大車輪の活躍をしてもらわないとならないからな、できるだけ間違いが起きないように気を配るがね。そのリスクより、向山と淀屋橋小隊の面々が親しくなることで彼の魔ア技シ補ス助トがより効率よく発揮されることになるのなら、そのメリットのほうが大きいだろう？」

「かなりのハイリスク・ハイリターンのように思えますが」

「ある程度のリスクを冒おかさないと、廃区の解放という難事業は成し遂とげられないさ」

（ある程度のリスク……であればいいのですが。いえ、二乃瀬大たい佐さが決めたことですから、我々はその決断に従って働くだけなのですが）

「こちらはわたしと沢良宜中佐、大おお泊どまり少しよう佐さで上う手まくやっておくよ。君には引き続き、本庁との繫ぎを頼む」

「はい、承知しております」

「面めん倒どうな仕事を押しつける恰かつ好こうになってすまんね」

「お気になさらずに。師団長を助けるのが副官の役目ですので」

「君のようによくできた副官を持てて、わたしは幸せ者だよ」

「お世辞はけっこうです」

「お世辞ではないのに」

「それはともかく。淀屋橋小隊は、明日、戻もどってくるのですよね。問題の向山春日をわたしも見てみたいのですが」

「もちろん紹しよう介かいするよ。君は師団副長なのだから、堂々と会えばいい。なんだったら見るだけでなく触さわってもいい。戦せん闘とう服姿の向山は、なかなかエロいぞ？」

「たしかに少し興味はありますが、触るのはご遠えん慮りよ申し上げておきます」

「慎つつしみ深いんだな」

「わたしが慎み深いというより、団の討魔兵たちがあまりに慎み深くないと言うべきではありませんか？」

「それは否定しないが、現状、戦女三師団トリスケリオンは女子校の延長みたいなものだろ？　女子校に通う女子生徒の実態がどんなものかは、君だってよく知っているんじゃないのか」

「ええ、そうですね。身を以もつて知っています」

　と苦く笑しようする香芝だが、すぐに笑えみを消して真顔に戻った。

「明日、淀屋橋小隊が休暇から戻ったら、六人に新たな配属と任務を言い渡わたすのですね」

「そうなるな」

「では、そのときに同席させていただくということで、よろしいです？」

「それでいい。君のことも向山に紹介しておかなくてはならないからな」

「他ほかに何かありますか？」

「今のところはとくにないな。久しぶりに江古田駐屯地ここへ戻ったんだ、のんびりと箸はし休やすめすればいい」

「箸休め？」

　香芝がきょとんとした顔を向けると。

「違った。羽休めと言うべきだったか」

「羽休めという言い方もあまり聞きませんね。羽を伸のばす、と言うべきでは？」

「羽でも足でも身長でも、好きなように伸ばしていけばいいさ」

「身長を伸ばしたくても今さら伸びはしませんが、では、我が家に戻ったつもりで寛くつろがせていただきます」

「うん、ご苦労さん」

「お疲つかれ様でした」

　二乃瀬と香芝は同時に立ち上がった。
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　翌日の昼頃ごろに淀屋橋小隊の六人が江え古ご田たの森もり駐屯地に戻ってきた。

　旧練ねり馬ま区＝現廃区では、あの大災さい厄やくによって鉄道が寸断されたままだ。

　東とう武ぶ東とう上じよう線だけは、一部、線路と駅舎を移動させて復旧を果たしていたが、西せい武ぶ池いけ袋ぶくろ線も西せい武ぶ新しん宿じゆく線も都営地下鉄大おお江え戸ど線も使えなくなったままだった。従って、駐屯地から池袋方面や新宿方面に出かけるときは車を使うことになる。

　運転してきたワンボックスカーを駐屯地正門前に停とめた烏からす丸まは、運転席の窓を開けて顔を覗のぞかせる。

　車内には烏丸の他に、淀屋橋、太秦うずまさ、椥なぎ辻つじ、墨すみ染ぞめ、向山春日が乗っている。

　私服をたくさん持っている太秦は着き替がえていたが、他の五人は昨日と同じ恰好だった。

　正門にある守衛ブースから一人の討とう魔ま兵が身を乗り出した。隊服に身を包んだ彼女は、車内に無ぶ遠えん慮りよな視線を向けてくる。

「よう烏丸曹そう長ちよう。いま戻りか。いいご身分だな」

「うっす、みっちゃん曹長」

「みっちゃん言うな」

　烏丸に向かってそうツッコむと、守衛ブースにいた彼女は開閉装置を操作する。すぐに車止めが上がっていった。

「お疲れ様っす、みっちゃん曹長」

「だから。みっちゃん言うなって言ってんだろ！」

　そんな相手のツッコミを無視したまま烏丸はシフトをマニュアルモードのＬ１に入れ、アクセルを踏ふみ込み、車を発進させた。

「じゃ～ね～、みっちゃん曹長～～」

　全開にした窓から右手を出してひらひらと振ふる烏丸に向かって、「みっちゃん」が大声で怒ど鳴なった。

「殺すぞ、てめえっ！」

　車はあっという間に遠ざかり、すぐに角を曲がって兵舎のほうへと消えていった。

「あんにゃろ、一度、本気で締しめてやろうか」

　大きく開けたブースの窓から上体を乗り出すようにして遠ざかっていく車を睨にらみつけていた「みっちゃん」の背中に、反対側にいた別の討魔兵が声をかけた。

「うるさいですよ～、みっちゃん曹長殿どの～」

　呼ばれた討魔兵は勢いよく振り返り、目を吊つり上げ、びしりと相棒を指さした。

「てめえもか！　殴なぐるぞ、萱かや島しま！」

「はいはい、ごめんなさいです、三み山やま木き曹長殿」

　ちっ、と吐はき捨てると、三山木は車止めを下げ、定位置に戻った。

「ところで三山木曹長～」

　三山木は、萱島に向かって睨ねめつけるような視線を向ける。

「なんだ、萱島一士？」

「あの車のいちばん後ろの座席に座ってたのが、例の向山春日ですよねぇ？」

「だな」

「そうかぁ。あれが討魔兵団初の男性討魔兵かぁ。でも、大丈夫なんかな～？」

「は？　何がだ？　奴やつの魔ア技シ補ス助ト、実戦で凄すごい効果を発揮したっていうから、なんの問題もないだろ？」

「あ、そういうんじゃなくて。討魔兵って女ばかりじゃないすか」

「いや、男もいるだろ」

「そりゃ後方にはいますよ。でも、戦闘員は女ばっかじゃないすか。そんなところに男が一人だけ混ざって、問題が起きないのかな～って思うんですけど」

　三山木は、ふふん、と鼻を鳴らして応こたえた。

「メリットとデメリットを秤はかりにかけた上層部が、メリットのほうが大きいと判断したんだろう？　だったら、それでいいじゃないか」

「う～ん、そういう計算ずく的な話ではなくて～。なんというか、もっと、こう、情じよう緒ちよ的な問題というか～」

　三山木は不ふ審しんそうな目を部下に向けた。

「何が言いたいんだ、萱島？」

「いや、だって、男っすよ？　討魔兵団実戦部隊の唯ゆい一いつの男で、おまけに若くていい男ときたもんだ。そんな男を淀屋橋小隊が独ひとり占じめするなんて。淀屋橋小隊の奴らが毎日毎晩向山春日と乳ちち繰くり合ったりしたら、悔くやしくないっすか？」

　がく、と三山木は小さくずっこけた。

「そっちかよ」

「毎晩乱交！　６Ｐっすよ、６Ｐ！　悔しいっていうより、ぶっちゃけ羨うらやましい！　自分も混ぜてくんないかな」

　体勢を立て直すと、三山木は呆あきれた顔で部下を見つめた。

「え？　なに？　要するに、おまえも男がほしいって話？」

　ジト目になった三山木がそう訊きくと、萱島は疑り深そうな顔で訊き返してきた。

「三山木曹長はほしくないんですか～？」

「男なんて面倒くさいだけだろ。そもそも男と乳繰り合ったら、討魔能力を失うかもしれないんだぞ？　たちまち失業じゃないか」

「デキ婚こんで討魔能力喪そう失しつして円満除隊。自分らにとったら理想的じゃないっすか～？」

　三山木は人を小こ馬ば鹿かにしたような薄うすら笑いを浮うかべた。

「男と乳繰り合ってるうちに子供ができちゃってぇ……なんて理由で、円満除隊できると思うか？」

「ダメっすかね」

「ダメじゃないか？　少なくとも除隊賜し金きんを満額で払はらってくれるとは思えないがな」

「う～～ん、そうかぁ、ダメかぁ」

「賜金は別としても、わたしはそんな面倒なことは御ご免めん蒙こうむりたい」

「三山木曹長って意外と淡たん泊ぱくっすよね～。あ？　もしかして百ゆ合りっすか？　ひょっとして自分、狙ねらわれてる？」

「百合じゃねえよ！　もしも万が一、わたしが男より女が好きな女だとしても、おまえを狙うことなんか金こん輪りん際ざいあり得ないから安心しろ」

「うっわ、酷ひどい言われようだな」

「まぁ、向山春日は別の意味で気になってはいるが」

「はい？　別の意味って、どういう……はっ！　まさか曹長、ホ◯が好きとか言い出すんじゃないっすよね？」

「阿あ呆ほか！　そんなこと言うわけねえだろ！　椥辻じゃあるまいし。わたしをあの腐ふ体ていの輩やからと一いつ緒しよにするな！」

　椥辻可か香がを言い表す太秦の造語＝「腐体の輩」は、すでに第二師団内部に広まっているらしかった。椥辻が知ったら「酷くないですかぁ」と大いにむくれるに違ちがいない。

　部下にツッコんでから、三山木は、そうじゃなくて、と言葉を継ついだ。

「向山が唯一無二の例外なのか。それともただの先兵なのか。そこに興味があるってことだよ」

「先兵……？」

　萱島は首を捻ひねったが、すぐに三山木の言いたいことに思い至ったらしい。

「ああ、そういう」

　萱島は納なつ得とくの顔で頷うなずいた。

「向山春日が唯一無二の存在でないなら、あとに続く男子の討魔兵が出てくるかも、ってことっすね」

「そうだ。本当に奴が突とつ然ぜん変へん異いの新種なのか、それとも同じような男が他にもいて、まだ見つかっていないだけなのか。もし後者だとしたら、今後、男の討魔兵が増えていくことになるだろ。数年後には討魔兵の一割、二割が、おまえの大好きな男になってるかもだ」

「え？　自分、男なら誰だれでもいいわけじゃないんすけど。若くていい男が好きなんすけど。見境なく男を漁あさる女子みたいに言わないでくださいよ」

「それもどうかと思うがな」

「しかし、そうか。男子が増えていく可能性もあるんだ。希望が見えてきた！」

「珍めずらしく前向きだな！」

　と萱島にツッコんだ三山木は、とはいえ、と釘くぎを刺さしにかかる。

「討魔能力のある男子は、仮に見つかったとしても少数派だと思うけどな。男の数が半数にまで増えるってことはないだろう」

「そっすよね。ってことは、アレですか？　今まで女子校だった高校が、今年から共学になって、男子生徒が入ってきたけど、でもクラスの三十人が女子で、男子は三、四人しかいなかった、的な感じっすかね」

「なんでそんなギャルゲー的な喩たとえがするっと出てくるのかわからないが、まぁそういうことだな。ただ、おまえを煽あおるようなこと言っておいてなんだが、わたしはやはり、向山みたいな男子はそうそう見つからないんじゃないかと思っている」

　萱島は少し驚おどろいた顔になった。

「そうなんですか？　どうしてそう思うんです？」

「今までだって、さんざん検査してきたんだ。それなのに討魔能力のある男は一人も見つからなかった。じつは見つかっていないだけで、向山みたいな男は他ほかにも大勢いるなんて思うほうが楽天的すぎるだろ」

「うわぁ、テンション下がってきた～」

　萱島はガックリとうなだれた。

「そんなことになったら、淀屋橋さんによる独どく占せん状態が続くじゃないっすか。くっそう、淀屋橋少しよう尉いのおっぱいなんか爆ばく散さんしてしまえばいいのに！」

　三山木はジト目になって軽く頭を引いた。

「べつに淀屋橋が独占してるわけじゃないだろ」

「いやいや淀屋橋小隊の他の四人は安あん牌パイっしょ。烏丸はがさつな男おとこ女おんなだし、太秦は実家は金持ちだけど根ね暗くらだし、椥辻は頭も心も腐くさってるし、墨染はボディが論外だし」

「おまえも容よう赦しやないな」

「それに比べて淀屋橋さん、胸はデカイし美人だし優やさしくて面めん倒どう見みがいいし、男なら惚ほれてしまう女子の典型じゃないっすか」

「その代わり腹黒いぞ、あいつ。みんな見た目に騙だまされがちだけどな」

　萱島は、ふん、と鼻を鳴らす。

「男が見るのなんか女の顔と胸だけっすよ。誰も心なんか見ちゃいませんよ。おっぱいが大きけりゃそれでいいんですよ。巨きよ乳にゆう死すべし！」

「おまえの心もかなり捻ねじれていそうだが、よかったな、男に見られなくて」

「ちくしょう。淀屋橋小隊の奴らなんか、魔妖に頭から食われてマミられればいいのに」

　そんな呪のろいの言葉を萱島が吐はくと、三山木の眉まゆが跳はね上がった。

「おい、萱島。冗じよう談だんでもそんなことを言うなよ」

　低く抑おさえた三山木の言葉に、萱島がびくりと体を震ふるわせる。

「あ。す、すんません」

「戦女三師団トリスケリオンには、実際に友人や家族を魔妖に殺された者がいるんだ。そういうセリフは洒しや落れになんないぞ」

「ううぅ、申し訳ないっす」

「まぁ、淀屋橋小隊の連中が羨ましいってのは、わたしも同じだがな」

「ですよねぇ。若くていい男と始終いちゃつけるなんて……」

「そうじゃなくて。現状、向山春日の魔ア技シ補ス助トを自由自在に使えるのは淀屋橋小隊の連中だけなんだろ？　特Ａどころか、Ｓ級魔妖だって蹴け散ちらしたって言うじゃないか。もはや兵団一の戦せん闘とう力を有してる小隊だと言っても過言じゃないだろ？　Ｓ級に勝てるなら恐こわいものなんかない。魔妖との戦争に生き残る確率が他の誰よりも高いってことじゃないか。それが羨ましいと思ったんだよ」

「そっか。そうっすよね。でも」

「でも……なんだ？」

「淀屋橋小隊がとびきりの戦闘力を確保したんなら、自分らも生き残れる確率が上がったってことになりゃしませんか？　だってＳ級魔妖が出ても、あいつらが蹴散らしてくれるんすから。一師団や三師団の連中より有利になったでしょう？」

　そんな萱島の言葉を否定も肯こう定ていもしないまま、三山木は小さなため息を吐ついた。

（だといいんだがな。淀屋橋小隊と向山春日の存在が、対魔妖戦の切り札となって、廃区の解放が叶かなうんなら、そんなにいいことはない）

　ただ、彼女はそこまで楽観的にはなれなかった。理由はわからないが、そう上う手まく事が運ぶとは思えなかったのだ。

（向山春日が男子討魔兵の先兵なのか、そうではないのか。戦女三師団トリスケリオンの切り札になれるのか、なれないのか。それとも……いや、どうなんだろう。何はともあれ、あの男が開けてはいけないパンドラの箱でないことを願うだけだな）
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　烏丸がワンボックスカーを駐ちゆう屯とん地ち内の一角にある駐ちゆう車しや場に停とめると、すぐに助手席側と後部座席両側のドアが開いた。

「お疲つかれ様、セッちゃん」

　そう声をかけて、淀屋橋は後部右のドアから下車した。後部左のドアからは墨染と椥辻が下り、助手席側のドアからは太秦が下り立った。

「いや～、今回の遠えん征せいは大漁だったですよう」

　大きく伸のびをして椥辻がそう言うと、太秦が呆れた声で言った。

「送った段ボール箱って四箱だっけ？　大漁にしても買いすぎじゃない、エロ同人誌」

「え？　今その話を蒸し返しますぅ？」

「いや、エロ同人誌だけじゃなくて、エロフィギュアとかエロドラマＣＤも混じっているけどな！」

　烏丸が皮肉の言葉を被かぶせると、墨染も乗ってきた。

「お金を溝どぶに捨てる行こう為いとは、まさに椥辻士長のためにある言葉」

「相変わらず墨染がキツいな」

　それまで黙だまってやり取りを聞いていた向山が進み出てきた。

「まぁまぁ皆みなさん、そう目くじら立てなくても。人の趣しゆ味みはそれぞれですし。椥辻さんがエロい同人誌を大量に買い込んでも、それは個人の趣味の問題では？」

「ううぅ、わたしの味方は向山春日だけですよう」

　椥辻は頼たのもしそうに向山を見つめたが、烏丸は疑わしそうな目を彼に向ける。

「おまえは、椥辻が買った同人誌が見たくて味方してるだけだろ」

「ええ、そうです」

「こいつは……」

　烏丸はジト目になって軽く頭を引く。

　淀屋橋が、そうねぇ、と言って話に加わってきた。

「他人の趣味をとやかく言うつもりはありませんけど、カガちゃんが目を血走らせてエロ同人誌を漁っているのを間近で見せつけられたわたしたちの居たたまれなさったらなかったわよね？　もう、ほとんど拷ごう問もんに近かったわよね？」

「いちばんキツいのは朱と鷺き瑚こさんだった！」

「だ、だったらわたしが同人誌を買ってるあいだ、他の場所に行っていればよかったじゃないですかぁ」

「お店で興奮したカガちゃんが同人誌に頰ほおずりしたり涎よだれを垂らしたり、飾かざってあるフィギュアを逆さまにしてぱんつを覗のぞいたりして店員さんに捕つかまったりしないようにと見張りに行ったんじゃないの」

「がふぅっっ」

　椥辻は見えない鉄てつ槌ついで後頭部を殴なぐられたかのように体をくの字に曲げ、血ち反へ吐どを吐はいた。

「キッツ～。朱鷺瑚さん、キッツ～～」

「椥辻なら本当にやりかねないものね。商品を破損して椥辻が捕まったら、監かん督とく不行届で怒おこられるのは朱鷺瑚さんなんだもの、当然の心配よね」

　太秦がそう言うと、烏丸は、しかしなぁ、と腕うで組ぐみして感心した顔になる。

「他に客がいる店の中で、あんなふうに堂々と、むしろ嬉き々きとして十八禁同人誌を買えるなんて、こいつの勇ゆう猛もう果か敢かんさは並外れているな」

「だからぁ。なんで今ごろになってその話を蒸し返すのかとぉ」

「烏丸曹そう長ちよう、それは違ちがう」

「何がどう違うんだ、墨染？」

「勇猛果敢という単語はプラスの評価なので、椥辻士長には相応ふさわしくない。士長の場合、羞しゆう恥ち心しんがないだけ」

「おお、そうか」

「四文字熟語的にいうなら、厚こう顔がん無む恥ちとかが相応しい」

「こうがんむち？　たしかに睾こう丸がんを鞭むちで叩たたくと痛いですよねぇ。わたし、睾丸持ってないからわからないですけど」
















「最低だな、こいつ！」

「ことほどさように椥辻士長は恥はじ知しらずな女。恥はずかしいことを恥ずかしいと感じる健全な精神は腐ふ海かいに沈しずんで消えた」

「ぷぷっっ」

　堪たまらず、向山が噴ふいた。

「酷ひどい！　唯ゆい一いつの味方の春日にまで笑われたですよう」

「おまえは存在自体が笑い物なんだよ」

「みんなが寄って集たかってわたしのことを虐いじめるですよう。本気で泣いちゃいますよう」

「はいはい、泣くのはあとにしてね、カガちゃん。まずは部屋に戻もどって、隊服に着き替がえて、それから特とく別べつ休きゆう暇かのお礼を言いに師団長のところに行くわよ？」

「うぅぅ、了りよう解かいですよう」

　淀屋橋を先頭に、烏丸、太秦、椥辻、墨染の五人が寮りように向かって駆かけだした。

「あ、あれ？　僕はどうすれば？」

　その場に一人で取り残された向山が首を捻ひねっている。

「みんな薄はく情じようだなぁ」

　小さなため息を吐ついた向山だが。

「っていうか、僕の隊服もあの部屋に預かってもらってるんだから、このままだと着替えられないんですけど！」

　彼は慌あわてて淀屋橋たちのあとを追いかけて走った。
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　寮の部屋に戻った淀屋橋、烏丸、太秦、椥辻、墨染は、あっという間に私服を脱ぬぎ捨てた。が、着替えのためにドアに鍵かぎを掛かけるようなことはしない。今までは鍵を掛ける必要などなかったから、当然と言えば当然だ。

　淀屋橋と太秦は煌きらびやかなブラジャーとショーツを着けているが、烏丸と墨染はスポーツブラとブルマーのような味気ない上下で、胸や腰こしの出っ張り具合も含ふくめて、かなり対照的な見た目だった。

　椥辻はアニメキャラがプリントされた痛いた下着で、一人、異い彩さいを放っていた。

「相変わらず椥辻の隣となりには立ちたくないわね」

「まったくだ。腐ふ菌きんが空気感染しそうな気がする」

　と応こたえた烏丸に、太秦がちらっと視線を向けてきた。

「烏丸、あんたせっかく買った可愛かわいい下着を着けていないのね」

　烏丸が、う、と頭を引いた。

「あ、あれは、なんというか、その場の雰ふん囲い気きに流されて買っちまったけど、やっぱ着けるのは恥ずかしいから封ふう印いんしとく」

「封印なんて、もったいないじゃない。額がく縁ぶちにでも入れて飾っておくのはどう？」

「ああ、いいですねぇ。それで額縁に入った下着を毎日見ながら、いつかあの可愛い下着が似合う女になるんだ！　って誓ちかうんですよう」

「阿あ呆ほか！　誓うか！」

「せっかく買った高い下着を、着けもせず飾りもしないなんて、それはそれでお金を溝に捨てるようなもの。椥辻士長と変わらない」

「一いつ緒しよにすんなよ！」

「そうですよう。少なくともわたしは可愛い下着が似合う女ですよう」

「たしかにアニメキャラの下着は可愛いかもしれない。でも、それを喜んで着けている椥辻士長は可愛くない。むしろ気持ち悪い」

「墨染一士が酷すぎるぅぅ」

「はいはい、下着の比べっこはまたにしてね？　早く着替えて師団長の部屋まで行かなくてはならないんですからね？」

　朱鷺瑚に睨にらまれ、四人は口を閉じ、着替えを再開させようとした。

　そのとき、いきなり部屋のドアが開いた。

「あぁ？」

「すみません、淀屋橋さん、僕の隊服がここに……あ」

　まさにこれ以上ないというタイミングだった。

　全員が私服を脱ぎ終わっていて、そして誰だれもまだ隊服を着ていなかった。予想外の事態に固まってしまった五人を、向山がガン見していた。

「最高のタイミングでドアを開けてしまいましたね、僕」

　という向山の声に、まず烏丸が反応した。

「てめえ、嬉うれしそうな顔で見てるんじゃねえ！　さっさとドアを閉めろ！」

　向山は一歩、二歩と進み出て、後ろ手でドアを閉めた。もちろん、視線は五人に向けたままだ。

「そうじゃねえよ！　おまえが部屋から出てけって話だ！」

「まぁあ、向山君たら、いきなり覗き？　大だい胆たんにもほどがあるわね？」

　下着姿の淀屋橋がドアのほうへ歩み寄ってきた。左の掌てのひらで右の握にぎり拳こぶしを包み、ぱきり、ぽきりと関節を鳴らしながら。顔には薄うすい笑えみが浮うかんでいるのに、こめかみには血管が浮き出ている。はっきりいってとても恐こわかった。

「いえ、覗きとかそういうのではなくて、僕の隊服がここに置いてあってですね」

「だからといって、女子の着替えの最中にいきなりドアを開けていいと思っているの？」

「す、すみません、もう着替え始めたのなら、ドアに鍵が掛かってると思ってまして」

　淀屋橋がゆっくりを首を巡めぐらせる。

「最後に入ってドアに鍵を掛けなかったのは誰かしら？」

「いやいや、朱鷺瑚さん、今までドアに鍵なんか掛けたことないでしょ」

「そ、そうよ。むしろドア開けっ放しで着替えてたくらいじゃない？」

　烏丸と太秦が必死に言い訳をする。

「それもそうね。では、やっぱり悪いのはいきなりドアを開けた向山君よね？」

「着替え終わったら教えて下さいぃ！」

　向山は瞬しゆん間かん移動のような速さで外に出ると、凄すさまじい勢いでドアを閉めた。

「も～～、早さつ速そくカガちゃんが言うところの美お味いしいイベントが発生してしまったわ。困ったものね」

「わたし的には大だい歓かん迎げいでしたですよう。どうせなら下着も脱いでしまえばよかったかもですよう」

「そんなことしたら、声を出せないように脱いだ下着を口に詰つめてからお腹なかにぐうパンチを叩き込みますけど？」

　ぶるぶるぶる。

　椥辻は思い切り腰を引いて首を左右に振ふった。

「まぁ見られてしまったものは仕方がない」

「相変わらず達観してるな、墨染は」

「下着を見られたくらいで何かが減るわけでもなし」

「そうよね。墨染の胸はそれ以上、減りようがないものね」

「太秦曹そう長ちようが最低すぎて、ほんとに泣ける」

　淀屋橋がぱんぱんと手を叩いた。

「はいはい、みんな、早く着替える」

「うえ～い」

　五人は中断していた着替えを再開させた。

　師団長の部屋を訪おとずれるだけなので、戦せん闘とう服ではなく隊服を着ることになる。五人は衣い装しよう戸と棚だなから隊服を引っ張り出してきて着込んでいく。

　隊服の下はスカートだが、この恰かつ好こうで戦闘することはないので、アンスコを穿はくことはない。逆に言えば、どれほど急いでいても、魔妖との戦闘に赴おもむくときは戦闘服に着替える必要がある。私服はもちろんのこと、着ているのが隊服であっても、魔マ技ギが上う手まく使えないからだ。高価な戦闘服だが、魔妖との戦闘以外では役に立たないので──ナイフ一本で切り裂さける──駐ちゆう屯とん地ちに戻ってきた討魔兵は隊服に着替えることになる。

　そうでなくても戦闘服は極ごく薄うすで体のラインがはっきりと出てしまうから、男性隊員には目の毒以外の何ものでもない（一部には目の保養だという者もいた）。戦闘員には女子しかいないが、一いつ般ぱん業務を熟こなす隊員には男性もいるのだから、あまり刺し激げき的な恰好で駐屯地内を闊かつ歩ぽするわけにもいかなかった。とはいえ、中には戦闘服で平然と庶しよ務む部に顔を出す剛ごうの者もいるのだが。

「はい、着替え終わった？」

　と淀屋橋が声をかけると、四人は着替え終しゆう了りようの意を込こめて手を挙げた。
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　隊服に着替えた五人が寮の玄げん関かんから外に出て行くと、向山が十数人の討魔兵──もちろん全員女子──に取り囲まれ、質問攻ぜめに遭あっていた。彼は嫌いやがるふうでもなく、むしろ嬉き々きとして質問に答えている。

「セッちゃん」

「あいよ」

　淀屋橋に促うながされて烏丸が進み出た。

「はいはい、皆みなさん、ごめんなさいよ」

　包囲している女子陣じんを押し退のけ搔かき分けるようにして、烏丸は向山の前に立った。

「ほら、早く来い、向山」

　烏丸は向山の手を取り、包ほう囲い網もうから彼を引っ張り出す。

「何すんだ、烏丸！」

「今いいところなのに」

「おまえは向山のマネージャーか!?」

「曹長になったからって調子に乗ってんじゃねえぞ！」

　怒いかりの形相で烏丸の前に立ち塞ふさがろうとする討魔兵たちの背後から淀屋橋が声をかけた。

「ごめんなさいね、皆さん。わたしたち、師団長のところへ行かないといけないの。もし遅おくれて問い詰められたら、女子寮の前でみんなが向山君を捕つかまえて放してくれなかったって報告しないといけなくなるわ」

　やんわりと淀屋橋に脅おどされ、集まっていた討魔兵たちは舌打ちしながら道を空ける。

「向山君も、遊んでいてはダメよ？」

「いえ、遊んでいたわけではなくて」

「部屋が空いたから早く着き替がえてきて」

「あ、はい、了解しました」

「誰もいないからってクロゼットを開けてわたしたちの下着を手に取ったりしたら、股こ間かんの玉を握り潰つぶしますけど？」

「そそそ、そんなことしませんよ」

「じゃ、早く行って、早く着替えて、早く戻もどってきてね？」

「う。了りよう解かいしました！」

　向山は脱だつ兎との如ごとく寮りようの建物に駆かけ込んでいった。

「あ～、行っちゃった」

「久しぶりに同年代の男子と話せたのに」

「寂さびしい人生だな、おまえ」

「淀屋橋小隊の奴やつらめ、上う手まいことやりやがって」

　五人を遠巻きにした討魔兵たちから、不平、不満の声が湧わき上がったが、淀屋橋は澄すました顔でその場に立って向山が戻ってくるのを待った。

「朱鷺瑚さん、心臓に毛が生えてるよな」

　と烏丸が囁ささやくと、そうね、と太秦が応じた。

「心臓の毛も濃こければ、下の毛も濃いわよね」

「おま……いやまぁ、そうだけど」

　淀屋橋が、ぐりんっと首を巡らせたので、二人は、びくぅっと上体を引いた。

「何か言ったかしら？」

「言ってない、言ってない。全然なんにもこれっぽっちも言ってない」

　二人は思いきり首を左右に振った。

　烏丸と太秦は冷ひや汗あせを流しながら淀屋橋から顔を背そむけると、わざとらしく寮の出入り口に視線を据すえる。

「お、遅おそいな、向山の奴」

「そうね。遅いわね」

「今度はわたしが間ま違ちがえて部屋のドアを開けて向山の着替えを覗のぞいて来ちゃおうかなぁ」

　と椥辻が呟つぶやくと。

「そんなことしたら、カガちゃんの首をねじ切って、サッカーのボール代わりに蹴けり飛ばしてあげますけど？」

　今度は椥辻が、ぶるぶると首を左右に振る番だった。

　やがて、隊服に着替えた向山が、寮の出口から転がるように飛び出してきた。

「お待たせしました！」

「本当ね。これ以上待たされていたら、向山くんの大事なタマを握り潰してしまったかもしれないわね？」

　今度は向山が、股間を手で押さえ、思い切り腰こしの引けた体勢で首を左右に振った。

「さ、行きますよ？」

　六人は淀屋橋を先頭にして足早にその場から離はなれていった。それで集まっていた討魔兵は解散したのだが、何人かはその場に残ったまま、遠ざかっていく淀屋橋小隊六人の背中を忌いま々いましそうに見つめるのだった。
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　ここ、江古田の森駐屯地は、あくまで「駐屯地」であり「基地」ではない。したがって、建てられた建物も鉄筋コンクリート造りの堅けん固ごな物ではない。だいたいがプレハブ造りの簡素な物で、しっかりとした建物が建っているのは、高価な医い療りよう器具の設置が必要な医療棟とうくらいだ。淀屋橋小隊の面々が訪れた幹部用の隊舎も、震しん度ど五強の地震でも来れば損そん壊かいは免まぬかれないのでは？　という、プレハブに毛が生えた程度の代しろ物ものだった。このあいだ泊とまった幹部用の官舎のほうが遥はるかに豪ごう華かだった。

　時刻は十三時五分前。

　師団長との会見の時間は十三時なので、なんとか間に合ったことになる。

　隊舎の前に立つ衛兵──いずれも隊服姿の討魔兵だった──に敬礼をしてから、六人は建物の中に足を踏ふみ入れた。エントランスホールなどという洒しや落れたものはなく、入ってすぐのところに受付所があるだけだ。そこで淀屋橋以下はノートに自分の名前を書き記す。

「こういうところは、いつまで経たってもアナログだよな」

　と烏丸が囁くように言うと、太秦が、そうよね、と応こたえた。

「寮の部屋もカードキーですらなく、未いまだにただの鍵かぎだしね」

「暗証番号入力とか指し紋もん認にん証しようとかのシステムにするのはお金がかかっちゃうから、仕方がないんじゃないですかぁ？」

　ノートに名前を書きながら椥辻がそう言うと。

「あんなに豪華な官舎を作っておきながら、わたしらの部屋の鍵がちんけな金属製って、おかしいだろ」

「え？　チンに毛が生えてるのは当たり前じゃないですかぁ」

「駄だ目めだこいつ。何を話しても下ネタで返してきやがる」

「いっそ清すが々すがしいですよね」

「んなわけあるか。向山、おまえも椥辻を煽あおるようなこと言うんじゃない」

「あ、すみません」

「こら、どうでもいいことを受付の前で話さない」

　淀屋橋に睨にらまれ、椥辻と烏丸と向山は思わず首をすくめた。

「じゃ、行きましょ。師団長がお待ちかねよ？」

　淀屋橋に先導される形で、五人は左右に延びる長い廊ろう下かを右手へと突つき進んでいった。
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　六人が二乃瀬大たい佐さの執しつ務む室の前まで来ると、いつもは開いているドアが閉まっているではないか。そのことに向山を除く五人が面食らう。

（大佐が在室のときは必ず開いているのに）

　その一事だけで何やら不ふ穏おんな気配が漂ただよっている気がして、淀屋橋はゴクリと唾つばを吞のんだ。他ほかの四人も怪け訝げんそうな、あるいは不ふ審しんそうな顔でドアを見つめているが、事情を知らない向山だけは、皆の反応に不思議そうな顔を向けている。

　淀屋橋は恐おそる恐るといった体ていで、ドアに向かって右手を伸のばした。

（緊きん張ちようしてる朱鷺瑚さんってのも珍めずらしいけど、それも当然か。相手は師団長で、常に開け放たれてるドアが閉まってるのは、たしかに尋じん常じようじゃない）

　烏丸はそんなことを思いつつ、淀屋橋の右手がドアをノックするのを見つめ、中からの返事を聞き逃のがさないようにと耳を澄ませた。

「入りたまえ」

　返ってきた二乃瀬の声がいつもとあまり変わっていないことに勇気づけられ、淀屋橋はえい！　とドアを開けた。

「失礼いたします」

　まず淀屋橋が足を踏み入れ、そのあとから五人がぞろぞろと続いた。

　二乃瀬本人は正面の執務机の向こうに座っていた。その背後に第一秘書官の真菅少しよう尉いが立っているのは当然として、もう一人、大佐の執務机の横に折おり畳たたみ椅い子すを広げて座っている人物がいた。

（香芝中ちゆう佐さ！　討とう魔ま庁ちようの本庁庁舎に出向いていた副官殿どのがここにいるということは）

　少し緩ゆるんだ不穏な気配がまた高まってきたような気がして、淀屋橋は緊張を覚える。

　淀屋橋小隊の六人が、二乃瀬の執務机の前で一列横隊になって気をつけの姿勢を取ると、すぐに二人が立ち上がった。

　淀屋橋は二乃瀬と香芝に敬礼を送り、言った。

「淀屋橋小隊、特とく別べつ休きゆう暇かから戻りましたので、休暇のお礼と帰隊の報告のため参上いたしました」

　淀屋橋の背後に並んだ五人も一いつ斉せいに敬礼を送った。相変わらず向山の敬礼は様になっていないが、そこは見み逃のがしてもらうしかない。まさか二乃瀬や香芝がそこをツッコんでくることもないだろう。

（というより、スルーしてください）

　淀屋橋は内心で強く願ったが、香芝の視線が向山にロックオンされているのに気づいてギクリとする。

（でもまぁ、香芝中佐は向山君を初めて見るわけですから無理もないですか）

　淀屋橋たちに敬礼を返した二乃瀬と香芝は、すぐに敬礼を解いた。それで淀屋橋以下も敬礼を解く。

「休暇は楽しめたかな？」

「はい、おかげさまで」

　淀屋橋はいつもの笑えみを浮うかべて応えた。

「久しぶりに命の洗せん濯たくができました。ありがとうございます」

「そうか。それはよかった。なら、これからしばらくは洗濯しなくても大だい丈じよう夫ぶだな？」

　などと二乃瀬が真ま面じ目めな顔で言ってきたので、烏丸や太秦は嫌いやそうに顔を歪ゆがめる。

「さてと。休暇から戻ったばかりで悪いが、早さつ速そく、肝かん心じんの話を始めたい。会議室を取ってあるから、そちらへ移動してもらおうか」

「会議室ですか？」

「少し話が長くなるかもしれない。その間、君たちを立たせたままというのも申し訳ないのでな」

　また烏丸や太秦が顔を顰しかめた。

「そう嫌そうな顔をするな、烏丸、太秦」

「あ、いえ、べつに嫌というわけではありません、ええ」

「べつに君たちを説教しようとか叱しかろうとかぶん殴なぐろうとか、そういうことではないから安心してくれ」

（理由もなく殴られて堪たまるか）

（そう言われて安心できるほど善人じゃないでしょう、二師長は）

　烏丸と太秦は内心で密ひそかにツッコんだ。

「では移動しよう……ああ、いや、その前に」

　体を動かしかけた二乃瀬だが、動きを止め、顔を巡めぐらせ、向山に視線を向けた。

「どうだった、向山春日二士。休暇は楽しかったかね？」

「あ、はい、とても楽しかったです。あんなにたくさんエロ同人誌が売られているなんて、とてもビックリしました」

（おいぃ、余計なことを言うな！）

（口は災わざわいの元ですよう）

　烏丸や椥辻が頻しきりに目で制するが、向山は気づかない。

「椥辻さんに倣ならって僕も何冊か買っちゃいました」

「ほほう。そうなのかね」

（止やめてぇぇ。それ以上、言わないでぇぇ）

　椥辻が内心で悲鳴を上げるが、その悲鳴は向山に届かなかった。

「けど、椥辻さん、あんなに大量に買い込んじゃって、財さい布ふは大丈夫だったのかなぁ」

　椥辻は蒼そう白はくな顔に脂あぶら汗あせを浮かべ、体を小刻みに震ふるわせている。

（可哀かわい相そうに）

（まぁ椥辻の場合、自業自得だから）

　烏丸と太秦は目配せして頷うなずき合った。

「椥辻士長」

「はひいっ」

　二乃瀬に睨まれ、椥辻は震え上がった。

「合法的に売られている物なら、君がどこで何をどれだけ買おうと君の自由だが、お金は計画的に使ったほうがいいぞ？」

「ももももちろんですぅ。わかっていますぅ。全力でわかっていますぅ」

「なら、いい。では移動しよう」

　視線を和やわらげると、二乃瀬は机のこちら側にやって来た。

「ついてきたまえ」

「了りよう解かいです」

「香芝もよろしく」

「はい、大佐」

　二乃瀬は淀屋橋小隊と香芝中佐を先導する恰かつ好こうで自室を出て、押さえてある会議室へと向かった。最後に部屋を出た真菅は、ドアを閉め、鍵を掛かけ、ドアの表示を「在室」から「不在」へと変へん更こうした。




　　　９




　それほど大きくない会議室の中央に置かれた長テーブルを挟はさんで、片側に淀屋橋小隊の六人が、その反対側に二乃瀬大佐と香芝中佐、そして真菅秘書官が座った。

　真菅少尉はノートパソコンをテーブルの上に置いているから、議事録を取るのが彼女の役目なのだろう。ＩＣレコーダーで録音しないのは、音として残しておくのは不ま味ずい話も出るということだと淀屋橋は推測する。

　案の定、二乃瀬は冒ぼう頭とうで淀屋橋たちに向かってこんなことを言ってきた。

「真菅少尉が議事録を作成するが、そこには都合のいいことしか記き載さいされない。言い換かえると、都合の悪い話はオフレコということだ。安心してくれていい」

（議事録に残らないほうが恐こわいんですけどっ！）

　内心で思わずツッコんでしまう烏丸だった。

　向山以外の四人も多かれ少なかれ二乃瀬の言葉に不審を抱いだいたらしく、疑念の籠こもった目で、そっと彼女の様子を窺うかがうのだった。そんな五人の様子に気づかない大佐ではないだろうに、彼女は素知らぬ顔で話を始めた。

「向山春日の第二師団への入団と淀屋橋小隊への配属は、香芝中佐が上う手まく本庁を騙だまして……いや、丸め込んで、いや……この場合はなんと言うべきかな、真菅少尉」

（おいぃ、本音を漏もらすにも程ほどがあるだろ！）

　内心でツッコむ烏丸だが。

（この辺は沢良宜中佐と同じだな。わざと言ってるのかもしれない。偉えらい人は誰だれも彼もが一ひと筋すじ縄なわじゃいかない難物ばかりだ）

　と思い直した。

　キーを叩たたく手を止めた真菅は、大佐のほうに顔を向けて応こたえた。

「香芝中佐が本庁と折せつ衝しようした結果、向山春日の入団と、彼の淀屋橋小隊への配属が認められた……とするのが妥だ当とうなのではないかと思います」

「では、そう書いておいてくれ」

「承知しました」

　真菅はまたキーを叩き始めた。

「というわけで、対外的な問題はあらかた解消した。もっとも、第一師団や第三師団への対策が厄やつ介かいと言えば厄介なのだが、それはおいておく。となると、残った問題は」

　二乃瀬はそこで言葉を切り、意味ありげな顔で向山を見やった。

「向山二士、君の居室をどうするかということだ」

　二乃瀬大たい佐さの言葉に、淀屋橋は思わず反応してしまった。

「二乃瀬大佐、よろしいでしょうか」

「なんだ、淀屋橋中ちゆう尉い？」

「まさか向山二士を、女子寮りようのわたしたちの部屋に入れるとか、そういうお話ではありませんよね」

「ん？　べつにあそこは女子寮じゃないぞ。師団規則にだって、一言も女子寮だとは書かれていない」

「ええぇぇえ!?」

　淀屋橋だけでなく、烏丸や太秦、椥辻も驚きよう愕がくに顔を歪めている。

「あそこは討魔兵の寮だ。今まで討魔兵には女子しかいなかったから、結果として女子しか入っていないだけでな」

「んな馬ば鹿かな」

　と思わず呟つぶやいてしまった烏丸は、慌あわてて自分の口を右手で塞ふさいだ。

「ですが、男子用トイレはありませんが」

　と淀屋橋が半ば抗こう議ぎの意を込こめて訊きくと。

「女子用なら男子も用を足せるだろう？　その逆は難しいがね。はっはっはっ、わたしも昔、挑ちよう戦せんしたことがあるが、上手くできなかった」

　淀屋橋以下、烏丸、太秦、椥辻、墨染は呆あきれたような驚おどろいたような顔を大佐に向けたが、一人、向山だけは感心しきりだった。

「それはさておき。あの寮は『女子しか暮らしていない寮』であって、『女子寮』というわけではないんだ」

（なんという屁へ理り屈くつ）

　淀屋橋は珍めずらしく顔を顰しかめている。

「だから向山君を入れても問題ないと仰おつしやるのですか？」

「いや、問題はある。外部的な問題がな。それさえ無視できるなら、向山春日を君たちの部屋に押し込むのは面おも白しろい……いや、楽しい……この場合はなんと言えばいいだろうか、真菅少尉」

（おいぃ！　本音を漏らすのも大たい概がいにしやがれ！）

　烏丸は内心で盛せい大だいにツッコんだ。

　キーを叩く手を止めた真菅は、しれっとした顔で応える。

「向山春日を淀屋橋小隊と同室にするのが、あらゆる面で都合がよい、とでもしておけば如何いかがでしょうか」

「よし、それで行こう」

「すみません、二乃瀬大佐、どういうところが都合がよいのでしょうか？」

　と淀屋橋が訊くと、二乃瀬は作ったような真面目な顔になって応えた。

「君たちと向山二士が過ごす時間が長ければ、より相そう互ご理解が深まるだろう？　相互理解が深まれば、彼の魔ア技シ補ス助トの効率がさらに上がるかもしれない」

「本気でそんなことをお考えになっています？」

「可能性の問題だがね。わたしは、彼の魔ア技シ補ス助トが君たちには効いたのに他ほかの団員に効かなかった理由は、発見されて以来、彼がいちばん君たちとの接せつ触しよく時間が長かったからではないかと疑っている」

「えぇえっ!?」

　二乃瀬大佐の指し摘てきに、淀屋橋は目を見開いた。むろん烏丸や太秦、椥辻も同様だ。あまり表情を変えない墨染ですら驚きを露あらわにしているから、誰一人その可能性を考えていなかったのは明らかだ。

「その辺も含ふくめて、向山二士に関しては、いろいろ確かめたいんだよ。いや、向山二士を含む君たち淀屋橋小隊に関して、と言うべきかな」

「そんなことを言われましても」

　淀屋橋は困こん惑わくの表情を浮うかべて固まってしまう。

（だよな。そんな理由で男と同じ部屋に押し込められたら困るってぇの。それに）

　烏丸は俯うつむき加か減げんになったまま、視線だけを二乃瀬に向ける。

（本当に効率の問題だけかな。師団長、もっと別のことを考えていないか？）

　二乃瀬の言うことを頭から信じるのは危ないと、そんな警報が烏丸の脳内で鳴った。

「そのためには君たちが四し六ろく時じ中ちゆう一いつ緒しよにいてくれると話が早いわけだ。ただ、それをすると外部的な問題が生じる虞おそれがある」

「あの、それは具体的にはどんなものでしょうか？」

「女子しかいない寮に男子が一人。しかも、女子五人と同室。そんな状じよう況きようは、マスコミにとって実に美お味いしいネタだと思わないか？」

「あ、たしかに」

「下世話な話が大好きなマスコミに食いつかれてゴシップ記事でも仕立てられたら困る。それに、彼の存在はできるだけ公おおやけにはしたくない。まぁ、本庁へ正式に話を持っていったから、いずれはマスコミにも知られるだろうがね。それはできるだけ先にしたいんだよ」

　それはわかります、という意を込めて、淀屋橋は頷いた。

「というわけで、向山二士を女子しかいない寮に入れるのは断念した」

　淀屋橋以下の五人がほっと安あん堵どの息を吐はく一方、向山は少し残念そうな顔になる。

「とはいえ、彼一人だけをどこかに棲すまわせるというわけにもいかない。それでは、いざ出しゆつ撃げきというときに後れを取る虞がある。それに、君たちと別々に過ごす時間が長くては、魔ア技シ補ス助トの効率がより上がるのか否いなかという命題に答えを出せないからな」

　淀屋橋は再び不ふ穏おんな空気を感じ取って怖おぞ気けを震う。

（つまり二乃瀬大佐は、あくまでわたしたちと向山君を……）

　そんな彼女の想像を裏付けるように、二乃瀬はきっぱりと言った。

「そこで君たちに寮を出てもらって、こちらが用意する官舎で向山二士と一緒に過ごしてもらおうと思っているんだ」

（やっぱりそう来ましたかっ）

　淀屋橋は内心で悲鳴を上げる。

（マジかよ）

（なんでわたしたちが、そんな実験動物みたいな扱あつかいを）

　烏丸と太秦も、嫌いやそうに眉まゆを顰ひそめてそんなことを思った。

　けれど椥辻は。

（これで美味しいイベントの発生は約束されたようなものですよう）

　俯いたまま机の下で右の拳こぶしを握にぎりしめていた。

（お風ふ呂ろやトイレに入るときは鍵かぎを掛かけないでおきますよう）

　椥辻が邪じや悪あくな笑えみを浮かべたことに、隣となりに座っていた墨染が気づいた。

（これは……嵐あらしの予感。おもに烏丸曹そう長ちようと椥辻士長の諍いさかいが、だけど）

　墨染は、向山と同居する件に関しては中立の立場だった。その問題に関しては、淀屋橋、烏丸、太秦が反対派で、椥辻が積極的な賛成派、墨染が中立派という色分けになった。そして当の本人、向山春日は諸もろ手てを挙げて大だい歓かん迎げいという姿勢である。

　しかし、いくら淀屋橋や烏丸、太秦が反対しても、この案件がひっくり返ることはない。洒しや落れや冗じよう談だんで師団長がこんなことを言い出すはずがないし、淀屋橋たちに二乃瀬の指示を拒きよ否ひする権利もない。

「それは、先日のあの官舎で、というお話ですか」

　淀屋橋が半ば諦あきらめの顔でそう訊くと、二乃瀬は、いや、と言って首を横に振ふった。

「あの官舎は討魔将クラスの高官のための物だ。いくら向山二士が貴重品……貴重な人間だといっても、あそこで暮らさせるわけにはいかないのさ。このあいだは、一日、二日に限っての、言わば期間限定特別大サービスだったのさ」

「ということは」

「もう少し小さいサイズの官舎があるから、そこに移ってもらおう。二階建て三ＬＤＫで、トイレは上下階にあるから問題ないだろう？　緊きん急きゆう出撃のときは集合場所まで少し遠くなるが、そこは我が慢まんしてもらうしかない」

　それまで黙だまって話を聞いていた香芝中ちゆう佐さが口を挟はさんできた。

「戦せん闘とう服を始めとする戦闘用の備品は官舎のほうへ運び入れる。いちいち更こう衣い室へ寄らないで済む分、むしろ、これまでよりも早く出撃の準備ができるだろう」

（着き替がえイベント来たぁ！　春日の着替え中に間ま違ちがえて春日の部屋に突とつ撃げき！）

　どこが間違えたんだという話だが、椥辻はその瞬しゆん間かんを想像して、ぐふぐふと笑った。すると、端はしにいた淀屋橋が上体を左へ回し、囁ささやくような声で椥辻に語りかけてきた。

「椥辻士長が何を考えているか知りませんけど、おかしな真ま似ねをしたら首をねじ切りますからね？」

　何を考えているか知らないと言いながら、椥辻が何を考えているかなどお見通しというような淀屋橋の物言いだった。

　かくかくかく。

　椥辻は、無言で首を縦に振るしかなかった。

「ああ、言っておくがね」

　椥辻と淀屋橋のやり取りを面白そうに見ていた二乃瀬が言った。

「その官舎に住むのは君たち淀屋橋小隊だけではない。監かん察さつ部の忍おし海み少しよう尉いも一緒だ」

「あ……で、ですか」

　それなら椥辻が何かよからぬことをしようとしても抑よく止し力りよくになってくれると、少し安心する淀屋橋だった。

　一方、椥辻は悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむ。

（あの人がいたら、美味しいイベントの発生確率が下がってしまいますよう）

　そして肝かん心じんの向山はと言えば、自身が議論の対象になっているにも拘かかわらず、楽しそうに笑っているだけだった。

（はぁ。前ぜん途と多難の予感ね）

　太秦はため息を吐つき。

（なんでこんな面めん倒どうくさいことに）

　烏丸は天を仰あおいで嘆たん息そくし。

（少し面白くなってきました。いろんな面で）

　意外にも墨染は、今後の展開に少しばかり期待していた。
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　その後に官舎で毎日を過ごすことに関して真菅少尉から細こま々ごまとした注意事じ項こうが説明されたが、淀屋橋と太秦以外の者には馬ば耳じ東とう風ふうといった有様だった。

　最後に二乃瀬から重大発表があった。それは淀屋橋小隊の今後を左右しかねないものだったから、さすがの烏丸や椥辻も敏びん感かんに反応した。

　二乃瀬の重大発表とは、

「今後、君たち淀屋橋小隊は、大泊少しよう佐さの指揮下に入ってもらう」

　というものだった。

「えぇえぇぇ!?」

　向山以外の五人が驚きよう愕がくに目を見開き、顔を歪ゆがめた。

「ど、どういうことでしょうか？」

　と訊きく淀屋橋の声が少し震ふるえている。

　何事にも動じない彼女が、こんなふうに狼狽うろたえたような表情を見せるのは珍しい。

「どういうこともこういうことも」

　二乃瀬は、にやりと笑って応こたえた。

「向山二士の魔ア技シ補ス助トを得て調子に乗った君たちを野放しにしておいたら、どんな無茶や無む謀ぼうをするかわからないだろう？　だからお目付役を用意したということさ」

「いえ、ですが、二乃瀬大佐」

　淀屋橋の抗こう議ぎの声は弱々しい。

「通常時から小隊が別の小隊の指揮下に入るような例はなかったかと思うのですが」

「通常時ならな。しかし、向山二士の存在がすでに通常ではない。これは非常時の特例という扱いになるのだ。ということで淀屋橋中ちゆう尉い、君の小隊は、大泊少佐が率いる特別戦時中隊に所属することになる。わかったかね？」

（うぅぅ、あまりわかりたくはありませんが）

「了りよう解かいしました」

　淀屋橋は二乃瀬に向かって敬礼することしかできなかった。

「下へ手たを打って、あるいは先走って、大泊少佐の勘かん気きに触ふれないようにな。君たちが全ぜん裸ら一万メートル走や全裸サンバカーニバルを命じられても、わたしは止めはしないからな？　むしろ喜んで見学に行くからな？」

（ひいぃぃい～～）

　五人は内心で悲鳴を上げた。

「き、気をつけます！」

「言っておくが」

　そこで言葉を切った二乃瀬は、にやりと笑って言葉を継ついだ。

「全裸一万メートル走や全裸サンバカーニバルを命じられたときは、向山二士、君も有う無むを言わさず参加だからな？」

「えっっ!?」

　それまでにこにこと笑っているだけだった向山の顔に、初めて驚おどろきの色が浮うかんだ。

「ま、マジですか？」

「マジマジだ」

「それは……嬉うれしいような困ったような」

「嬉しくねえよ！　これっぽっちも嬉しくはねえよ！」
















「あんたのせいで懲ちよう罰ばつを食らったら、全裸走の前にあんたを殺すからね。全身をナイフで滅めつ多た刺ざしにした挙げ句、大事なところを切り取って殺すわ」

「わぁお。その役目、ぜひ椥辻にお命じくださいぃっ！」

　烏丸と太秦に睨にらまれ凄すごまれ、嬉き々きとして椥辻が参戦してきたので、さすがの向山も震え上がった。

「きっ、気をつけます！　烏丸曹長や椥辻士長が暴走しそうになったら、僕が命を懸かけて止めますのでご安心くださいっ！」

「巫ふ山ざ戯けんな！　椥辻ならともかく、あたしは暴走なんかしねえよ！」

「烏丸曹長が酷ひどいですよう」

「え？　烏丸曹長が暴走しなかったことなんて今までにあったかしら？」

「朱鷺……淀屋橋小隊長のほうが酷い！」

　会議室内が騒さわがしくなり、収しゆう拾しゆうがつかなくなってきたところで、香芝中佐が一いつ喝かつした。

「うるさいぞ、黙れ！」

　たちまち場が鎮しずまった。

「師団長も、連中を煽あおるような言動は控ひかえてください」

「ん、いや、煽ったわけでなく、忠告をしただけだが」

「それが煽っていると」

　香芝は小さなため息を吐ついたが、すぐに気を取り直して顔を上げ、淀屋橋小隊の六人を見回した。

「とにかく。これはもう決定事項だ。君たちは命じられたことを粛しゆく々しゆくと熟こなせばいい。それだけだ。わかったな？」

「了解しました、香芝中佐」

　びしりと背筋を伸のばして二乃瀬に向かって敬礼を送る淀屋橋だったが、その心中は複雑なものだった。

（大泊少佐の指揮下に入るのはメリットもあればデメリットもあるわね。どちらのほうが大きいかしら。デメリットといえば、向山君との共同生活、果たしてどうなることやら）

　淀屋橋は自分たちの行く末の困難さを思い、内心でため息を吐ついたのだが、そんな彼女の思おも惑わくなどお構いなしで、二乃瀬は話を締しめ括くくりにかかった。

「わたしから申し渡わたすことは以上だ。正式な命令書の発行は明日になるが、少佐には今日中に話を通しておく。君たちは明日、大泊少佐の下もとへ出向くように」

「淀屋橋小隊小隊長、淀屋橋朱鷺瑚、了解しました」

「よし。では、これから真菅が君たちを新しい愛の巣へ案内する」

「愛の巣って！」

「言い方！」

　烏丸や太秦は二乃瀬に向かって思わずツッコんでしまい、慌あわてて右手で口を押さえた。

　二乃瀬は機き嫌げんを損そこねることなく、楽しそうに笑っている。

「誰だれと誰が愛をはぐくむのかは知らんが、まぁ、みんな仲良くやってくれ。そして魔妖との戦いに、存分に力を発揮してくれ」

　そう言って二乃瀬が真菅を見やると、すかさず彼女が進み出てきた。

「では、案内いたします。淀屋橋小隊の六人はこちらへ」
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　淀屋橋小隊の六人が真菅少尉に案内されたのは、官舎が建ち並んでいる一角だった。

「このあいだ使った豪ごう華かな官舎があれだな」

　と烏丸が指すと、椥辻が別方向を指さした。

「わたしたちが行くのは、どうやらあちらのようですねぇ」

　そちらにあったのは二階建てのテラスハウスで、一戸が上下階に跨またがっているメゾネットタイプの住居だった。一棟むねに四戸が入っており、道路沿いに三棟が左右に連なって建っていた。

　いちばん左の棟に四つ並んだドアの右から三番目の前、ポーチ部分に忍海少尉がいた。

「淀屋橋小隊の皆みなさん、お待ちしていました」

「あ、お久しぶりです、忍海少尉」

「久しぶりというほどでもないと思いますが、淀屋橋中尉」

「では、忍海少尉、あとのことはよろしくお願いします」

「了解しました、真菅少尉」

　真菅は淀屋橋たちを忍海に引き渡すと、さっさと引き返していってしまった。

「このテラスハウスの一〇三号室が、今日からあなた方の住居です。まぁ、あなた方というか、わたしもなんですが」

「あ、そうですか。よろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしくお願いします。目め障ざわりだとは思いますが、基本、わたしのことは無視してくださってかまいませんので」

「いえ、目障りというわけでは」

「他ほかの皆さんも、よろしくお願いします」

　と忍海が五人に向かって頭を下げてきたので、烏丸、太秦、椥辻、墨染、そして向山も答礼した。

「よろしくおねがいしやっす」

「よろしくお願いします」

「よろしくですぅ」

「よろしくお願いします」

「よろしくお願いします、忍海少しよう尉い」

「では、早さつ速そく、荷物の運び込みを済ませてしまいましょう。手配したトラックが寮りようのほうに行ってますので、まずは部屋の私物を運び出してトラックに積み、こちらへ持ってきて運び入れる……と、その前に部屋割りを決めておかなくてはなりませんね。中は３ＬＤＫですので、淀屋橋中尉、椥辻士長、わたしが同室、烏丸曹そう長ちようと太秦曹長、墨染一士が同室、残りの部屋に向山二士。ちなみに部屋は七畳じようほどの洋室が二つに六畳の和室が一つですので、和室に向山二士。それでどうでしょう？」

「あ、えぇと、はい、それで」

「いいわよね？」

　振ふり返った淀屋橋が五人に同意を求めると、みな、頷うなずいた。

「では、まずは寮へ戻もどって荷物の移動を始めましょう」

　忍海少尉の指揮の下もと、淀屋橋小隊の五人は──向山には私物がない──荷物の運び出しと運び入れという任務に取りかかるのだった。
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　運び入れた荷物の整理整せい頓とんを終えて一服すると、もう午後の五時近くになっていた。

「えぇと、忍海少尉」

「なんでしょう、淀屋橋中尉？」

「晩ご飯はどうするのですか？　というか、これから毎日の食事は？」

「食事に関してはこれまでどおり食堂へ食べに行きます。自じ炊すいする必要はありませんのでご安心ください」

　という忍海の言葉に、淀屋橋以下、料理が苦手な五人は安あん堵どの息を吐はいた。

「では、夕食を食べに食堂へ行きましょう。片付けの続きは食後、戻ってきてからということで。コーヒーカップなどは、台所へ運んでおいてくれればいいです」

「了解です」

　ダイニングテーブルに陣じん取どっていた六人が腰こしを浮かせた。

　ちなみに、この住戸も先だっての官舎同様、二階にリビングダイニングがあった。

　玄げん関かんで靴くつを履はいているとき、淀屋橋は気になっていることを忍海に訊きいてみた。

「ところで忍海少尉」

「なんでしょうか、淀屋橋中尉」

「両隣にはどなたがお住まいに？」

「左隣、外から見れば右隣になりますが、監かん察さつの部隊が入ることになりました。右隣の角部屋は大泊少佐のお住まいです」

「マジでぇえ!?」

　烏丸や太秦、椥辻が悲鳴のような声を上げる。

「世界最高の危険地帯じゃねえか、ここ」

「廃区の中にテントを張ったほうが、まだ安心できるわよね」

「やばいですよう。夜中に烏丸曹長が暴れたりしたら、翌朝、罰ばつとして全裸ラジオ体操をやるハメにぃ」

「あたしじゃねえよ。罰を受けるとしたら、その原因はお前以外にはないだろ！」

「大だい丈じよう夫ぶですよう。エロ同人誌はちゃんと隠かくしておきますし、エロゲーをやるときには、ちゃんとヘッドフォンしますからねぇ。まったく問題はないですよう」

「問題しかないの間ま違ちがいだろ」

　などと、三人が声を抑おさえて言い合っていると。

「大泊少しよう佐さは指揮所の控え室に寝ね泊とまりすることが多いらしく、あまりこちらには帰ってこないようですから、大丈夫だと思いますよ」

「いやいや、少しも安心できないと思うけど」

「当然、大泊少佐はわたしたちが隣に越こしてくるのを知っているのよね。菓か子し折おりでも持って転居の挨あい拶さつに行ったほうがいいのかしら」

「それ、藪やぶ蛇へびにならないか、朱鷺瑚さん」

「ま、まぁ、大泊少佐対策はあとで考えましょう」

　という淀屋橋の声には珍めずらしく動どう揺ようが感じられた。

　というより、大泊少佐のことをほとんど何も知らない向山以外は誰もが動揺し、むしろ恐きよう慌こうを来きたしていた。あまり表情を変えない墨染までも、これは厄やつ介かいなことになりましたと呟つぶやくように言っているのが印象的だ。

「ですね。食事に遅おくれたくはありません。とりあえず食堂へ行きましょう」

　という忍海の声に、六人は顔に不安そうな色を浮うかべたまま新しい住戸の玄関から外に出て、食堂へと向かうのだった。
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　食事を終えて新居に戻った淀屋橋小隊の六人は、リビングに積まれたままの荷物を自分の部屋に運び入れた。烏丸、太秦、墨染の部屋も、淀屋橋、椥辻、忍海の部屋も、床ゆかがフローリングの洋室だったが、ベッドはなく、人数分の布ふ団とんが部屋の隅すみに積まれているだけだった。

「寝ね袋ぶくろで床に寝なくて済んで助かったわ」

　荷物を整理しながら烏丸がそんな軽口を叩たたくと、太秦が応じた。

「住居に関しては、寮の部屋が広くなったと思えば大した問題ではないけどね」

「問題は大泊少佐の指揮下に入るということ」

　墨染がそう言うと、烏丸が、だよな、と難しい顔で頷く。

「入るのが、というか、どんな任務を与あたえられるかってことが大問題だな」

「明日になれば嫌いやでもわかる」

「あんまりわかりたくはないなぁ」

「ま、今日はやることもないし、片付けが終わったら、さっさと着き替がえて、さっさと寝るのがいいんじゃない？」

「そう……だな。着替えて、歯を磨みがいて、寝るか」
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　烏丸も太秦も墨染も。

　淀屋橋も椥辻も。

　明日からの自分たちがどうなるのかという一いち抹まつの不安を抱かかえながら布団に潜もぐり込んだ。

　不安よりも期待が大きかったのは、ただ一人、向山だけだった。

　そして夜が明けた。

　新しい一日が始まる。

　淀屋橋小隊の六人にとって、今まで経験したことのない新たな日々の始まりであった。
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「はぁい、トキーコ、久しぶりぶり、タイ、サンマ」

　戦せん闘とう服に身を包んだ武む庫こ川がわが、素すっ頓とん狂きような声で淀よど屋や橋ばしを呼んだ。

　戦闘服は極ごく薄うすで体のラインがはっきりと出るから、武庫川中ちゆう尉いの、ボン、キュッ、ボンっぷりは、見る者をたじろがせるほどの迫はく力りよくだった。

「出たよ、武庫川琴座ライラ中尉」

　早くも気け圧おされ気味に烏からす丸まがそう言うと、太秦うずまさも真しん剣けんな顔で頷いた。

「朱と鷺き瑚こさんをも凌しのぐ超ちよう巨きよ乳にゆうハーフ」

「本当に大きいですね。大きいなんていう単語が陳ちん腐ぷに思えるほどの大きさだ」

「向こう山やま、おまえ、あからさまに目を輝かがやかすなよ」

　武庫川中尉と淀屋橋中尉が挨拶を交かわすのを横目に、太秦がため息交じりに言った。

「なんでアメリカの人って、あんなに大きくなるのかしらね。食べてるものが違ちがうの？」

「知るか」

「そうですよう、そんな食べ物があったら、烏丸曹そう長ちようは毎日それを食べてますよう」
















「おまえもな！」

「おっぱい一つで墨すみ染ぞめくらいありそうよね」

「そこまではない。太秦曹長が酷ひどすぎて泣けてくる」

「しかし、武庫川中尉の隊が一いつ緒しよとはなぁ」




　昨日、大おお泊どまり少しよう佐さの下もとを訪おとずれた淀屋橋たちは、そこで臨時に編成される特別中隊の構成を聞かされていた。「特別戦時中隊」──通つう称しようを特戦隊と言うらしい──所属となるのは、淀屋橋小隊と武庫川小隊、貴き船ぶね小隊である。この三個小隊十六名に、大泊小隊十名を加えた二十六名で特別戦時中隊は構成されることになっていた。

　指揮官は、当然のことながら大泊少佐で、副官は大泊小隊の藤ふじ阪さか中尉。

　淀屋橋、武庫川、貴船の三人は中尉だから同格だが、先任である分、序列的には貴船が上だ。武庫川琴座はこの特別中隊に配属されるのと同時に中尉に昇しよう任にんしていた。淀屋橋が中尉に昇任したから、彼女とのバランスを取った人事なのだろう。

　ちなみに、戦女三師団トリスケリオンでは、警察官や自衛官などと違って昇任のための筆記試験というものはない。昇任に必要なものは、魔ま妖ようとの戦闘に於おける経験と実績である。

　その意味では武庫川小隊を率いる武庫川琴座に不足はなかった。以前から、いずれ近いうちに昇任するだろうと言われていたから、今回の措そ置ちで少し早まっただけという評価が衆目の一いつ致ちするところだった。

　武庫川琴座は父を日本人、母をアメリカ人に持つハーフで、身長は百八十ほどもあり、アメリカのジュニアハイスクールではバスケットボールクラブのエースとして活かつ躍やくしていたという。子供の頃ころ、日本で暮らしていたそうで日本語は過不足なく──もっとも、多少イントネーションは怪あやしいが──話せる。

　身長が日本人離ばなれしている武庫川中尉だが、もっと日本人離れしているのは、そのバストサイズだった。淀屋橋は胸の大きさ、形状、弾だん力りよくに於いて第二師団でも一、二を争うという評価を受けているが、淀屋橋と真っ向勝負できるのは武庫川だけというのも、師団内の一致した意見だった。

　以前、部隊チーム同士の親しん睦ぼく会でバスケットボールの試合をしたとき、揺ゆれ弾はずむ武庫川の胸を見やった烏丸が思わず本音を漏もらしたことがある。

「あんな大きな物をぶら下げて、よくバスケなんかできるな。周りの連中はだいたいソフトボールかテニスボールなのに、朱鷺瑚さんはサッカーボールで武庫川少尉はバスケットボールだもんな。邪じや魔まにならないのかな」

　そのとき同じチームだった三み山やま木きが応こたえてきた。

「重くて邪魔になりそうだが、持たざる者にはわからない悩なやみだな」

「そうっすね」

「とくにおまえみたいなピンポン球には永遠にわからないよな」

「はぁ？　パチンコ玉がなに言ってんすか!?」

　結局、烏丸と三山木が殴なぐり合いの大おお喧げん嘩かを始めて親善試合は中断してしまったのだが、それはさておき。




（二つのサッカーボールと二つのバスケットボールを胸に仕込んだ巨乳ツートップが揃そろい踏ぶみって、まさか大泊少佐、朱鷺瑚さんと武庫川中尉を脱ぬがすつもりで集めたんじゃ）

　と、そんな邪じや推すいをしてしまう烏丸だった。
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　特別戦時中隊の戦術目標は「廃はい区く内の元練ねり馬ま区役所まで進出し、そこに物資を運び入れ、建物を補強し、さらに先へ進しん攻こうするための拠きよ点てんとして整備する」というものだった。

　大泊小隊は三人のロボ娘こを擁ようしている。彼女たちが人間では運べないような大量の物資を運んでいくのだ。

　巨きよ大だいな木箱を何段も重ねて背負しよい子こ（と呼ばれている金属製フレーム）に括くくりつけると、その高さは三メートルにも四メートルにもなる。重量だって軽く百キロを超こえているはずだが、パワーアシスト機能付き外骨格を纏まとったロボ娘は、平然とそれを背負っていた。

「特戦中隊、整列！」

　郡こう津づ少しよう尉いのかけ声に、淀屋橋小隊、武庫川小隊、貴船小隊、大泊小隊が整列した。

　大泊小隊だけは十名編成だが、中隊指揮官の大泊と副官の藤阪、そして郡津少尉が列から外れているので、並んでいるのは七名──そのうち三名がロボ娘──だった。

　二十三名の前に小こ柄がらな大泊少佐が進み出てきた。

「鬼おにの大泊」とか「脱がせの眠ねむり姫ひめ」などと恐おそれられる戦闘指揮官だが、見た目はとても可愛かわいらしい。そして、いつも眠そうな顔をしている。

　実際、眠いらしい。一日二十五時間寝ねていたい、というのが大泊少佐の切なる願望だそうだ。

「一日は二十四時間しかありません」

　と副官の藤阪がツッコむと。

「じゃあ、二十四時間で妥だ協きようするよ。少し寝ていい？」

　などと宣のたまう眠たがり屋、それが大泊少佐だった。

　ただ、その見た目に反して大泊の戦績は素す晴ばらしく、新人の頃から数多あまたの魔妖を屠ほふってきていた。小隊を、あるいは複数の部隊を率いての部隊指揮官としても優ゆう秀しゆうで、第二師団の対魔妖戦闘における勝利の多くは、彼女の指揮によるものだった。

　そんな大泊が指揮する中隊に抜ばつ擢てきされたのだから、選ばれた部隊からすれば光栄な話のはずだが、喜ぶ者は誰だれもいなかった。その理由は、彼女が厳しい戦闘指揮官であることと、すぐに部下を脱がせたがることにあった。ペナルティーを拒きよ否ひしようものなら、大泊自ら部下を脱がせにかかるから始末に負えなかった。

　もっと始末に負えないのは、ときどき戦闘中に居眠りを始めることだったが、そちらは副官の藤阪が蹴けったり殴ったりして起こしてくれるので、今のところ被ひ害がいは出ていない。おかげで藤阪はこれまでに何度脱がされたかわからなかったが、それでも彼女は指揮官を起こす手を緩ゆるめることはなかった。

　副官の鑑かがみとか不ふ撓とう不ふ屈くつの副長などと呼ばれ、周囲から一身に尊敬を集めているのが藤阪中尉なのである。彼女のことを影かげの部隊長などと言う者までいるほどだ。

　もっとも、副官の鑑である藤阪も、配下の小隊の隊員がペナルティーを食らって脱がされるのまでは止めてくれないので、大泊麾き下かの小隊員はいつも戦せん々せん恐きよう々きようである。

　そんな眠たがりで脱がせたがりの「居眠り爆撃姫スリーピングボマー」が前に立ったので、三個小隊十六名は緊きん張ちようを露あらわにして気をつけの姿勢を取った。

　二十六名もの討とう魔ま兵が、極薄の戦闘服に身を包み、多機能型ヘッドセットマルチネコミミを頭部に着けて勢せい揃ぞろいしている様は、なかなか壮そう観かんだった。もっとも、そのうちの一人は向山なので、彼だけは少し「壮観」の意味合いが違っていたかもしれない。

「あ～～、いいよいいよ、楽にして」

　という大泊の言葉に、全員が休めの姿勢になった。

「でも、寝たらダメだからね？」

（寝るか！）

（あんたじゃあるまいし）

　何人かの隊員は、口から出かかったツッコミの言葉をかろうじて吞のみ込んだ。

「え～、二に乃の瀬せ大たい佐さからの命令で新たな作戦を実行します。作戦内容はもう知っていると思うから詳しよう細さいは省くけど、要は元の練馬区役所まで行って、そこを拠点として確保、整備すること。最近、魔妖の発生と活動が活発化しているので、注意しようね。まぁ、たいていの魔妖は淀屋橋小隊がなんとかしてくれると思うけどね」

　そんな大泊の言葉に、他ほかの小隊員の視線が一いつ斉せいに淀屋橋小隊に向けられた。淀屋橋小隊にというか、淀屋橋小隊に配属された向山春日かすがに、だ。

（あれ？　僕、注目されている？　まぁ無理もないかもね）

　本ほん邦ぽう初の男子討魔兵という特とく殊しゆ性せいと、その能力の特異さ故ゆえに、今や向山は第二師団中の注目の的なのだ。

　向山は期待を重圧に感じることはなかった。何しろ自分でも自分の能力をしっかり把は握あくしていないのだ。直感的に、これはできると思うことはあるが、理論的な裏付けはない。魔ア技シ補ス助トにしても、できることを知っているだけで、できる理由も、できる理り屈くつも、わからないままだった。

（その辺を少しでも解明したくて、二乃瀬大佐は僕を淀屋橋さんの部隊に組み込み、共に行動させているんだろうけど）

　とりあえず向山は、このあいだ出で会くわした魔妖程度なら──あの巨大な肉のサイコロも含ふくめて──淀屋橋小隊の面々と自分とで撃げき破はできるだろうということはわかっていた。だから廃区の奥まで出張っていく任務でも気後れすることはない。

（でも、あまりハードルを上げられると反動が恐こわいなぁ）

　できなくても当然で、できれば儲もうけもの。そんな状じよう況きようが、向山ならできて当たり前となってしまったときに問題が生じる。

　期待が裏切られたとき、人は失望を覚えるものだ。もしかすると、裏切られたと思うかもしれない。

　作戦遂すい行こう中に討魔兵が失われたりすれば、その責は任務を命じた二乃瀬大佐でもなく、作戦を指揮した大泊少佐にでもなく、できるはずのことができなかった向山に帰せられるかもしれない。最悪の場合、直接には責任のない淀屋橋小隊の五人にも向けられることになる。向山は、それが嫌いやだった。

　だから頑がん張ばろうと思う。淀屋橋たちのために一いつ生しよう懸けん命めい働くことが、ひいては自分のためにもなる。

　彼はそんな密ひそかな覚かく悟ごを胸に秘め、廃区へ向かおうとしていた。

　自分が倒たおれていたという廃区。

　そこには何が待っているのだろうか。

　自分の喪うしなわれた記き憶おくを蘇よみがえらせるような何かがあるのだろうか。

　自分の出自の手がかりとなるような何かがあるのだろうか。

　そればかりは行ってみないとわからない。

　向山は淀屋橋小隊の一員として再び廃区内に足を踏ふみ入れることになった自分の境きよう遇ぐうに不思議な感かん懐かいを覚えるのだった。
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「進発！」

　郡津少尉の号令で、特戦中隊が歩き出す。

　駐ちゆう屯とん地ちの東西と北側は防ぼう護ご壁へきが取り囲んでいる。高こう濃のう度どの魔ま素そが廃区から漏れ出し、それに乗って魔妖が廃区外へ彷徨さまよい出てきたときに備えての物だが、幸いというか、今まで防護壁が役に立ったことは一度もなかった。

　特戦中隊は南西にある通用門を通って駐屯地の外へ出ると、武庫川小隊、淀屋橋小隊、大泊小隊、貴船小隊の並び順で、縦じゆう陣じん隊形を採とって行軍を開始した。

　大泊少佐は何も説明しなかったが、淀屋橋小隊が二番目に配されているのは、もし魔妖群に遭そう遇ぐうした場合、向山が魔ア技シ補ス助トを行うための時間稼かせぎを武庫川小隊が行うという意味合いだろう。

　ロボ娘こは走るだけなら時速二十五キロくらいは出せるのだが、むやみに速度を上げると外骨格を纏まとっている討魔兵に大きな負担がかかるので、大泊としては非常時以外は走らせたくはないところだ。

　そもそも今回は背負子に物資を思いきり積んでいるので、走る、走らない以前に、一いつ般ぱん人が散歩する程度の速度しか出せない。全体の行軍速度は足の遅おそいロボ娘に合わせる形とならざるを得なかった。

　廃区と中なか野の区の境界から少し先は、道路に散乱していた瓦が礫れきの撤てつ去きよが済んでいる。倒れていた廃はいビル群も破は壊かいしてあるから、なんの苦労もなく歩ける。

　やがて道路に頑がん丈じようそうなバリケードが現れた。

　これは、発生した魔妖が道路を伝って一直線に廃区の外へ出てこないように設置されている物だが、現状は気休め程度でしかない。

　特選中隊はバリケードを迂う回かいして先を急ぐ。

　バリケードの先を四、五百メートルほど歩くと、道路上に散乱する瓦礫が増えてくる。

　ここから先、瓦礫の撤去はほとんど進んでいない。

　撤去のための重機を持ち込めないから、やるとしたら手作業でするしかない。けれど、人海戦術を駆く使しするには討魔兵の数は圧あつ倒とう的に不足していた。

　ならばといって、対魔能力のない人間を投入するわけにもいかないのが悩なやましい。魔素の影えい響きようを遮しや断だんする分厚い防護服を着込んでいては、まともに作業ができない。かといって、作業のできる服と装備では、魔素への耐たい性せいのない一般人は、すぐ倒れてしまうのだから。

　そんなわけで、廃区内では未いまだに大量の瓦礫が道路を埋うめたままだった。

　そんな瓦礫の上を討魔兵たちは軽快に歩いていく。三人のロボ娘も、がしゃこん、がしゃこんという重そうな地じ響ひびきを立てながら、瓦礫を乗り越こえていった。
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　淀屋橋小隊が豊とよ中なか通りを西進して環かん七なな通りの手前まで達したとき、先行する武庫川小隊から緊きん急きゆう報告が入った。

「こちら武庫川小隊の門かど真ま、各隊へ告げる。進行方向右手に高こう濃のう度ど魔ま素そ隗かいの発生を確かく認にん。同時に魔妖の存在も探知。数は四、もしくは五」

　通信状況はよく、距きよ離りも近い。各員の小型通信機でも門真の声はクリアに聞こえた。

　すぐに大泊小隊からの反応があった。

「こちら大泊小隊の印南いなみ、淀屋橋小隊は聞こえているか、どうぞ」

「こちら淀屋橋小隊の椥なぎ辻つじ、聞こえています、どうぞ」

「こちら印南、淀屋橋小隊の椥辻に告げる。淀屋橋小隊は急ぎ前進、武庫川小隊に合流の後、共同で魔妖に当たりこれを撃破せよ。どうぞ」

「淀屋橋小隊の椥辻、了りよう解かい。急ぎ前進し、武庫川小隊と合流の後、共同で魔妖に当たり、これを撃破します。どうぞ」

「ただちに行動を起こせ。どうぞ」

「椥辻、了解。淀屋橋小隊は前進を開始します。どうぞ」

「武運を祈いのる。武庫川小隊の門真、聞こえているか、どうぞ」

「武庫川小隊の門真、聞こえています、どうぞ」

「こちら印南、大泊少しよう佐さの命令を告げる。貴隊は淀屋橋小隊が合流し次し第だい、共同で魔妖に当たりこれを撃破せよ。大泊小隊と貴船小隊も現げん場じようへ急ぐ。以上」

「門真、了解。武庫川小隊は淀屋橋小隊の合流を待って共同で魔妖に当たり、これを撃破します。どうぞ」

「武運を祈る。以上で通信を終える」
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　武庫川小隊と淀屋橋小隊間の距離は大して離はなれていなかったから、淀屋橋小隊はすぐに武庫川小隊に追いついた。

「トキーコ、待っていましたでぇす」

　物もの陰かげに身を潜ひそめていた武庫川が立ち上がり、大きく両手を広げた。

（あのポーズは思いきり巨きよ乳にゆうが強調されるよなぁ）

　と烏丸は内心で舌打ちする。

「お待たせ、武庫川中ちゆう尉い」

　淀屋橋が少し弾はずむ息を抑おさえてそう言うと。

「待ってはいませんネ。トキーコはわたしのラブコールにすぐに応こたえて来てくれたです。トキーコの愛を感じました」

「そ、そうかしら」

　珍めずらしく淀屋橋がたじたじになっている。

「武庫川中尉って、なーんか朱鷺瑚さんに懐なついてるよな」

　と烏丸が隣となりの太秦に囁ささやくように言うと、彼女は小さく頷うなずいた。

「そうね。他の隊長連は、だいたい朱鷺瑚さんを煙けむたがっているものね。珍しいわよね」

「魔妖の動きは？」

「今のところ大きな動きは見せてないですネ」

「魔妖の強さは？」

「ここから観測する限りは、特Ａ級が三か四にＡ級が一ひとか二ふた、ですネ」

「そう。それならばわたしたちだけで対応できるわね」

「もちのロンで一いつ気き通つう貫かんですヨ」

　武庫川がそう応えると、烏丸が太秦に顔を寄せた。

「おっぱい中尉の今の、なに？」

「おっぱい中尉って……酷ひどい呼び名ね」

「わかりやすくていいだろ」

「わかりやすいけど、いいかどうかははなはだ疑問だわね。それを言うなら、朱鷺瑚さんだっておっぱい中尉じゃないの」

「じゃあ、朱鷺瑚さんが大盛りおっぱい中尉で、武庫川中尉が特盛りおっぱい中尉」

「わけわからないんだけど」

「それより。さっきの、なんなの？」

「ああ、武庫川中尉、最近、麻マー雀ジヤンに嵌はまっているのだそうよ」

「それで、ロン、一気通貫かよ」

　などと、烏丸と太秦が無む駄だ話をしていると淀屋橋が睨にらんできたので、二人は慌あわてて口を噤つぐんだ。

「武庫川中尉、接近してこちらから攻こう撃げきしましょうか。どちらが指揮を？」

「少佐はなんにも言ってなかったですネ。この場合、先任であるトキーコが指揮を」

　いいのかしら、という目で淀屋橋が武庫川の後ろにいる北きた大おお路じ曹そう長ちようを見やった。彼女は武庫川小隊の副官格だから、いちおう確認を求めたわけだ。

　北大路麻ま夏なつは肩かたをすくめ、いいのではありませんか、と言った。

「階級的にはそれで問題ありません。もっとも、おっぱい的にはうちの隊長のほうが上ですけど」

「そ、そうね。おっぱい的にはね」

　引き攣つった笑えみで頷く淀屋橋だった。

「ではトキーコ、指示をくださいナ」

　淀屋橋は背後を振ふり返り、椥辻に訊きく。

「カガちゃん、もう場所は特定できている？」

「魔素濃のう度どが高いので、すべての魔妖の位置までは特定できていませんけど、今のところ魔妖は魔素隗と共に移動しているようなので、問題ないですよう」

「わかったわ」

　顔を戻もどした淀屋橋は、武庫川に向かって言った。

「魔妖がバラけていないのなら、このまま全員で突とつ撃げきしましょう」

「突撃!?　全員で!?」

　武庫川は驚おどろきに目を瞠みはった。

「ですがトキーコ、敵の戦力が完全に把は握あくできていないうちに迂う闊かつに近づくのは危険ではないですカ？」

「ケイちゃんがいるから問題ないわよ？」

　そう淀屋橋が応えると、武庫川は淀屋橋の背後にいる墨染に、ちらっと視線を走らせた。

「ケイーカの魔マ技ギなら魔妖の攻撃を防げるのでしょうケド、十人もの人間を守れはしないのデハ？」

「守れます。問題ないわよ？」

「??」

　武庫川は首を捻ひねるが。

「うちの隊には彼がいるから。向山君！」

　淀屋橋が手招いたので、向山が進み出てきた。

「向山春日二士よ。こちら、武庫川小隊の小隊長、武庫川琴座ライラ中尉」

「あ、どうも。向山春日二士です。よろしくお願いします」

　相変わらず向山の敬礼は様になっていなかったが、武庫川はそこを咎とがめるようなことはしなかった。代わりに、彼の全身に無ぶ遠えん慮りよな視線を這はわせている。そのお返しというわけではないだろうが、向山のほうも不ぶ躾しつけな視線を武庫川の胸部にロックオンさせた。

（近くで見ると……凄すごい。デカい。高い。なんだ、この胸。淀屋橋さんのも普ふ通つうじゃないと思ってたけど、さらにその上を行ってるぞ）

　突とつ然ぜん、北大路が叫さけんだ。

「貴様、どこを見ている！」

　慌てて向山が視線を逸そらせた。

「武庫川小隊長のおっぱいを間近で観賞していいのは、我が小隊の者以外には、小隊長が認めた者だけだ。昨日、今日、戦女三師団トリスケリオンに入ったばかりの貴様に、そんな真ま似ねが許されると思ってるのか！」

「あ、その、すみません」

「マナーツ？　わたしはそんな許可を出した覚えはありませんケド？」

「小隊長お手製の許可証をいただいております」

「ハイ？　え？　わたし、いつそんな許可出しましたカ？」

「許可証には、しっかりと小隊長の拇ぼ印いんが押されております。おっぱい観賞許可証だけに、拇印が押してある……ぷはっっ」

　大おお真ま面じ目めな顔で応えていた北大路が、突然、噴ふいた。

「おっぱいだけにボイン。あは。あはははは」

「あの、えぇと？」

（大だい丈じよう夫ぶなのかな、この人）

　困った顔で向山が武庫川を見ると、彼女は諦あきらめたような顔で肩をすくめた。

「マナーツは、ときどき自分の言ったことが自分のツボに入ってこうなるのですネ。放ほうっておきましょう。それより対魔妖戦せん闘とうに赴おもむかなくてハ」

　そう言って、武庫川は向山から淀屋橋へ視線を戻した。

「彼の魔ア技シ補ス助トがあれば、ケイーカの魔マ技ギで十人を保護できるのですネ？」

「ええ。すでに一度、経験済みです」

「ならば、それを信じましょう。マナーツ！」

「あ……ああ、はい、小隊長。今度からは許可証に拇印ではなくボインを押したらどうでしょう。これが本当のおっぱい許可証、なんちゃって。あはは」

　どげし！

　武庫川がいきなり北大路の足を蹴けった。

「いつまでも巫ふ山ざ戯けていると、おっぱい許可証を取り上げますヨ？」

「それだけは勘かん弁べんしてください！」

「なら、すぐに隊員に準備させなさい」

「は。了解であります」

　北大路はその場で回れ右すると、近くで待機していた三人の部下のところへ駆かけ寄っていった。

「いいなぁ、おっぱい許可証。僕もほしいなぁ。淀屋橋さん、出してくれないかなぁ」

「はい？　向山君、いま何か言ったかしら？」

「いえ？　全然なんにもこれっぽっちも言ってませんけど？」

「本当に？」

　淀屋橋が疑わしそうな視線を向けてきたので、向山はだらだらと冷ひや汗あせを流す。

「本当にまったく何も言ってませんので、お気になさらずに。それよりも早く魔妖を追わないといけないのでは？」

「ええ、そうね。ケイちゃん」

　淀屋橋に呼ばれて墨染が進み出てきた。

　そのあとから烏丸、太秦、椥辻が続いた。

「武庫川中尉、そちらも全員を集めてください」

「了りよう解かいだネ、トキーコ」

　淀屋橋に向かって手を挙げた武庫川は、顔を巡めぐらせ、北大路を呼んだ。

「マナーツ、皆みなをここへ」

「は。小隊長」

　北大路以下の四人が武庫川の下もとへと集まってきた。

「ケイちゃん、向山君、お願いね」

「はい」

　と頷いて向山が一歩、前に出る。

「では行きます、墨染さん」

　進み出た墨染が向山に背中を向け、両手を前に伸のばした。

　すると向山も右手を伸ばした。

　彼の右の掌てのひらは墨染の背中に押し当てられることなく空いている右脇わきを通過して、そして。

　右の掌は包み込むように墨染の右胸にそっと置かれた。彼の右手の動きはじつに自然で優やさしくて、墨染は胸を触さわられていることに気づくのが遅おくれるほどだった。

　自分の魔ま力りよくが膨ふくれ上がるのを感じたとき、墨染は同時に胸を触られていることも感じた。

「え？　これ……」

（なんという自然で滑なめらかな動き。完全に虚きよを突つかれてしまった）

　どうしようかと墨染が迷っていると。

　どごん！

　いきなり向山の後頭部に淀屋橋の拳げん骨こつが炸さく裂れつした。

「あうちっ！」

「向山君、どこを触っているの？」

「え？　どこって……あれ？」

　向山は驚いたように右手を離はなし、急いで墨染の背中に置き直した。

「おかしいな。僕、いつの間に……」

　それを見た烏丸、太秦、椥辻が囁ささやくような声で言う。

「わざとらしいな」

「完全にわざとよね」

「いいですねぇ。わたしも胸を触ってくれないかなぁ。むしろ揉もんでくれないかなぁ」

　淀屋橋の目が細められた。

「わざとね？　わざとケイちゃんの胸を触ったのね？」

「ちちち違ちがいます。うっかりというか、よくわからないうちに手が伸びていて」

「今度そんな真似したら、有う無むを言わさず向山君の大事な金の玉を蹴り潰つぶしますけど？」

（そんなもったいないことしちゃダメですよう～）

　椥辻が声にならない叫びを上げる。

「しません。もう全然まったくしませんから大丈夫です」

　向山は壊こわれた首振り人形のように、ひたすら首を前後に振った。

　呆あきれた顔で見守る武庫川小隊五人の視線を感じながら、淀屋橋は小さなため息を吐つく。

「で？　どうなの、ケイちゃん？」

「来てる。確実に魔力は膨らんでいる。胸を触られたのには驚いたけど、問題はないので安心して、朱鷺瑚さん」

　墨染本人があまり気にしていないようなので、淀屋橋もそれ以上、向山を追つい及きゆうするのは止やめておく。

「じゃあ、急いでね？」

「了解、朱鷺瑚さん」

　墨染は練り上げた魔力を伸ばした両りよう腕うでに流し込んだ。

「退廃的防御天蓋デカダンスドーム、発動。タイプ鳥籠バードケージ。半径を五メートルに設定」

　墨染の防御天蓋ドームは視し認にんできるものではなかったが、武庫川小隊の五人は魔マ技ギによる結界が自分たちを覆おおったのを、はっきりと感じ取った。

　前後左右を見回した北大路が感心の声を上げる。

「凄いな。本人含めて十一人を収容して、まだ余よ裕ゆうがあるっぽい」

「これなら、詰つめれば二、三十人くらい入れそうじゃないですカ？」

　そう言う武庫川も驚おどろきに目を瞠みはっていた。

「そこまでぎゅうぎゅう詰づめになりたくはありませんけど」

「いつもより大きいのですネ、トキーコ？」

　淀屋橋が答えるより早く、烏丸が横から口を挟はさんできた。

「いつもの墨染の防御天蓋ドームが北大路曹そう長ちようのおっぱいだとしたら、今の墨染のそれは、武庫川中ちゆう尉いのおっぱいですよ」

「わたしを喩たとえに使うな、烏丸！」

「その喩えがいちばんわかりやすそうだったんで」

「それを言うなら、いつもはおまえのおっぱいで、今のが淀屋橋中尉のおっぱいだ、でも同じだろうが！」

「いや、こちら側で喩えるなら、いつもは墨染本人のおっぱいだ、になるんで」

「相変わらず烏丸曹長が酷ひどい」

　防御天蓋ドームを張り終えた墨染は、ぼやきつつ淀屋橋を見やった。

「いいよ、朱鷺瑚さん。これで魔妖からの攻こう撃げきは防げるはず」

「了解、ケイちゃん。じゃ、急ぎましょうか」

　十一人は墨染を中心に置いたまま、発生した魔ま素そ隗かいに向かって走った。
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「魔妖を視認した！」

　最前を走っていた太秦が右手を上げ、十人は急停止する。

　十階建ての廃はいビルの壁かべに巨きよ大だいな蛭ひるのような魔妖が張りついている。

　そのすぐ横には、瓦が礫れきで埋うまった道路上に細長い棒のような魔妖が直立している。

　少し後方にいる魔妖は、中間で折れ曲がるコンパスのようだった。道路の上で二本の足を広げている様は、遠目にはそこに歩道橋でもあるのかと錯さつ覚かくしそうな形状だ。ご丁てい寧ねいにコンパスのつまみのような物が上に載のっている。あれが頭部なのだろうか。

　残りの魔妖はそこからでは見えなかった。空間が陽炎かげろうのように揺ゆらいでいるのは、魔素濃のう度どが高いせいだろう。

「カガちゃん、どう？」

　バイザーに映し出された魔妖を示す赤い点を見ていた椥辻が応こたえた。

「反応を見る限り特Ａ級が三とＡ級が二ふたですかねぇ。もしかすると後方の一つも特Ａかもしれませんけど、魔素濃度が濃こくて判然としないですよう」

　椥辻の言葉に、淀屋橋は微笑ほほえみを浮うかべたまま頷うなずいた。

「特Ａが四だとすると少し厄やつ介かいね。でも、ま、なんとかなるでしょう」

　頷いた淀屋橋は烏丸に声をかける。

「セッちゃん、どちらが行く？」

　どちらとは、烏丸か太秦のどちらが最初に攻撃を加えるか、ということだ。

　進み出た烏丸が前方に立つ太秦の背中に声をかけた。

「あたしから行く。いいよな、太秦？」

「はいはい、どうぞ」

　そう応えて、太秦が後ずさりしてくる。

　墨染の背中に手を当てたまま、向山が頷いた。

「では、烏丸さん、手を触ふれますので、僕のほうを向いて僕の前に立ってください」

「あ？　なんでお前のほうを向くんだよ？」

「あ、間ま違ちがえました。僕に背を向けて、でした」

「おまえ、学習しない奴やつだな。こんどやったらキン◯マ蹴り潰されるんだろ」

「そ、そうデスね。気をつけます」

　ジト目になって向山を見る烏丸だったが、すぐに気を取り直し、彼の前に立った。もちろん背中を向けて、だ。

　その背中に、向山が空いてる左手を伸ばした。

　彼の掌が触れた瞬しゆん間かん、烏丸は自分の体が波打つような錯覚を覚える。

（波打つっていうか、体が膨れ上がってそのまま爆ばく散さんしそうなこの感覚。あたしはリア充じゆうじゃないのに。相変わらず無茶苦茶だな、こいつ）

　烏丸の魔力が膨れ上がるのは、近くにいた武庫川小隊の隊員にも感じ取れた。

「悪い、前、空けて」

　と烏丸が声をかけると、北大路、曽そ根ね、須す崎ざき、門真の四人は慌あわてて立ち位置を変えた。

　烏丸は膨れ上がった魔力を練り上げていく。

「液体窒素槍ニトロジエノン、発動！」

　烏丸の周囲の空間に、三十本の液体窒素槍ニトロジエノンが浮かんだ。

「凄すごいな」

　北大路が思わず感かん嘆たんの声を漏もらすと、烏丸の魔マ技ギをよく知らない須崎が囁くような声で訊きいてきた。

「凄いんですか？」

「ああ、凄い。あいつ、いつもは五、六本だろう。頑がん張ばっても十本とか十五本とかだったはずだからな。軽々と三十本……はあり得ない数だ」

「つまり、それって、あいつの」

　須崎が視線を向山に向けたので、北大路も同様に視線を向山の背中に向けた。

「だな。あいつの魔ア技シ補ス助トの効果ってことだな」

「発射シユート！」

　烏丸のかけ声と共に液体窒素槍ニトロジエノンが眩まばゆく光り輝かがやき、同時に空中を滑すべり出す。

　槍やりは静かに急加速して飛び去っていった。

　跳とんだ槍のうち十二発が、いちばん手前にいた壁に張りつく蛭に命中した。

　たちまち魔妖は凍こおりつき、壁から落ちて粉々に砕くだけ散った。

「おお、凄い！」

　固かた唾ずを吞のんで見守っていた武庫川小隊の面々から感嘆の声が上がる。

「このくらい、どってことないな」

　烏丸は鼻高々といった体ていで胸を張る。

　しかし。

　残りの二体に向かって飛んだ残り十八発の槍は、悉ことごとく外れてしまう。

「あ、あれ？　おかしいな」

　外れた液体窒素槍ニトロジエノンのある物は宙に消え、ある物は地に潜もぐり、そのまま消しよう滅めつした。

「おいおい、どうした烏丸曹長？　腕うでが鈍なまったんじゃないのか？」

　北大路が揶や揄ゆの声をかけてきたが、烏丸は言い返せない。

「おっかしいな。この距きよ離りで外すとか、あり得ないんだけど」

「あ、そうか」

　烏丸の肩かた越ごしに見やっていた向山が声を上げた。

「なんだ？」

「細いんですよ。いえ、細すぎるんですよ」

「は？　細いって何が……あ！」

「そうです。烏丸さんの槍はピンポイント打撃の攻撃法ですけど、あの魔妖二体の形状が細すぎて、その攻撃だと当たりにくいんですよ。ちょっと位置をずらされただけで躱かわされてしまいます」

　烏丸は、ぎり、と歯は嚙がみして、忌いま々いましそうに棒のような魔妖とコンパスのような魔妖を睨にらみつけた。

「ちっ、仕方がねえ。太秦、交代」

「まぁ、そういうこともあるわよ。泣かない、泣かない」

　と言いながら太秦が進み出てきた。

「泣くかっ！」

　向山の手から離はなれると、烏丸は軽く右手を上げて掌てのひらを太秦に向けた。

　ぱん、と掌を合わせると、今度は太秦が向山に背中を向けて立った。

「よろしくね、向山」

「はい、太秦さん」

　烏丸のときと同じように、向山が左の掌を太秦の背中に押し当てた。

　体内で膨ふくれ上がる魔力を感じつつ、太秦は脳のう裏りに輝く太陽をイメージする。

「超高熱炎弾リトルサンフラワー、生成」

　太秦の右手と左手から眩い光球が出現し、大きく成長しながら浮ふ上じようしていった。

　直径二メートルほどの灼しやく熱ねつの光球が二つ、太秦の頭上五メートルほどのところに浮かんでいる。
















「まだよ、まだ行ける」

　光球はふわりと高度を上げつつ、さらに大きさを増していく。光球の直径は五メートルほどに成長した。

「超高熱炎弾リトルサンフラワー、投擲スロウ！」

　光球はゆっくりと動き出し、ゆるゆると速度を上げながら二体の魔妖に向かって飛んでいった。

　太秦は、すかさずもう一個の炎えん弾だんを出現させた。

　第二波攻撃用の炎弾を頭上に浮かべつつ、太秦は放った炎弾の軌き道どうを修正する。

　単独ではできない離れ業わざも、向山の魔ア技シ補ス助トを得た今ならそれほど苦労せずにできた。

　このとき二体の魔妖は淀屋橋小隊と武庫川小隊のほうへ移動を始めていたが、その移動法が、また面めん妖ようだった。

　棒は伸のび縮ちぢみを繰くり返しながら跳んで移動している。その動きは、棒というより発ば条ねのようだった。

　全長が十メートルほどの棒状の魔妖は、一いつ瞬しゆんで一メートルほどに縮み、元の長さに戻もどる反動を利用して斜ななめ上に跳ぶ。跳んでいる間に全長十メートルの棒に戻って、そのまま十数メートル先に着地する。そんな動きである。

　もう一体、コンパス魔妖は、大きく広げて曲げた二本の足──本当に足かどうかはよくわからないが──を交こう互ごに進ませて歩いてくる。

「相変わらずキモさがハンパないな」

　烏丸が眉まゆを顰ひそめてそう言うと、すかさず墨染が応じてきた。

「本当に。虎とらの罠わなでＢＬ同人誌を漁あさっている椥辻士長のキモさといい勝負」

「墨染一士が酷ひどいですよう」

「おまえ、こんなに大きな防御天蓋ドームを保持してるのに、余よ裕ゆうだな」

「春日のおかげ。今のわたしには防御天蓋ドームを保持したまま冗じよう談だんを言うくらい朝飯前」

「そりゃ、いいことだ」

（仮に今、魔妖に攻こう撃げきされても、確実に墨染の魔マ技ギが防いでくれるな）

　烏丸は余裕綽しやく々しやくで前方を見やった。

　進んでくる魔妖に、太秦の放った光球が接近していた。

　光球は烏丸の液体窒素槍ニトロジエノンほど速度が出ないが、その代わり軌道を修正できる。

　太秦は巨大な眩い光球を操あやつり、移動する魔妖にぶつけようとする。

　コンパス魔妖が光球を避よけようと足を動かした。しかし、完全には避けきれなかった。

　光球は片方の足の下半分を溶とかして消した。

　片足になったコンパスは自分の体を支えきれずに瓦礫の上に倒たおれ込んだが、倒れたまま、頭部と思われるつまみ部分をずりずりと移動させていく。

　誰だれかが悲鳴のような声を上げた。

「なんだ、あいつ！　頭が移動してるぞ！」

　その声と同時に、太秦は三発目の超高熱炎弾リトルサンフラワーを放った。

　コンパスのつまみは、まともな足と半分になった足の中間点まで移動して止まる。すると今度は、そこが開かい脚きやく部分の中心点となった。先ほどよりも背が低くなったが、魔妖はまたも二本の足を広げて立ち上がる。

　しかし。

　再び立ち上がって移動を開始したところに、三発目の超高熱炎弾リトルサンフラワーが降ってきた。今度は魔妖にも避ける余裕がなかった。炎弾はコンパスの中央に命中し、頭部と思われるつまみ部分と、その左右に繫つながる両足の上部が灼やかれ、蒸発した。残った両足の下部は、ゆっくりと道路に倒れ込み、そのまま二度と動かなかった。

　もう一体の棒魔妖は、伸びたり縮んだり跳んだりしているので、太秦もなかなか炎弾を当てられないでいる。

　炎弾が迫せまり来ると、いきなり縮み。

　炎弾が通り過ぎると、大きく跳はね。

　一気に距離を縮めてくる。

　外れた炎弾を戻し、背後からぶつけようとしても、魔妖はまたも縮み、炎弾は外れてしまう。

　追いかけっこに焦じれた太秦は、魔妖が縮んだところを狙ねらおうとして地面すれすれに炎弾を飛ばしたが、なんと魔妖は上に向かって縮んだ。縮んだというより、見た目には上部に吸収されたような感じだ。

　一メートルほどに縮んだ魔妖が、空中高く浮うかんでいる。

　炎弾は何もなくなった空間を灼きつつ、地面にぶつかり、そのまま沈しずんでいった。

「あ、しまった」

　太秦は地じ団だん駄だを踏ふむ。

　彼女の攻撃に限らず、討とう魔ま士しの攻撃は魔力──討魔能力──によるものだから、無機物にはほとんど影えい響きようがないのだ。それどころか、無機物に触ふれるとコントロールが効きにくくなったり、魔力が減じたりする。

　太秦の超高熱炎弾リトルサンフラワーは地面に潜り込んだまま、二度と浮かんでこなかった。

　一瞬、宙に浮かんだ棒魔妖は、太秦を嘲あざ笑わらうかのようにその体を伸ばし、また十メートルの棒となって地面に立った。

　太秦は続けて二発、三発と炎弾を出して魔妖に向かって放ったが、悉ことごとく攻撃はかわされてしまった。

「なんか……いちばんアホらしい形のヤツが、いちばん手て強ごわいな」

　と烏丸が感心したような呆あきれたような声を漏もらす。

「感心してる場合じゃない。あと一跳びか二跳びで、ここに届くぞ」

　北大路が不安そうな顔で太秦と迫り来る魔妖を交互に見やった。

「わたしのじゃダメそうね」

　太秦は悔くやしそうな顔で向山の手から背中を離した。

「お、おい、太秦？」

　北大路や曽根、須崎が焦あせりの顔を向けると、武庫川は淀屋橋の顔を見やった。

「トキーコ」

「大だい丈じよう夫ぶよ？」

「トキーコがそう言うなら、間ま違ちがいないでしょう」

　武庫川の言葉に、北大路たちが落ち着きを取り戻す。

　太秦は騒さわがず慌あわてず、

「椥辻」

　と呼んだ。

「あれにはあんたのほうが効果的でしょ」

「了りよう解かいですよう」

　椥辻が墨染の隣となりに立った。

　向山のほうを向いて。

「さぁ春日、思う存分に魔ア技シ補ス助トを」

　そう言って椥辻が上体を反らせ胸を突つき出した。

「少なくとも墨染一士の胸よりは触さわりがいがあるですよう」

　隣に立った椥辻に、墨染がぼそりと嫌いやみを言う。

「相変わらず椥辻士長が最低で最悪」

「嫌だわ、カガちゃんたら、何をやっているのかしら」

　淀屋橋が引き攣つった笑えみを浮かべ、椥辻を睨みつけた。

「そんなに胸を揉もまれたいの？　だったらわたしが揉んであげましょうか？　思いっきり揉んだり引っ張ったりして、最終的に引きちぎってあげるわよ？」

「ごめんなさいぃ、間違えましたぁ」

　椥辻はくるりと回れ右をして直立不動の姿勢を取った。

「やってください！」

　向山は苦く笑しようしながら左手を伸ばす。

「行きますよ」

　向山の手が触れた瞬しゆん間かん、電流にも似た衝しよう撃げきが椥辻の全身を駆かけ巡めぐる。同時に魔力が爆ばく発はつ的に増大するのがわかった。

「お出いでませ！　可愛かわいい魔ま喰くいの黒くろ猫ねこよ！」

　道路を覆おおう瓦が礫れきの上に無数の黒猫が湧わき出した。その数、ざっと六十、七十はいる。そしてまだ増えている。

　最終的には百を超こえ、墨染の展開している防御天蓋ドームの中は溢あふれ返る黒猫の群れで埋うめ尽つくされそうとしていた。

「来るぞ！」

　上空を見上げていた烏丸が叫さけんだ。

　棒魔妖が空から降ってきた。

「大丈夫。あの程度ならケイちゃんが防いでくれるわよ？」

　急降下してきた棒魔妖の下か端たんが墨染の展開する退廃的防御天蓋デカダンスドームに接せつ触しよくし、辺りの空気がびりびりと揺ゆれた。魔妖と墨染の魔力が衝しよう突とつし、押し合い圧へし合いしているのだ。本来なら見えない防御天蓋ドームが、激しく明めい滅めつした。

　結局、魔妖は十一人の頭上五メートルほどのところで止まったままで、それ以上は下りてこなかった。

　やがて魔妖は防御天蓋ドームに押し戻されるように空中へ跳ね、少し先の地面に下りた。その瞬間を待っていた椥辻が号令をかける。

「行きますよう。猫ネコ大行進プシキヤツトマーチング！」

　黒猫の群れが走り出した。防御天蓋ドームから走り出た大量の黒猫が魔妖目がけて走り寄る。

　不ふ穏おんな気配を察知したのだろう、棒魔妖は縮んだ。縮み、その反動で伸び上がり、跳とび上がろうとした。

　したのだが。

　全長が一メートルほどに縮んだ魔妖に向かって大量の黒猫が躍おどりかかった。

　あっという間に棒魔妖は黒猫に覆われ見えなくなる。

　次の瞬間、棒魔妖は大きく伸び上がり、空中に跳んだ。

　高く跳んで、二十メートルほど離はなれた場所に着地する。

　しかし。

　全長十メートルにまで戻った魔妖の全身は黒猫に覆われたままだった。

　くすんだ灰色のひょろ長い棒は、今や真っ黒な棒に変化している。

　棒魔妖は黒猫を振ふるい落とそうとして激しく震ふるえたが、棒魔妖に爪つめを食い込ませ、あるいは齧かじりついている黒猫は、何匹びきかが振るい落とされたものの、大半は棒魔妖に取りついたままだった。

　黒猫は魔妖に牙きばを立て、貪むさぼるように齧り、爪で引きちぎっていく。

　みるみる棒魔妖は瘦やせ細った。

　直径七十、八十センチの巨きよ木ぼくの幹のようだった魔妖が、今やその直径は二十、三十センチしかない。黒猫は、猫というより、木の幹を齧って削けずるビーバーのようだ。

　やがて棒魔妖の中央部分が消しよう滅めつした。

　支えを失った上部が、ぼとり、と地面に落下した。

　振るい落とされたり、あるいは棒魔妖に取りつけなかったりして地上で待機していた残りの黒猫が、落ちてきた上半分に襲おそいかかった。

　黒猫の大群に埋もれた棒魔妖の半分は、あっという間に食い尽くされた。今や下半分も残りは四分の一といった有様だ。

「凄すごいな、おい」

「ですね。特Ａ級魔妖三体を、一人で一体ずつ屠ほふっちまうなんて」

「しかも鎧がい袖しゆう一いつ触しよくって感じの圧勝ですからね」

「向山春日の魔ア技シ補ス助ト、ハンパないすね」

「わたしもあいつ、ほしいな」

「え？　北大路曹そう長ちよう、男ほしいんですか？」

「そういう意味じゃないよ！　あいつの魔ア技シ補ス助トがあれば、わたしらだって特Ａ級魔妖を蹴け散ちらせるようになれるじゃないか」

「ああ、そういう」

「でも、淀屋橋小隊以外だと、あいつの魔ア技シ補ス助ト、働かないんですよね？」

「どうかな。今までの治験者には効かなかっただけで、淀屋橋小隊以外の隊員にも、もしかしたら効くかもしれないじゃないか」

「ですかねぇ」

「おそらく、上層部はそれを確かめようとしている。今回の任務は、それも込こみだ」

「ああ、なるほど」

「どこかで試ためす機会が来るといいんだけどな」

「そうですよね。男に体触られるのがどんな感じか、試してみたいですよね」

「だから、そっちじゃないよ」

　などと、武庫川小隊の四人がひそひそ話をしているあいだに、黒猫群は棒魔妖を綺き麗れいさっぱり食い尽くしてしまった。

　それを確かく認にんすると、淀屋橋は武庫川に声をかける。

「武庫川中ちゆう尉い、残りの魔妖は？」

　椥辻の魔マ技ギの凄すさまじい攻こう撃げき力に見とれていた武庫川が我に返った。

「ユゥリ。残り二体はどうなっていますカ？」

　須崎一士は慌てて魔力源探査の結果を多機能型ヘッドセットマルチネコミミのシールドに表示させた。

「……あ。大泊小隊と貴船小隊が接敵しそうです」

　皆みなも急いで敵味方の位置をモニターに表示する。

　なるほど、魔妖を示す二つの赤い点が友軍を示す緑の点の間近に迫せまっていた。

「トキーコ、急いで応おう援えんニ」

「そうね。大泊少しよう佐さの部隊ならＡ級魔妖二体に後れを取ることはないでしょうけど、座して見ているわけにもいかないものね」

「ザシテ……ざして？」

　座するという単語は武庫川中尉の辞書には載のっていないようで、彼女が首を捻ひねった。

「あ、えぇと、黙だまって見ているわけにはいかない、ということね」

「おお、それはいかないですネ。では、急いで現場に向かうとしましょうカ」

「カガちゃん、そちらはもう終わっている？」

「終わっていますよう。棒は綺麗さっぱり食べ尽くしましたぁ」

「ケイちゃん、防御天蓋ドームを解除して」

「了解。退廃的防御天蓋デカダンスドーム、解除」

　十一人を覆っていた防御天蓋ドームが消滅した。といっても、見た目的には何も変わってはいないのだが。

「では、急ぎましょう」

　淀屋橋小隊と武庫川小隊の十一人は、大泊小隊と貴船小隊のいる場所を目がけて走った。
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　淀屋橋小隊と武庫川小隊が駆けつけたとき、すでに大泊小隊と貴船小隊は特ＡとＡの二体の魔妖を撃げき滅めつしていた。

「さすがは大泊小隊」

　淀屋橋は安あん堵どの息を吐はく。

（Ａや特Ａ魔妖の二体や三体なら問題はありませんね）

　大泊は淀屋橋と武庫川からの報告を受けた後、前進を再開させた。

　縦じゆう陣じん隊形は変わらなかったが、少佐は、淀屋橋小隊、大泊小隊、武庫川小隊、貴船小隊という並び順にした。

　中隊はそのまま目め白じろ通りまで何事もなく進出した。ここまで来れば、かつての練馬駅まではもうすぐだ。

　先頭を行く淀屋橋小隊が目白通りを進んでいくと、駅前のビル群が倒とう壊かいしてしまったせいで寸断されたままになっている高こう架かの鉄路が遠望できた。練馬駅には都営地下鉄大おお江え戸ど線も通っていたのだが、そちらも寸断されたままで、復旧の見通しは立っていない。

　かつては大いに賑にぎわっていたこの付近も、倒壊したビルと散乱する瓦礫が目につくだけの廃はい墟きよと化し、野良犬や野の良ら猫ねこの一匹すら見当たらなかった。

　静せい寂じやくと死の気配が辺りを覆っている。

　先頭を行く烏丸が振り返り、後方を歩いている椥辻に向かって声を張り上げた。

「椥辻ぃ、魔素の濃のう度どはどうよ？」

「今はまったく常態ですねぇ。魔妖の発生もありませんよう！」

「この辺りで特Ａが三つも四つも出るってのがすでに常態じゃないけどな」

　烏丸の隣を進む太秦が口を挟はさんでくる。

「こうしてまったく出ないっても何か不気味ね。いつもならＣやＤがこの辺をうろついているはずなのにね」

　二人が最前を行くのは、遠えん距きよ離り攻こう撃げきが可能な魔マ技ギ持ちだからである。

　遠距離攻撃が可能という意味では、淀屋橋も椥辻もそうなのだが、二人の魔マ技ギは効果を発揮するまでに時間がかかる。淀屋橋の場合は、蒔まいた種が芽を出して魔妖の魔力を吸い始めないとならないし、椥辻の場合は、魔力で創つくる黒猫の数を増やすのに時間がかかる。黒猫は単体だと吹ふけば飛ぶような攻撃力しかないから、ある程度以上の数を出さないと、魔妖にダメージを与あたえるのは難しいのだ。それに比して烏丸と太秦は、即そく座ざに魔マ技ギを発動できる上、発動してしまえば、そのまま魔妖にダメージを与える攻撃が可能になる。

　というわけで、淀屋橋小隊単独で、あるいは他隊と組んで淀屋橋小隊が先頭を進む場合など、二人が先頭を歩くことが多いのだった。いつもと違ちがうのは、二人の背後に向山が従ついていることだった。

　先ほどのように魔妖の存在を予あらかじめ察知して準備ができる場合は問題ないが、唐とう突とつに遭そう遇ぐうすることもある。その場合、向山が後方にいては、烏丸と太秦のところまで進み出る時間が必要になるから、二人の反撃が遅おくれることになる。

　もちろん二人だけで魔マ技ギを振るってもいいのだが、向山の魔ア技シ補ス助トがないと、特ＡやＳには大ダメージを与えられない。一方、こうしてすぐ後ろに控ひかえていれば、魔妖に出で会くわして攻撃命令が下った瞬間に、向山は烏丸と太秦に触ふれられる。だから向山は、二人のすぐ後ろを歩いているのである。

　烏丸と太秦、その後ろに向山、さらにその後ろに淀屋橋がいて、最さい後こう尾びに椥辻と墨染が続いている。

　左手に練馬郵便局だった廃ビルが見えてきた。あれを過ぎれば、すぐに元の区役所だ。

「朱鷺瑚さん、区役所到とう着ちやくだよ」

　先頭を行く烏丸が大きな声を上げ、淀屋橋が安堵の息を吐はいて応こたえた。

「何事もなく無事に着けたわね」

「何事もなくっていうか、一回、戦せん闘とうしたけどね」

「あの一回だけだから、まだ運がよかったと言えますよねぇ」

　と椥辻が言うと、そうね、と太秦が続いた。

「Ｃ級やＤ級でも、次から次へと出会すと、退治するだけで魔力を消費するものね。で、そのあと特ＡやＳに出会したら目も当てられないわ」

　すると墨染が、ぼそりと呟つぶやいた。

「朱鷺瑚さんの日ひ頃ごろのおっぱいが大きいから」

「嫌いやだ、ケイちゃんが何を言ってるかわからないわ。一度、死んでみる？」

　墨染はぷるぷると首を左右に振る。

「墨染の日頃のおっぱいは小さいけどな」

　と烏丸が揶や揄ゆし。

「小さいというか、ないというかぁ」

　と椥辻が畳たたみかけてきた。

「烏丸曹そう長ちようと椥辻士長が徹てつ頭とう徹てつ尾び酷ひどくて泣けてくる」

　恨うらめしそうな墨染の横で、向山が、わぁ！　と喚かん声せいを上げた。

「ここが今回の目的地なんですか。思ったより大きいですね」

「元々は区役所だったからな」

　と烏丸が応えると、向山は、ちらっと淀屋橋のほうに視線を走らせた。

「淀屋橋隊長のおっぱいくらいありそうですね」

　淀屋橋のこめかみに、ぴきり、と血管が浮うき出た。

　彼女は引き攣つった笑えみを向山に向ける。

「嫌だわ、向山君たら、何を言っているのかしら。二、三度、死んでみる？」

　向山は広げた両の掌てのひらを眼前で振ふりながら、首も左右に激しく振った。

「死ぬのは勘かん弁べんしてください」

「じゃあ、股こ間かんを思い切り蹴けり上げるくらいで許してあげようかしら」

「ひいぃぃ」

　向山は股間を押さえて跳とび退すさる。

「それも勘弁してくださいぃ！」

「玉が潰つぶれたら、向山のすけべも収まるかもね」

　と冷れい淡たんに言い放つと、太秦は元の区役所を見上げた。

「建物の外観にはとくに劣れつ化かは見当たらないようね」

　その言葉に、墨染が、でも、と応えた。

「壁かべに亀き裂れつが走ってる。やはり重機を持ち込んで大がかりな修復をしないと要よう塞さいとしては心こころ許もとない」

「重機を持ち込むのは至難の業わざね」

　淀屋橋がため息交じりで言う。

「重機が運べるくらい道路事情がよければ、ここまで車で来られるわよね」

「っていうか、それだったら戦車も入ってこられるしな」

「戦車が走れても、乗員が保もたないじゃないの、烏丸」

「そうなんだよな。だから、あたしらに戦車の二、三台も寄よ越こせっつ～の。そうすりゃ、廃区の解放時期だって早まるだろうに」

「防衛省がうんと言わないわよ」

「嫌ですよねぇ、役人の縦割り意識ってぇ」

「わたしたちがそれを言っても仕方がない」

「おまえは達観しすぎだろ、墨染」

「長いものには巻かれろと言う」

「それでいいのかよ」

「わたしは将しよう棋ぎで言えば歩ふ。歩が自分で考えて進めば、局面全体に混乱をもたらす」

「それが達観しすぎだと」

「墨染さんの考え方って面おも白しろいですね」

　墨染が不思議そうな顔になった。

「え？　面白くはないと思う……けど」

「面白いという言い方は違うのかな。えぇと、興味深い？」

「褒ほめられている？　ディスられている？」

「感心しています」

「春日こそ、面白い男」

「そうですか？」

「かなり面白い」

「春日が墨染一士に興きよう味み津しん々しんなのが悔くやしいですよう。わたしも面白がってほしいですよう。あぁ！　もしかして向山はロリコンなんですかぁ？」

（いやいや、朱鷺瑚さんのおっぱいに興味津々なんだから、ロリコンではないだろ）

　と思う烏丸だが、そこをツッコむのは自重しておく。

「椥辻士長が酷すぎて死にそう」

　烏丸に太秦、椥辻に墨染、そして向山が区役所の建物前で馬ば鹿か話をしていると、後続の大泊小隊が敷しき地ち内に入ってきた。

　それを認めた淀屋橋が、すぐに五人を整列させる。

「お疲つかれ様です、大泊少しよう佐さ！」

「はい、ご苦労さん」

　今では元区役所の敷地は背が高くて頑がん丈じような防ぼう護ご壁へきで囲われている。といっても、巨きよ大だいな魔妖相手だと気休め程度でしかないが、ＣやＤ級の小型魔妖なら足止めくらいにはなる。

　ロボ娘こが出入りできればいいから、出入り口はかなり狭きよう小しようだった。

　その狭せまい出入り口を潜くぐって、ロボ娘が姿を現した。がしゃこん、がしゃこんと重そうな足音を立てて近づいてくる。

　少し遅れて武庫川小隊が、最後に貴船小隊が姿を現し、一個中隊を構成する四個小隊が元区役所の駐ちゆう車しや場だったスペースに集合した。

　改めて元の駐車場に全員を整列させると、大泊少佐は眠ねむそうな顔で新たな命令を下す。

「あ～、まずは昼食ね。昼食と休きゆう憩けいは一ひと二ふた三さん○まる時までとするよ。その間、淀屋橋小隊には周辺の哨しよう戒かいに当たってもらう。昼食後に大泊小隊と貴船小隊で荷下ろしと搬はん入にゆう、及および建物の補修を開始する。ロボ娘が補修剤ざいとか鉄板を運んできたから、これまでより多少マシになるだろう。昼食休憩後、武庫川小隊は淀屋橋小隊と交代して哨戒に就つくこと。淀屋橋小隊は食事の後、搬入された物資のチェックを。リストはあとで郡津ちゃんから受け取って。終わり次し第だい、宿しゆく泊はくの準備をすること。作業時間は一ひと六ろく三さん○まる時までとする。ここまでで何か質問は？」

　とくに誰だれからも手が挙がらなかったので、大泊は下か達たつを続けた。

「淀屋橋小隊は備品チェックのときに雨水タンクも調べておいて。ロボ娘が簡易シャワーセットと水の浄じよう化か装置を運んできたから、タンクに水があればシャワーが使える」

　並んでいる討魔兵のあいだから拍はく手しゆと歓かん声せいが湧わき起こった。討魔兵は、向山以外、全員が若い女性だ。宿泊を伴ともなう廃区への遠えん征せいでシャワーが使えるのは大だい歓かん迎げいである。

「了りよう解かいです」

　敬礼を送る淀屋橋の顔にも喜色が溢あふれていた。

「第一当直は大泊小隊一班が受け持つ。第二当直は貴船小隊が担当。交代は〇まる二ふた〇まる〇まる時としておこう」

　大泊小隊は十名で構成されているので、大泊は自隊を二つの班に分けていた。自分と藤阪は指揮所を離はなれるわけにいかないので、両班とも四人構成である。ロボ娘こ担当の三名の隊員も、哨戒任務ではロボ娘を「脱ぬいで」、戦闘服で任務に当たることになる。

「こちらから伝えることは以上かな。あとは、夕食前にもう一度、ブリーフィングをするから、そのときに、だね。何かある、藤阪ちゃん？」

「いえ、とくには」

「印南ちゃん、まずは通信機器の設置を始めてよ。設置場所は一階のホールだね」

「印南、了解であります」

「貴船ちゃん、淀ちゃん、武庫ちゃんのところの通信担当も設置を手伝って」

「円えん町まち、了解です」

「椥辻、了解です」

「門真、了解です」

「郡津ちゃん、各員に昼食用のレーションを配給」

「郡津、了解しました」

「淀ちゃんのところは哨戒を始めて」

「淀屋橋、了解しました」

　大泊に敬礼を送ると、淀屋橋は五人を引き連れ、建物の外に出ていった。

　六人に向かって大泊が手を振った。

「じゃ、淀屋橋中ちゆう尉い、ご苦労だが頼たのんだよ！」

「淀屋橋小隊小隊長、淀屋橋朱鷺瑚、了解しました」

　淀屋橋小隊が出口を潜って外に出ていくのを見届けると、残りの三個小隊は持ってきたレーションで簡単な昼食を済ませた。

「武庫ちゃん、淀屋橋小隊が戻もどってきたら交代してもらうよ。準備をしておいて」

　武庫川が大泊に向かって敬礼を送った。

「武庫川小隊小隊長、武庫川琴座ライラ、了解でぇす」

「じゃ、藤阪ちゃん、貴船ちゃん、こちらは運んできた物資を建物内に運び入れようか」

「藤阪、了解しました」

「貴船小隊小隊長、貴船繭まゆ実み、了解です」

「まず貴船ちゃんとこで建物の内部を確かく認にんしてきて」

「了解です」

「その間を利用して、うちはロボ娘の荷物を下ろす。郡津ちゃん、やって」

「了解しました」

　貴船小隊の五人が建物の中に入っていき。

　その場に残った大泊小隊は、ロボ娘が下ろした荷箱に取りついて、用よう途と毎ごとに並べ替かえるのだった。
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　区役所の建物は何回かに亘わたる補強が済んでいて、武器や食料の備び蓄ちくもされており、いざというときは立て籠こもれる、いわばベースキャンプでもあった。

　その区役所に異常がないか、備蓄品は無事かどうか。

　魔妖が武器や食料を盗ぬすんでいくことはないだろうが、人が運び込んだ物を壊こわそうとする可能性はある。魔妖がそんな思考をするとは思えなかったが、可能性がゼロではない以上、点検は欠かせないのだ。

　防護壁、そして建物自体にも損そん壊かいがないかどうか、調べる必要がある。

　それらを定期的に確認しておくのは、討魔兵団にとって重要な作業だが、今回はそれに加え、運んできた装備品や食料を搬入する必要もあった。

　区役所をもっと強化できたら、有人の駐ちゆう屯とん地ちに格上げしたいというのが上層部の意向のようだが、さすがにそれは実現できていない。この辺りは周しゆう縁えん部ぶに比ひ較かくすると魔素濃のう度どが高く、魔ま素そ嵐あらしの発生頻ひん度ども高い。そのせいで強力な魔妖が出現することが多いため、討魔兵を常じよう駐ちゆうさせるのは無理というのが上層部の判断だ。

　けれど今回は少しばかり事情が違ちがう。特戦中隊には向山春日がいるからだ。

　向山と、彼を擁ようする淀屋橋小隊がいれば、数日間の滞たい在ざいは可能なのではないか。そして滞在しているあいだに、周辺の探査と元区役所のさらなる要塞化を図はかる。

　それが今回の作戦目標だった。

　もう一つ、改めて向山の実戦能力を確認するという裏の目標も上層部にはあったのだが、それは表立って言っていない。二乃瀬大たい佐さの意図を知っているのは特戦中隊を率いている大泊少佐だけである。

　だから彼女としては、そこそこのレベルの魔妖と遭そう遇ぐうし、淀屋橋小隊が魔妖と戦う局面を作り出す必要があったのだが、先ほど、早さつ速そく、武庫川小隊と淀屋橋小隊が魔妖群と遭遇してこれを蹴け散ちらしたから、まずは順調な滑すべり出しと言えた。

　ロボ娘この荷下ろしと部下による荷箱の整理を見ながら、大泊少佐は二乃瀬大佐の指示について考えを巡めぐらせていた。

（特Ａ四よんにＡ一ひとは、行きがけの駄だ賃ちんにしては厳しい相手だったけど、それでも魔妖を一いつ蹴しゆうしたというのは頼もしい。前回の圧勝劇、まぐれではなかったわけだ。もう間ま違ちがいない。向山は淀屋橋小隊と組めば、いつでも、どんな魔妖が相手でも、魔ア技シ補ス助トを百パーセント発揮できる）

　そう確信した大泊は、中隊の安全を図るためと自分の目で向山と淀屋橋小隊の戦いぶりを確認するために、淀屋橋小隊を先頭に押し立てて前進してきたのだが、案に相そう違いして、あのあとは一度も魔妖に遭遇しなかった。

　先頭を進んでいた淀屋橋小隊から「区役所到とう着ちやく。異常なし」の報告を受けたとき、大泊は当てが外れたという顔で首を捻ひねったものだ。もっとも、おかげで兵員には一人も損害が出ず、物資もすべて無事に運び入れることができたのだから、贅ぜい沢たくは言えない。

「けど、あれだね、藤阪ちゃん、一回の接敵だけでここまで来られるなんて、珍めずらしいこともあったもんだね」

　大泊の傍かたわらに立つ藤阪が、そうですね、と頷うなずいた。

　大泊小隊の小隊長と副長という二人は、特戦中隊の中隊長と副官でもある。全体に目配りしなくてはならないから、小隊の作業は郡津少しよう尉いに任せていた。

「珍しいといえば、目白通りの手前で特Ａ四よんとＡ一ひとという強力なヤツに出で会くわしたのも珍しいのですが」

「まぁ、最近は強力なのが周縁部にも出ているからね。ここら辺でＳに出会してもおかしくないのかもしれないよ？」

「あまり楽しい想定ではありませんね」

「指揮官としては、楽しい想定ばかりしているわけにもいかないからねぇ」

　と少し戯おどけてみる大泊だが、藤阪の言うとおりだ。

　元の練馬区役所でＳ級魔妖に襲おそわれる可能性を考えるのは、楽しいどころか、頭が痛くなりそうだった。

（いや、でも、こっちには向山春日がいる。たとえＳ級が相手であっても、なんとかなるだろう。と思うことにしよう）

　大泊は小さな欠伸あくびをしながら、眼前に聳そびえる元区役所の建物を見上げた。

（もう眠いし。早く作業を終えて、どこかで横になりたい）
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　建物を出た淀屋橋小隊は、まず目白通りを歩き、千せん川かわ通りとの交差点まで進んでみる。

　目白通りは、その先で西せい武ぶ池いけ袋ぶくろ線の高こう架かを潜っていたのだが、次元振しん動どうによって高架が崩ほう落らくして完全に道路を塞ふさいだままになっている。先へ進むには大きく迂う回かいしないとならないので、淀屋橋たちはそこで引き返すことにした。

「カガちゃん、どう？」

「今のところ魔妖の反応も高こう濃のう度ど魔ま素そ隗かいの発生もありませんねぇ」

　椥辻がそう応こたえると、烏丸が気のない様子で言った。

「廃区の奥まで来てこんなふうに平へい穏おん無事とか、珍しいを通り越こして、な～んか不気味なんだよなぁ」

「変なフラグを立てるようなこと言わないでくださいよう。立てるのは、春日との美お味いしいイベントのフラグだけでいいんですよう」

「そんなフラグは立てねえよ」

「むしろ立てるのは春日のお○んち△だけでいいのかなぁ」

「この腐くされ外げ道どうが！」

「え？　僕がどうかしましたか？」

「どうもしねえよ。おまえはおとなしく歩いてろ」

「名前が呼ばれたから訊きいただけなのに、酷ひどいなぁ」

「おまえがいると、それだけで椥辻の腐ふ乱らん度が進んでいく」

「それ、僕のせいじゃありませんよね？」

「だいたいは椥辻自身のせいだが、おまえも責任を感じろ」

「そんな無茶な」

「たしかに向山春日がいると、椥辻士長の腐り具合は止とどまるところを知らない」

「向山がおっぱいおっぱい言うから、なんだか朱鷺瑚さんも不ふ機き嫌げんだし」

「うぅ。ごめんなさい」

　謝る向山に向かって、太秦が険しい視線を向けた。

「朱鷺瑚さんのおっぱいを話題にしたりガン見したり触さわったりしていいのは、わたしたちだけなの。いい？　わかった？」

「僕も仲間に入れてほしいですよう」

　その言葉に、烏丸はツッコまないではいられない。

「椥辻か、おまえは！」

「あら嫌いやだ、ザミちゃんたら、何を言っているのかしら。いっぺん死んでみる？」

「どうせ死ぬなら、朱鷺瑚さんの胸の谷間に顔を挟はさまれて窒ちつ息そく死ししたいですよねぇ」

「おまえは黙だまれと、椥辻」

　そこが廃区の奥だということを忘れそうなほど、淀屋橋小隊の六人は平常運転だったが、もしかすると特Ａ魔妖三体を簡単に屠ほふったせいで調子に乗っているのかもしれなかった。

　みな無む駄だ話をしながら歩いている。淀屋橋ですら、いつもより浮うかれているようだ。

（困った人たち。少し注意を喚かん起きしなくては）

　比ひ較かく的てき冷静な墨染が淀屋橋に向かって言った。

「朱鷺瑚さん、真ま面じ目めにやらないと大泊少しよう佐さに怒おこられる」

「あ、そう、そうね」

「衆しゆう人じん監かん視しの下もとで全ぜん裸ら罰ばつ走そうは勘かん弁べんしてもらいたい」

「そうだな。大泊少佐のご機き嫌げんを損そこねるわけにはいかないよな」

「あぁでもぉ、朱鷺瑚さんが全裸で走ったら、それはもう大きく揺ゆれ弾はずむんでしょうねぇ。近くで見てみたい気はしますよう」

「そんなハメになったら、走る前にカガちゃんの目玉を刳くり貫ぬいておいてあげるから心配しないで？」

「ひぃいぃ」

　微笑ほほえんだまま睨にらみつけてくる淀屋橋に、椥辻が震ふるえ上がった。

「衆人環視の中で揺れ動くのは向山君の○ちん△んだけでいいのではないかしら？」

「露ろ骨こつだな、朱鷺瑚さん！」

　と烏丸がツッコむと。

「僕は嫌ですよ！　衆人環視の中で裸はだかになってぶらぶらさせながら走るなんて！」

「第二師団は九割方女性だから、みんな大喜びよね」

　と太秦が言うと、椥辻が嬉うれしそうな声こわ音ねで続いた。

「それもいいかもですねぇ。むしろ、それしかない気がしてきましたよう。それだったら、わたし、全裸罰走も厭いとわない覚かく悟ご完かん了りよう！」

「だから。朱鷺瑚さんが椥辻の腐れ度合いを加速させてどうすんの！」

「あ、ごめんなさい、つい。許して、セッちゃん」

　淀屋橋が烏丸に向かって小さく頭を下げた。

「い、いや、わかってもらえればいいんだけど」

「なに、烏丸、あんた照れてるの？」

「違ちげ～よ。いきなり謝られたんで戸と惑まどっただけだよ」

「さて、そろそろベースまで戻もどりましょうか？　お腹なかも空いてきたし」

「あ、そうね。早く戻って昼食にありつきたいわよね」

「っても、しょせんレーションだろ」

　と烏丸が言うと、墨染が、あぁ、と嘆たん息そくした。

「池袋で食べた美味しいご飯が懐なつかしい」

「はいはい、また休きゆう暇かをもらったら、美味しいご飯を食べに行きましょうね」

「もらえるといいけどな」

「もらえるといいわね」

「もらえると信じたいですよう」

「きっとなんとかなる」

「ええ、なんとかなりますとも。だから頑がん張ばりましょう」

「向山、お前、前向きだな」

「はい。自分が何かの、あるいは誰だれかの役に立っているのだと思うと、少しテンションが上がります」

「変な奴やつだな」

　相変わらず無駄話をしながら、淀屋橋小隊は目白通りを元の区役所に向かって引き返していった。
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　その日の午後は、運んできた物資や食料の搬はん入にゆうと整理に加え、備び蓄ちく品の確かく認にん作業に費ついやされ、それが一通り片付くと夕食になった。

　哨しよう戒かいに立った貴船小隊を除く三個小隊がロビーに集まり、折おり畳たたみ椅い子すを並べて夕食を食べ始める。持ち込んだ簡易コンロで煮に炊たきをしたので、缶かん詰づめよりはだいぶマシな食事ではあった。

「っていってもレトルトカレーに漬つけ物だけどな」

　と烏丸がぼやくと、淀屋橋が宥なだめにかかった。

「まぁまぁ、セッちゃん、カロリーマイトやソイジョインよりはマシでしょう？」

「あれと比べれば、たいていの食事はマシだけどさ」

「そうそう、温かいご飯を食べられるだけマシ」

「心が広いな、墨染は」

「胸は低いけどね」

「太秦曹そう長ちようが酷くて泣ける」

　などと、淀屋橋小隊の面々がいつも通りの馬ば鹿か話をしていると、紙皿を手にした武庫川中ちゆう尉いがやってきた。

「トキーコ、一いつ緒しよに食べましょう」

「ええ、いいわよ」

　折り畳み椅子に腰こし掛かけ、並んで食事をする淀屋橋と武庫川を見た烏丸が、小さなため息を吐つく。

「巨きよ乳にゆうツートップが並ぶと絵になるなぁ」

「二人とも背が高いし、スタイルいいしね」

　そう言って太秦が頷うなずいた。

「戦せん闘とう服、体のラインが思いっきり出るから、尚なお更さらだよな」

　太秦が、ちらっと烏丸と墨染に視線を向ける。

「そうね。まったく以もつて、そのとおりね」

「てめえ、何が言いたい!?」

「べつに言いたいことはないけど、この戦闘服は体のラインが思いきり出るというあなたの意見には賛同するわね」

「それって遠回しに、あたしや墨染のラインが平へい坦たんだって言ってるだろ！」

「べつに遠回しに言ってるつもりはないけど。割と近回りだけど？」

「この野や郎ろう！　おい墨染、この失敬な女になんか言ってやれ！」

「事実は事実として受け容いれるしかない」

「だから。おまえは素す直なおに受け容れすぎだろ。もっと抗あらがえよ」

「え？　抗ったからといって、わたしや烏丸曹長の胸が膨ふくらむわけではない」

「はぁ。もう。こいつは」

　少し離はなれた場所に座っていた向山が口を挟んできた。

「墨染さん、希望を捨てちゃダメですよ」

「そしておまえは、しれっと女子トークに入ってくるなと」

「ほら、適度な刺し激げきを与あたえると発達するというじゃないですか。なんだったら、僕が適度な刺激を与えるお手伝いをしてもいいんですよ？」

「しれっと胸を揉もみに来たぞ、こいつ！」

「朱鷺瑚さんや武庫川中尉ならともかく、わたしのおっぱいを揉んでも、たぶん楽しくはないと思う」

「そんなことありませんよ。僕、今日、墨染さんの胸を間ま違ちがえて触っちゃいましたけど、楽しかったですから」

「そ、そう、なの」

　珍めずらしく墨染の顔が赤く染まっている。

「そうですとも。大きくても小さくても、そこにおっぱいがあれば、男子たるもの、楽しいものなんです」

「なに力説してんだ、こいつは！」

「っていうか。あくまで間違いと言い張るのね」

　烏丸と太秦がツッコむと。

「ダメですよう、春日」

「お？　珍しく椥辻が向山を窘たしなめに出た？」

「おっぱいが楽しいのは男子だけじゃないですよう。女子だって、素敵なおっぱいを見たり揉んだり舐なめたり吸ったりするのは楽しいんですよう」

「窘めるどころか！　先頭を切って暴走するバカだった！」

「どうしてですかぁ。朱鷺瑚さんのおっぱいを揉んだり叩たたいたり突つっついたりしゃぶったりしたら、楽しいと思いません～？」

「い、いや、それは思わなくもないけど」

「でしょう～？　武庫川中尉のでもいいんですけどね～。あの見事なおっぱい、揉み拉しだいてみたいですよね～」

「どこのオヤジだ、おまえは」

「まぁぁ、カガちゃんたら、楽しそうな話をしているわね？」

　いつの間に近寄ってきたのか、椥辻の背後から淀屋橋が彼女の両りよう肩かたに両手を置いた。

　がし。

　椥辻の肩を摑つかんで、淀屋橋がにっこりと笑う。

「わたしにも聞かせて？」

「痛い痛い痛い！　朱鷺瑚さん、痛いですよう。肩の骨が砕くだけますよう」

　椥辻が本気で顔を歪ゆがめて泣き叫さけんでいる。恐おそるべき淀屋橋の握あく力りよくだった。

「カーガには教育的指導が必要のようですネェ」

　椥辻の前に立った武庫川が、彼女を冷ややかな目で見下ろしている。

「トキーコ、肩を砕いたら、次はカーガのおっぱいを砕くのはどうですかァ？」

　烏丸は囁ささやくような声でツッコんだ。

「いや、おっぱいは砕けませんけどね」

「ごめんなさぁぁぁもうしませぇぇぇ」

　上体を揺すって逃のがれようとした椥辻だが、肩にきつく食い込んだ淀屋橋の両手が外れることはなかった。

「いい、カガちゃん？　そういうことは、たとえ思っても口に出してはダメなのよ？」

「わわわ、わかりましたぁぁ」

「頭の中で妄もう想そうするだけなら許してあげるから」

「妄想なら許しちゃうんだ？　度量が大きいな、朱鷺瑚さん」

「おっぱいも大きいけどね。むしろおっぱいが大きいからかしらね」

「太秦曹長。度量とおっぱいをリンクされると、わたしや烏丸曹長が度量の狭せまい女になるから、そういうことを言うのは止やめてほしい」

「そしておまえは自分のことを弁わきまえすぎだ、椥辻。っていうか、あたしを仲間に引き入れるのは止めろや」

「ごめんなさいぃ、もうしません許してぇぇ」

　椥辻がマジ泣きを始めたところで、ようやく淀屋橋は彼女を解放してやった。

「あ～～痛かったぁ。朱鷺瑚さんの握力って、林りん檎ごを握にぎり潰つぶしてジュースにできるレベルですよう」

「いたらしいな。昔、そんなプロレスラーが」

「それと向山君」

「あ、はい、なんでしょう、淀屋橋さん？」

「こういう話が始まるときは、たいていあなたが元げん凶きようの気がするのですけど？」

「い、いや、そんなことは」

　向山は、だらだらと冷ひや汗あせを流しながら言った。

「淀屋橋さんの気のせいですよ」

　笑えみを消した淀屋橋が、じろりと向山を睨ねめつけた。元々が端たん整せいな顔立ちだけに、そうやって睨にらまれると、ハンパない迫はく力りよくだった。

「女子トークに混ざるくらいは許しますけど、調子に乗ってカガちゃんを煽あおったり焚たきつけたりするような言動をしたら、あなたの黄金の玉を握り潰しますけど？」

　先ほど椥辻の肩を摑んで放さなかった朱鷺瑚の握力を思えば、彼の玉は、間違いなく、確実に、簡単に、あっさりと、握り潰されるだろう。

「ひいぃい～～」

　震ふるえ上がった向山は、椅子から跳とび上がり、股こ間かんを押さえて低頭した。

「それは勘かん弁べんしてくださいぃぃ」

「これからは言動に注意してね？」

　そこでようやく朱鷺瑚はいつもの笑みを顔に浮うかべた。

　こくこくこく。

　またもや向山は、壊こわれた首振ふり人形のように首を縦に振るのだった。

　淀屋橋と武庫川が座っていた椅子に戻もどっていくと、椥辻は肩を摩さすりながら力なく椅子に腰こしを落とした。

「朱鷺瑚さんに本気で怒おこられましたよう」

「椥辻の場合、自業自得だろ」

「淀屋橋さん、恐こわいですねぇ。僕、漏もらしそうになりました」

　向山がそう言うと、烏丸が嫌いやそうに顔を歪めた。

「汚きたねえな」

「いや、でも、朱鷺瑚さんが本気で怒ると本気で恐いから。向山も気をつけたほうがいいわね」
















　と太秦が向山に注意すると、墨染も頷いてみせた。

「滅めつ多たに怒らない分、たまに怒ると本当に恐い」

「でも、朱鷺瑚さんが怒るときって、こっちのことを真しん剣けんに考えてくれてるときだから、なんも言えねえんだよな」

「そうね。わたしも一度だけ、朱鷺瑚さんにぶん殴なぐられたことがあるけど」

　太秦がそう言うと、向山が目を見開いた。

「殴られたんですかっ!?」

「女子の顔をよくもそこまで殴るわねっていうくらい、こっぴどく殴られたわよ。でも、あれはわたしが命令を聞かないで無茶して、小隊を危険な目に遭あわせたから」

「あぁ、あのときな。でも、あれは小隊を危険な目に遭わせたから怒ったっていうより、おまえが自分の命を軽んじるような真ま似ねをしたから怒ったんじゃないの？　あたしはそう思うけど」

「烏丸曹長の言うとおり。朱鷺瑚さんは誰だれよりもわたしたちのことを考えてくれている。だからわたしたちが軽はずみなことをしたりすると怒る」

「そうなんですよう。わたしも締しめ切り間ま際ぎわに二に徹てつしてへろへろになってたとき、『一度寝ねなさい、寝ないなら無理やり寝かしつけますけど』って言われてお腹なかを殴られ悶もん絶ぜつしたことがあったんですよう」

「それは完全に自業自得な気がするけどな」

「そのまま四、五時間、寝てたんですけどぉ、その間、朱鷺瑚さんは、消しゴムかけたりベタ塗ぬったりしててくれたんですよう。起きてそれを知ったとき、わたしは思ったんですよう。ああ、この人に従ついていこうって。この人のために死ぬ気で働こうって。この人の奴ど隷れいになってもいいって。むしろ性奴隷になりたいってぇ」

「行き着くのは、結局そこかよ！」

　向山が感心の顔で呟つぶやくように言った。

「凄すごい人ですねぇ、淀屋橋さん」

「まぁ、大した人だよ。でも、面と向かってそういうこと言うなよ？　朱鷺瑚さん、そういうの、あんまり好きじゃないみたいだし」

　向山は、わかりました、と頷うなずいた。

「でも、僕、ますますこの小隊に配属されてよかったと思いました。というか、皆みなさんに助けられてよかったと」

「そうだな。感謝しろよ、お前」

「感謝の言葉より感謝のお金をください」

「即そく物ぶつ的ね、墨染は」

「感謝の言葉より態度で表してくださいよう」

「具体的には？」

　椥辻が思いきり可愛かわいらしく微笑ほほえんだ。

「脱ぬいで？　そして筋肉に触さわらせて？」

「こいつが心の底から気持ちわるいんだけどっ！」

「心の底まで腐くさっている椥辻士長に今さら何を言っても手て遅おくれ」

「烏丸曹そう長ちようと墨染一士が酷ひどいですよう」

「あははははっっ」

「向山に笑われましたよう」

　相も変わらぬいつもの淀屋橋小隊だった。

　馬ば鹿か話をしながらの夕食が終わり、食事の片付けが始まって。

　シャワーが使えるほどの水が溜たまっていなかったため、せっかく組み立てた簡易シャワーも無む駄だになったが、皆はそこにお湯を入れたバケツを持ち込み、戦せん闘とう服を脱いで濡ぬらしたタオルで体を拭ふいた。

　その間、向山春日が厳重な監かん視し下に置かれたのは言うまでもなかった。
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　夜が更ふけても、元の区役所一帯は平へい穏おんのままだった。

　大泊小隊の第一班が郡津少しよう尉いの指揮下で第一当直の任に就つき、その他の隊は思い思いに寛くつろいでいた。

　とはいえ、壊れかけた鉄筋コンクリートの建物の中だから──おまけに、まだそこかしこに机や椅い子す、書類棚だなやコピー機など、市役所の備品が散乱したままだ──寛ぐといっても限界がある。何より、ここは廃区の奥。最大汚お染せん地域からもそう遠くはない。いつ魔妖が出現してもおかしくはない。

　ないのだが。

「なんの異常もなしか。今日はこのまま終わりそうだな」

　小隊毎ごとに宛あてがわれた部屋で、烏丸が誰に言うともなく声を上げた。その言葉に淀屋橋が反応する。

「これだけ何もないと逆に不安になってくるわね。嵐あらしの前の静けさ、みたいな？」

　太秦が嫌そうな顔になる。

「朱鷺瑚さん、恐いフラグを立てるようなこと言わないで」

「シャワー、使いたかったですよねぇ」

「ここのところ好天続きだったもの、雨水槽そうに溜まった水があれしかないんじゃ、仕方がないわよね？」

「ま、おかげで椥辻が暴走して、大泊少しよう佐さからキツいペナルティを喰くらう心配はなくなったからいいけどな」

「そんなことしませんよう。わたし、そこまで考え無しじゃないですよう」

「本当かぁ？」

「全ぜん裸らでスクワットとか嫌ですよう……あれ？　うちの小隊が罰ばつを喰らうことになったら、春日も一いつ緒しよに、なんですかねぇ？」

「……あ」

「だったら喰らってもいいかもしれないですねぇ」

　何を想像したのか、椥辻はぐふぐふと笑った。

「男子が全裸スクワットすると、ぶらぶらしちゃって大変そうですよねぇ」

「それのどこが考え無しじゃないと言うのかと」

「嫌だなぁ。考えたからこその着眼じゃないですかぁ」

「ダメだ、こいつ」

　烏丸はうんざりだというように首を振ってから淀屋橋に顔を向けた。

「朱鷺瑚さん、注意してないと、こいつ、本当にバカやるよ？」

「カガちゃん、さっきわたしが言ったこと忘れたの？　忘れたなら思い出させてあげますけど？　首をねじ切ったら思い出すかしら？」

　がくがくぶるぶると震えながら、椥辻は全力で首を横に振った。

「首をねじ切られたら、思い出すべきこともすべて思い出せなくなりますよう」

「二度と起き上がれないように、念入りにねじ切ってね」

「太秦曹長が酷いですよう」

「ねじ切ったあと頭ず蓋がい骨こつを開け、塩と聖水で念入りに浄じよう化かすべき。二度と腐脳が復活しないように」

「墨染一士が酷すぎますよう」

　椥辻が泣き出した。

「ほら、カガちゃん、あんまり大きな声を出さないの。他ほかの隊はもう寝ているかもしれないでしょ」

「うぅぅ、わかりましたよう。声を押し殺して泣きますよう」

「あたしらもそろそろ寝る？　朱鷺瑚さん」

「そうね。そうしましょうか。明日も早いしね」

「誰が小隊当直を？」

　と太秦が訊きくと、淀屋橋が自分を指さした。

「最初はわたしが起きてます」

「じゃあ、次はあたしがやるよ」

「お願いね、セッちゃん。中隊当直と同じで、〇まる二ふた○まる○まる時に交代でいいかしら？」

「了りよう解かい」

　小隊が何個か集まって中隊として作戦行動に当たる場合、中隊当直とは別に、小隊毎に誰か一人は起きていることになっている。もしも万一、何か異変が起きたとき、中隊当直からの指令を各小隊ですぐに受けられるように、という理由からだった。

　ロボ娘こが運んできた寝ね袋ぶくろは、すでに各隊に配給されていた。烏丸、太秦、椥辻、墨染、向山の五人は、もそもそと寝袋に体を入れた。

「なんか林間学校に来たみたいでドキドキしますね」

「なんで向山が林間学校なんか知ってるんだよ。っていうか、もっと離はなれろよ」

「入院していたとき、沢良宜中ちゆう佐さに借りたＤＶＤに、学園ラブコメもののアニメがあったもので」

「あ～、そんなこと言ってたな。っていうか、あの中佐、どうしてそんなアニメを持ってるかのな」

「持ってるのも謎なぞだけど、向山に貸すのも謎よね」

　と太秦が言い。

「布教のつもりじゃないんですかぁ」

　と椥辻が応こたえ。

「あの中佐がか？　嫌な布教だなぁ」

　烏丸が眉まゆを顰ひそめた。

「予定では、あと三日、ここに滞たい在ざいするわけだけど、このまま何もなく終わってくれればいいわね」

　寝袋に潜もぐり込んだ淀屋橋が呟くようにそう言った。烏丸や太秦、椥辻に墨染はその言葉に大きく頷いたが、向山だけは頷けなかった。

（何かが起きる気がする。しかもそれは、僕たちにとってよくない何かだ）

　何が起きるのかはわからない。ただ、起きることは間ま違ちがいない。

　向山はそんな気がしていた。

（根こん拠きよも何もないから言えないけど。言っても信じてもらえないだろうけど。逃にげるわけにはいかないから、何が起きようと全力で対処し、何が来ようと全力で討うち払はらうしかないんだよね）

　漠ばく然ぜんとした不安と、同時に、きっとなんとかなるという根拠のない楽観を抱かかえたまま、向山は浅い眠ねむりに落ちていった。
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　その夜は何事もなく過ぎた。

　翌日、簡単な朝食を摂とり終えると、貴き船ぶね、淀よど屋や橋ばし、武む庫こ川がわの各小隊が交代で周辺の哨しよう戒かいに出て、大おお泊どまり小隊と居残りの二個小隊は建物の修しゆう繕ぜんや改修などに努めることとなった。

　今回は三人のロボ娘こが補強材などを運んできたおかげで、ガタが来ていた箇か所しよの補強も進んだし、レトルト食品やレーションも大量に運んでこられたので、数個小隊が一週間くらいなら食いつなげるだけの備び蓄ちくもできた。もっとも、その間、強力な魔ま妖よう群に襲おそわれなければ、という条件がつくのだが。

　その他、発電機や重油、照明、簡易シャワーに簡易テント（寒い時期に備えて）なども運び込めたから、以前より快適に過ごせるようになった。とはいえ、こんなところに長居はしたくないというのが討とう魔ま士したちの本音だろう。

　日が暮れかかり、二日目の作業は終しゆう了りようとなった。

　発電機を持ち込んだとはいえ、全館規模で照明を点つけると、あっという間に燃料を消費し尽つくしてしまう。発電機と照明は、あくまで非常用だ。日が暮れれば作業を終了せざるを得なかった。

　交代で哨戒に出た各小隊は、その都度、何事もなく帰き還かんした。魔ま素そ嵐あらしどころか、高こう濃のう度ど魔ま素そ隗かいの発生もなかった。

　駐ちゆう屯とん地ちとの定時連れん絡らくによると、駐屯地より東方、池いけ袋ぶくろ寄りで発生した魔妖と第二師団の二個小隊が戦ったそうだが、魔妖はＣやＤだったので、難なく撃げき滅めつしたという。第一師団や第三師団も廃はい区く外がい縁えん部で魔妖と接せつ触しよく、戦せん闘とうしたようだが、そちらも人的被ひ害がいを出すことなく撃滅できたらしい。

「今日の廃区は凪ないだ海みたいですね」

　藤ふじ阪さか中ちゆう尉いがそう言うと、大泊少しよう佐さは皮肉そうな笑えみを浮うかべて応えた。

「嵐の前の静けさじゃないといいんだけどね」

　作業を終えた特戦中隊は、揃そろって夕食を摂った。今回は持ってきた野菜やソーセージ、ベーコンなどを煮に込こんだ具材豊かなスープが出たので、烏からす丸まも文句を言わなかった。

　夕食が終わると、休きゆう憩けい時間──自由時間となった。

　見張りに立った大泊小隊第二班──鳴なる滝たき曹そう長ちようが班長を務めている──と大泊少佐、藤阪中尉以外は、思い思いの場所に陣じん取どって寛くつろいでいた。

　大泊と藤阪は一階のロビーに設しつらえた作戦指揮所に詰つめている。

　指揮所には大型の通信機器や探査装置、長机に折おり畳たたみパイプ椅い子す、ノートパソコン、モニター、小さめのホワイトボードなどが設置され、床ゆかの上を蛇へびの群れのようにコード類の束がのたうっている。中隊指揮官である大泊はここに常じよう駐ちゆうしなくてはならない。彼女は指揮所の床に置いた寝袋にくるまって寝たり、椅子に座ったまま寝たり、たまに立ったまま寝るという離れ業わざを見せたりしていた。今も彼女は戦闘服のまま、机に置いた枕まくらに頭を乗せて居い眠ねむりをしているところだった。

　指揮所で起きているのは、副官の藤阪中尉と通信担当の印南いなみ士長の二人だけだ。藤阪は魔力源探査装置に繫つないだモニターに見入っているが、一方の印南は、とくにすることもなく手持ちぶさたの様子だった。

　モニターから目を離すと、藤阪は両手を上げ、ふぅ、と伸のびをした。

「悪いな、印南士長、コーヒーをもらえるか？」

「了りよう解かいです」

　席を離れた印南がコーヒーメーカーからコーヒーをカップに注いで戻もどってきた。

「ありがとう」

　プラスチック製のコーヒーカップを受け取った藤阪は、腕うで時ど計けいに目を落とす。針は午前一時五十分を指していた。

「やれやれ、もうじき当直交代の時刻だな」

「次は武庫川隊でしたね。呼んでおきます？」

「いや、いいだろう。二、三分の遅ち刻こくなら大目に見るし、十分以上の遅刻なら少佐がどやしつけるだろうし」

「どやしつけるっていうか、脱ぬがしつけるっていうか」

「ははは。武庫川中尉がいるから全ぜん裸ら罰ばつ走そうは楽しめそうだな」

「でも、ここじゃ走るとこなんかないですよ」

「じゃあ、全裸スクワットだ」

「いいっすね。武庫川中尉なら、そちらのほうが楽しめそうですね」

　藤阪は笑いながらコーヒーを飲んだ。

「ふぅ。少し目が覚めてきたかな。もっともコーヒーのカフェインが効くにはある程度の時間がかかるらしいから、飲んですぐ眠気が覚めるなんてのは気のせいらしいけど」

「しっかし、なんもなくてよかったですね」

　と印南が真ま面じ目めな顔で言うと、藤阪も笑みを消して頷うなずいた。

「そうだな。ここに来る前は、やたらと魔妖の動きが活発化していたから心配していたが、来てみたら案に相そう違いして平へい穏おんだな。まぁ、平穏であることに文句を言う筋合いはないが、なんだか拍ひよう子し抜ぬけではあるな」

「そうっすね」

「よし、屋上にいる四人を呼び戻してくれ」

「了解です」

　多機能型ヘッドセットマルチネコミミのマイクに向かって呼びかける印南を横目に、藤阪はもう一度、モニターに目を向けた。

　と、そのとき。

　モニターの一角に雲のような白い塊かたまりが映し出され、その中に赤い点が明めい滅めつし始めた。

「大泊少佐！」

　藤阪の鬼き気き迫せまる呼びかけに、大泊が跳はね起きた。ふだんなら声をかける程度では起きてこない大泊だが、さすがに廃区の中で寝ているという自覚はあったらしい。藤阪は、そのことに安あん堵どする。

「ど……どうした、藤阪ちゃん!?」

「魔素嵐が発生したようです！　魔妖反応もあります！」

　大泊が舌打ちしながら席を立ち、藤阪のところまで足早に歩み寄ってきた。

　彼女はモニターを覗のぞき込み、もう一度、舌打ちした。

「お客さんが来やがったか」

　それから大泊は印南に向かって冷静な声で言った。

「総員戦闘用意」

「了解」

　印南が手近の機械にある緊きん急きゆう呼び出し用のボタンを押すと、直後に、あちこちに置かれたスピーカーからサイレンが鳴り始めた。

「緊急事態発生！　緊急事態発生！　特戦中隊員はただちに戦闘準備をして作戦指揮所へ集合せよ！　繰くり返す！　緊急事態発生！　中隊員は戦闘準備を調ととのえ、急ぎ指揮所へ集合せよ！」

　藤阪は自分の多機能型ヘッドセットマルチネコミミのマイクに向かってがなった。

「屋上の鳴滝、聞こえるか!?」

「鳴滝、聞こえています。非常放送も聞きました。どうぞ」

「魔素嵐が発生した。魔妖もいる。そこから何か見えるか？　どうぞ」

　バイザーの暗視モードで辺りを見み渡わたした鳴滝だが、少なくともそこからはなんの異変も感じ取れなかった。

「ここからは何も見えません。どうぞ」

「見張りを続けろ。何か異変があればすぐに知らせるんだ。以上だ」

「鳴滝、了解。見張りを続けます。異変があったら、すぐに知らせます。以上です」

　通信を切った藤阪が大泊を見やったそのとき、午前二時から当直任務に就つくことになっていた武庫川小隊の五人がロビーに飛び込んできた。

　武庫川小隊が階下に下りようとしたときに緊急放送があったため、そのまま駆かけ下りてきて、こうして一番乗りとなった。現状を武庫川に説明する藤阪に代わって印南がモニターの前に陣取り、魔素嵐と魔妖の監かん視しを続ける。

　旧区役所の周囲にはかなり遠方にまで魔力源探査装置モニタリングポストが設置してあるから、モニターに映し出された情報が間ま違ちがいだという可能性は極きわめて低い。魔素嵐はゆっくり南下を始めており、その中には、はっきりと点灯している赤い点が六つ、点てん滅めつしている赤い点が三つ、いや、四つ、確かく認にんできた。

「魔素嵐に魔妖ですカ。パクスロマーナは終わりを告げたのデスね」

「パクス？」

「ローマ帝てい国こくによってもたらされた平和な時代が終わりを告げたということデス」

「わたしは西洋史に疎うといのでよくわからないが、少なくとも、ここの平和が終わりを告げたのは間違いないな」

　藤阪と武庫川のやり取りを武庫川の背後で聞いていた小隊員の顔に緊きん張ちようの色が浮かんだ。

　そのとき、淀屋橋小隊と貴船小隊がロビーに雪な崩だれ込んできた。

「遅おそくなって申し訳ありませんっ！」

　と淀屋橋が叫さけび。

　一方、貴船中尉は、

「魔妖ですかっ!?」

　と訊きいてきた。

　戦闘準備で集合と言われたのだから魔妖に決まっている。それでも確認せずにはいられなかったのだ。

「魔素嵐が発生した。となれば、魔妖がいるのは必然だね」

　大泊がそう応こたえた、そのとき。

「大泊少佐！」

　モニターを食い入るように見つめていた印南が切せつ迫ぱくした声を上げた。

「新たな魔素嵐が発生！　東北東、距きよ離りおよそ二・五。そちらにも魔妖がいます！」

「数は!?」

「一ひと、二ふた、三、四よん、五……六」

　そこで言葉を切った印南は、悲鳴のような声を上げた。

「全部Ｓ級ですっ！」

「なんだって!?」

　大泊が足早に印南の下もとへ歩み寄り、彼女の肩かた越ごしにモニターを覗き込む。たしかに大きな赤い点が六個、モニターに映し出されていた。

「この大きさ、Ｓ級で間違いないね」

（魔素嵐が至近で二つ同時発生!?　しかもＳ級がぞろぞろと出現するとか。そんなことがあり得るの）

　普ふ通つうなら、それはあり得ない事態だ。けれど、目の前のモニターは、あり得ないことが起きたと告げている。

　大泊と印南のところへ藤阪も駆け寄ってきた。

「どうしますか、少佐!?」

　藤阪の問いに、大泊が顔を上げた。

「そうだね」

　こちらには向こう山やま春日かすががいる。迎むかえ撃うとう。大泊がそう言おうとした瞬しゆん間かん、またもや印南が悲鳴のような声を上げた。いや、今回は悲鳴そのものだった。

　藤阪のほうへ顔を向けた大泊だが、すぐに印南のほうへ顔を戻した。

「しょっ少佐ぁっっ、また魔ま素そ隗かいが発生しましたぁっっ！」

「なんだってぇえ!?」

　印南はモニターを見つめたまま震ふるえる声で応えた。

「西南西、距離は約三、魔妖はＳ級が……十!?」

「Ｓが十!?」

　その場に居合わせた者すべてが驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめた。だが、印南の悲鳴はまだ続く。

「あぁっ？　な、なんだこれぇっ!?」

「どうしたの!?」

　大泊がモニターに顔を近づける。

「一体、明らかにＳ級を超こえる魔妖が混じっていますっっ！」

　なるほど、ひときわ大きく明るく輝かがやいている赤い点があった。

　魔力源探査装置が拾った魔力は、モニターに表示される際、魔力量に応じて明暗、大小が変わる。震える指で印南が指し示す光点は、大きさも明るさもＳ級のそれを遥はるかに凌りよう駕がしていた。

（淀屋橋小隊が遭そう遇ぐうしたというＳＳ級!?　まさか、そんな怪かい物ぶつが……）

　大泊は目まぐるしく頭を回転させた。

　一度に三つもの魔素嵐が近場で発生するだけでも異常事態だ。その上、Ｓ級魔妖が一度に十体も出現し、そのうちの一つはＳ級を超える個体だと思われる。あり得ないことオンパレードだ。異常事態という単語が可愛かわいく思えてくる。

（せっかくここまで来たのに残念だけど、撤てつ収しゆうするしかないかな）

　だが、大泊の決断は遅きに失したようだ。

「魔素隗、拡散中！　出現した魔妖群も広がっていきます。こ、この配置は……」

「どうしたの!?」

　また大泊がモニターを覗き込むと、印南がモニターを指して叫んだ。

「この配置、まるでこの建物を包囲するかのような布ふ陣じんです！」

　モニターを見つめる大泊の顔に驚愕の色が浮うかぶ。

（布陣!?　いやいや、それこそあり得ない。魔妖が連れん携けいして戦うとか、絶対にあり得ないでしょ！）

　だが、明らかに魔妖群は旧区役所を取り囲むように移動している。確たる意図があるとしか思えない動きだった。

（あり得ないことが目の前で起きている。これはヤバい。理由とか、さっぱりわからないけど、これはヤバ過ぎる）

　歴戦の勇士、大泊が、数多あまたの魔妖を屠ほふってきた居眠り爆撃姫スリーピングボマーが、初めて恐きよう怖ふした。

　大泊はすぐに貴船と武庫川、淀屋橋を呼び寄せる。

　三人に藤阪が加わって作戦会議が始まった。

「すぐに撤収するよ。南へ走る。そちらの魔妖を撃げき破はして、あとは後ろも見ずに一いち目もく散さんで廃区の外まで逃にげるからね」

「ですが、少しよう佐さ。南に位置する魔妖の撃破に手間取るようですと、近くにいる魔妖に背後を衝つかれます。最悪、全方位から魔妖の攻こう撃げきを受けてしまうかもしれません」

　南側の魔素嵐で出現した魔妖は、すべてＳ級以上。道を塞ふさぐ物が一体、二体だとしても、すんなり突とつ破ぱできるとは限らない。もたもたしていると、周囲に位置する魔妖が集まってくるだろう。二十六人いても、Ｓ級以上十体に囲まれてしまえば苦戦は免まぬかれない。

（いや、苦戦どころじゃないだろうね。最悪、何人もの兵が死ぬ。でも、ここにいて包囲されるよりはマシだろうさ）

　出現した魔妖をすべて合わせると三十体以上いる。それらがすべて押し寄せてきたら、抵てい抗こうのしようがないではないか。逃げ道を断たれる前に包囲を突破するしかない。それが大泊の判断だ。

（それに）

　大泊は突破できるだろうと思っている。彼女は藤阪に顔を向け、鷹おう揚ように頷うなずいてみせた。

「こちらには向山春日がいるからね。向山と淀屋橋小隊がいれば、Ｓ級であっても、一体、二体なら、さほど時間をかけずに撃げき滅めつできるさ」

　そこで言葉を切った大泊は、淀屋橋のほうに顔を向けてから言葉を継ついだ。

「だよね、淀屋橋中ちゆう尉い？」

「え……ああ、はい、Ｓ級が一体、二体なら、たぶん問題はないかと」

「オー、さすがトキーコ、頼たのもしいですネ」

　武庫川は賞賛の顔で淀屋橋を見やるが、彼女を頼もしい目で見つめる者は武庫川だけではなかった。

（いやいや、べつに淀屋橋が頼もしいわけじゃないけどね。頼もしいのは向山春日だろ）

　と思うものの、大泊が武庫川の意見を訂てい正せいすることはなかった。

（向山がいたとしても、彼の魔ア技シ補ス助トが効果を発揮するのは淀屋橋小隊の連中あってこそだからね）

　せっかく運び込んだ物資を放ほう棄きすることになるのは悔くやしいが、今は生きて戻もどることこそが最優先。

「藤阪ちゃん、屋上の四人を呼び戻して。ロボ娘こは空からで移動。いざとなったら人員を担かつがせるから」

「了りよう解かい。すぐに屋上の四人を呼び戻します」

　藤阪が多機能型ヘッドセットマルチネコミミのマイクに向かって声を出そうとした、まさにそのとき、屋上の鳴滝からの鬼き気き迫せまる声が内耳共きよう振しん装置を震わせた。

「藤阪中尉っ！」

「どうした、鳴滝!?」

「魔妖の攻撃を受けていますっ！」

　藤阪が目を剝むいた。

「なにぃ？　近くに魔妖がいるのか!?」

　だが、そんな反応はモニターに映っていない。

「い、いえ、場所は不明。敵の攻撃も不明」

「はぁ？　どうしてそれが魔妖の攻撃だと……」

「魔妖の攻撃以外にあり得ませんっ！　錯さく乱らんした兵が味方を襲おそうなんて……」

　そこで声が途と切ぎれ、すぐに鳴滝の怒ど号ごうが響ひびいた。

「おい、止よせ、岩いわ倉くらっ！　くそっ、貴様もかっ！」

　続いて銃じゆう声せいが一発、二発。

「どうした鳴滝!?　返事をしろ！」

　魔妖相手ではほとんど役立たずだと言われる対魔妖戦用銃だが、人間が相手なら充じゆう分ぶんな殺傷力がある。少なくとも魔妖に嬲なぶり殺しにされるよりは死んだほうがマシという状じよう況きように陥おちいったとき、確実に自害できるくらいの殺傷力が。それを使ったということは、相手が魔妖ではなく味方だということだ。

「大泊少しよう佐さ、屋上の味方が魔妖の攻撃を受けている模様。敵の位置と攻撃法は不明ですが、同士討うちが起きているようです」

　大泊が動き出した。その場を行ったり来たりしながら命令を下す。

「郡こう津づちゃん、二人連れて見に行って。武庫川小隊と淀屋橋小隊も。藤阪ちゃんとうちの残りと貴船小隊はここで待機」

「郡津、了解であります」

「藤阪、了解しました」

「貴船小隊貴船、了解です」

「淀屋橋小隊淀屋橋、了解です」

「武庫川小隊武庫川、了解でぇす」

「印南ちゃん、本部へ連れん絡らくを入れて状況を報告、援えん軍ぐんを要よう請せいして」

「印南了解しました。本部に連絡し、援軍を出すよう要請します！」

「よし、行って。異常があれば、すぐに連絡すること。いいね？」

「郡津、了解であります」

　大泊への敬礼を終えると、郡津が駆かけ出した。それを追って二名の部下が、さらに淀屋橋小隊の六人と武庫川小隊の五人が走っていく。壊こわれたままのエレベーターは使えない。全員が階段に向かった。

　ロビーから駆け去っていく郡津や淀屋橋小隊の背中を見送った藤阪は、怖おぞ気けを感じて身み震ぶるいした。

（何かとてつもないことが起きつつあるようだ。今まで見たことも聞いたこともない異常事態が自分たちに迫せまりつつある。果たして自分たちは生きて廃区を出られるのか）

　藤阪は暗あん澹たんとした思いでモニターに映る二十以上の赤い光点を見つめていた。
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　屋上に照明などない。鳴滝班が持ち込んだ数個のランタンが置いてあるから、真っ暗というわけではなかったが、やはり薄うす暗ぐらく、はっきりと状況が視し認にんできない。郡津がＬＥＤ製の懐かい中ちゆう電灯を持つ右手を伸のばし、屋上のあちこちに白い光を走らせると、すぐに惨さん状じようが浮かび上がった。

　あちこちに何人かの手足が散乱し、至る所に血の池ができていた。転がっている三つの遺体のいずれもが戦せん闘とう服を切り裂さかれ、全身を滅めつ多た刺ざしにされている。屋上の隅すみにへたり込んでいる鳴滝も血ち塗まみれだったが、大きく肩かたを上下させているところを見ると、生きているのは間ま違ちがいない。

「おい、鳴滝、何が起きた？」

　懐中電灯の光を鳴滝曹そう長ちように向け、郡津が怒ど鳴なった。

「おい、鳴滝！」

　だが彼女からの返事はない。鳴滝は荒あらい息を吐はいたり吸ったりしているだけだ。彼女が呼吸する度たびに、両肩が大きく上下動する。

「いったい何が」

　近寄ろうとした郡津を、淀屋橋が引き留める。

「待ってください、郡津少しよう尉い」

「何か、中尉？」

「あれを」

　淀屋橋が鳴滝のほうを指さすので、郡津は淀屋橋に向けた顔を鳴滝のほうへ戻す。

「あれって、どれか？」

「鳴滝曹長の右肩に何か刺さっていませんか？」

　と淀屋橋に言われ、郡津が目を細める。郡津の部下だけでなく、淀屋橋小隊の五人と武庫川小隊の五人も、上体を乗り出すようにして鳴海のほうを見やった。

「ん？　あれは」

　それに郡津が気づいた。

　たしかに鳴海の右肩に何か刺さっているように見える。太さは一センチあるかないか。どれだけ深く刺さっているのかわからないため全長は不明だが、少なくとも肩の上に細長い物が二十センチほど飛び出ている。懐中電灯の明かりだけでは色がよくわからないが、肉色のようにも見える。

「何かの棘とげ……か？」

「棘にしては、おかしいです」

「ん？　何がおかしい？」

「震えているように見えませんか？」

「な、なに？」

　郡津が目を凝こらすと、なるほど、棘のような物が小刻みに震しん動どうしているように見えた。

（こいつ、こんな状況で真っ先にアレが刺さっているのに気づいただけでなく、震動していることにまで気づいたのか。大したものだな）

　内心で淀屋橋に賞賛を送ると、郡津はウエストベルトから銃を抜ぬいた。

「どうやら、あれが鳴滝の言った『魔妖の攻撃』のようだな」

「の、ようですね」

「となると、迂う闊かつに屋上を歩けない。いつまたアレが飛んでくるかわからないからな」

　郡津がそう言うと。

「ケイちゃん」

「はい、朱と鷺き……淀屋橋中尉」

　素知らぬ顔で言い直し、墨すみ染ぞめが進み出た。

「念のための防ぼう御ぎよをお願い。出で窓まどタイプがいいんじゃないかしら」

「了解。退廃的防御天蓋デカダンスドームをタイプ出窓ベイウインドウで展開」

　墨染は魔力を練り上げた。

　その背後で烏丸が、

「ドームなのに出窓っておかしいよな」

　と呟つぶやくようにツッコんでいた。

「魔マ技ギの名前なんか、適当でいいんですよう」

「そうだな。お前の魔マ技ギが、その典型だもんな」

　烏丸と椥なぎ辻つじが、ひそひそと言葉を交かわしていると、ぶん、という音がして、一いつ瞬しゆん、墨染の側頭部の一メートルほど先で光が煌きらめいた。

「見えたほうがいい？」

　と墨染が訊きいて。

「そうね」

　と淀屋橋が応こたえ。

「機能、見え見えで」

「だから。なんでそこだけ日本語なんだよ」

　烏丸が情けなそうな顔で小さくツッコむと。

「だから適当でいいんですってばぁ」

　と椥辻が応じ、横から太秦うずまさも、そうね、と口を出してきた。

「簡単かつ効率的に魔マ技ギを発揮するための名前なんですものね」

「それはそうかもだけど」

　烏丸はまだ納なつ得とくのいかない顔だ。

　展開した対魔妖シールド──退廃的防御天蓋デカダンスドームのタイプ出窓ベイウインドウ──を視覚的に認知できるように墨染が操作すると、淀屋橋、郡津、そして墨染本人が立っているすぐ横の空間が薄ぼんやりと光り出した。

　光が収まると、空間の一部に色がついていた。縦が二・五メートルくらい、横が二メートルくらいに亘わたって空中に半はん透とう明めいの水色の皮ひ膜まくができたような感じだ。その中央部分が少し出っ張っており、出窓のようだと言えなくもない。

「これで大だい丈じよう夫ぶかと、郡津少尉」

「よし、行こう。気をつけろよ」

　郡津が先頭に立ち、その後ろに淀屋橋、さらにその後ろに墨染という順番で、鳴滝のところへ三人が近づいていく。すると唐とう突とつに鳴滝が跳はね起きた。予備動作も何もなしに立ち上がったその動きは人間離ばなれしていた。まるで操あやつり人形だ。あるいは人型ロボットだ。

　立ち上がった鳴滝の姿を見て、郡津が息を吞のむ。

　彼女は右の乳ち房ぶさの下から左腰ごしにかけて、一直線に切り裂かれていた。戦闘服だけでなく、皮ひ膚ふも綺き麗れいに切り裂かれていて、今も赤い血が流れ続け、開いた傷口からは内臓の一部がはみ出している。

「う」

　口を押さえて短く呻うめくと、向山が顔を背そむける。烏丸や太秦、椥辻も、そして武庫川小隊の五人も、驚おどろきに目を見開いたり顔を顰しかめたりしているが、向山以外に目を逸そらす者はいなかった。

「あれでよく生きてられるな」

　と烏丸が言うと。

「本当に生きてるのかしらね」

「どういう意味だ？」

「魔妖の攻こう撃げきでゾンビ化したとか？」

「いやいや、さすがにそれは」

「わからないですよう？　そもそも魔妖がなんだかもよくわからないんですから、わたしたちの知らない攻撃方法を持ってる魔妖がいるかもしれないじゃないですかぁ」

「もしそうだったら、洒しや落れになんないな」

「み……みなさん、よく平気ですね」

　そっぽを向いたまま弱々しい声で向山が言うと、烏丸が冷れい淡たんな声で応えた。

「まぁな。死人はいっぱい見た。綺麗な死体も酷ひどい死体も、いっぱいな」

「そう……ですか」

「烏丸、あの人はまだ死んでないわよ」

　と太秦に言われ、烏丸は、

「ああ、そうだったな」

　と頭を搔かいた。

　そのとき、おかしな立ち上がり方をした鳴滝が口を開いた。

「助けて……助け……たす……タスケ……たすタス助たすタス助たすタスタスタスタス」

　鳴滝の首が小刻みに前後に揺ゆれ始める。

「たすたすたすたすたすケてくれないとぉぉお」

　不意に鳴滝の姿が消えた。

　いや、消えたのではない。いきなり走り出したのだ。腹を切り裂かれ、血塗れになり、内臓をはみ出させ、立っているのがやっとというその姿で、猛もう然ぜんとダッシュしたのだ。

　虚きよを衝つかれた郡津は対応が遅おくれた。

「殺しちゃいますぅうぅぅぅう」

　鳴滝が右手に持っていたナイフを振ふり上げた。

　烏丸たちが咄とつ嗟さにウエストベルトの銃じゆうを引き抜いたが、間に合いそうもない。

　ナイフが振り下ろされ、煌めく刃は先さきが郡津の胸に食い込もうとしたそのとき、郡津の横に出た淀屋橋が、郡津の首に右みぎ腕うでを絡からめて引き倒たおした。プロレス技わざのウエスタンラリアットを決めたみたいな構図だった。

「ぐぅえっっ」

　おかしな悲鳴を上げ、郡津が背中から屋上の床ゆかに倒れ込む。おかげで鳴滝のナイフは空を切っていた。空から振ぶりしてバランスを崩くずした鳴滝に淀屋橋が右の中段回し蹴げりを見み舞まった。淀屋橋の足の甲こうが鳴滝の左ひだり脇わき腹ばらにめり込み、彼女は数メートル吹ふっ飛んで、べしゃりと床に落下した。

「うわぁお。大おお怪け我がしてる相手の腹に回し蹴りをぶちかますとか、朱と鷺き瑚こさん、ほんっと容よう赦しやないなぁ」

　怪我などしてなくても悶もん絶ぜつしそうなくらい淀屋橋の蹴りは見事に決まったのに、鳴滝は平然と起き上がってきた。

「マジ、ゾンビじゃねえか」

　と烏丸が呆あきれた声を出す。

「太秦、椥辻、向山を頼たのむ」

「あ、ええ」

　銃を構えて烏丸が進み出ると、郡津の部下二人も銃を構えて烏丸に続いた。起き上がった郡津も、銃を持つ右手を前に伸のばし、左手を添そえて照準を合わせた。

「止まれ、鳴滝」

「殺しちゃイマスよぉ。郡津サンのお腹なかヲ切り裂さイテ、内臓を引きズリ出してアゲマすからネぇぇ。それトモおっぱいヲ抉えぐり取るホウガいいデスすかァあァァあ？」

「郡津少尉、この人はもうダメです」

　淀屋橋が冷めた声でそう言うと。

「の、ようだな」

　意を決して郡津が引き金を引いた。

　ぱん、ぱん、ぱん。

　乾かわいた銃声が三度響ひびいた。

　討魔兵の戦せん闘とう服には防ぼう弾だん機能などない。そして討魔兵の持つ拳けん銃じゆうは、対魔妖戦用の武器だが、人に向ければ充じゆう分ぶんな殺傷力がある。

　鳴滝の左胸に小さな赤黒い穴が三つ開いた。普ふ通つうなら心臓を撃うち抜かれて即そく死ししている。それなのに鳴海は倒れなかった。
















「痛い。痛い痛いいたいイタイ。酷いジャないデスか郡津サン。どウシて味方を撃つヨウナことスるんデスかぁ」

「死なないのか、こいつ」

　青ざめた顔で郡津が銃の狙ねらいを鳴滝の頭に変えた。ナイフを持つ右手を前方に伸ばし、鳴滝がよたよたと近づいてくる。

「何か来る！　烏丸曹そう長ちよう、下がって！」

　墨染が叫さけんだ。

「お？　おおっ！」

「他の人も！」

　烏丸や郡津の部下が慌あわてて元の場所まで駆かけ戻もどり、物もの陰かげに身を隠かくした。その直後、墨染が保持していた退廃的防御天蓋デカダンスドームタイプ出窓ベイウインドウに何かが当たり、電線がスパークしたときのように火花が散った。

「鳴滝さんに刺ささっていた棘とげだ」

　と墨染が言う。

　棘は明らかに魔妖の魔力攻撃だった。魔力の攻撃である以上、よほど魔力量に差がない限り、向山の魔ア技シ補ス助トで強化された防御天蓋ドームで防げる。

　次々と防御天蓋ドームに衝しよう突とつした棘は、火花を散らしながら次々と消しよう滅めつした。だが、無防備で立っている鳴滝には、さらに十本近い棘が刺さった。

「くきょぇえっ」

　鳴滝が怪かい鳥ちようか何かのような奇き声せいを上げた。

「こっ殺っ殺す殺さ殺さなケレば殺さなけレばければればレバ」

　鳴滝はナイフを持った右手を振り上げ、そして自分の首に突つき立てた。

「殺すうぅうぅぅううぅぅ」

　ナイフの刃はが首筋に食い込み、激しく血が迸ほとばしった。

　鳴滝はナイフを抜ぬき。

　また突き刺し。

　抜いて。

　刺して。

　何度も何度も突き刺して。

　やがて血を噴ふき出しながら倒れ伏ふした。

　鳴滝の体はしばらく痙けい攣れんしていたが、やがて動かなくなった。

　その場に居合わせた者すべてが、動かなくなった彼女を呆ぼう然ぜんと見やっている。

「う……うぅ……」

　向山が膝ひざを落とし、右手で強く自分の口くち許もとを押さえた。

「また来たっ！」

　墨染の叫び声に、全員が我に返った。

　防御天蓋ドームに棘がぶつかり、ばちばちと音が弾はじけ。

　棘は眩まばゆく輝かがやいて、そして消えた。

「郡津少しよう尉い、下に戻りましょう。ここはもう……」

　沈ちん痛つうな声で淀屋橋が言い、郡津も、そうだなと頷うなずいた。屋上に倒れ伏す同どう僚りようたちにチラっと視線を送った郡津は、覇は気きのない声で言った。

「戻ろう。その前に大泊少しよう佐さに報告しておく」

　郡津は多機能型ヘッドセットマルチネコミミのハンズフリーマイクで大泊少佐を呼び出した。

　鳴滝たちを呼び戻すだけにしては時間がかかっていたので、郡津からの連れん絡らくが入ると、大泊は不ふ機き嫌げんな声で応こたえた。

「郡津ちゃん、遅おそいよ。あまりに遅いんで、こちらから人をやろうかと……」

「申し訳ありません、少佐。屋上で大変な事態が発生しました。じつは」

　大泊の言葉を遮さえぎって、郡津は屋上での出来事を早口で報告した。

「……というわけで鳴滝班は全ぜん滅めつです。こちらに被ひ害がいはありませんが、これ以上、ここに止とどまるのは危険と判断しました。これから下りるところです。どうぞ」

　大泊は低く呻うめくような声で言った。

「そうか、わかった。とにかく急いで。以上だ」

「了りよう解かいです。急いで指揮所まで下ります。通信を終わります」

　ふぅ、とため息を吐ついて郡津が通信を終しゆう了りようさせた。

「下りよう。下は下で、厄やつ介かいなことになっていそうだ」
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　鳴滝班が全滅してしまったので、残りの中隊員は二十二名。その全員が指揮所となっているロビーに集合した。

　二十一人を前に大泊が淡たん々たんと話している。

「魔妖の布ふ陣じんは南側が厚くなっている。いや、布陣と言っちゃっていいのかはわからないけど、まるで我々が廃区外へ逃にげるのを阻そ止ししようというような位置取りなんだね」

「そっ、そんなことがあり得るのでしょうカ？」

　大泊が話している最中だというのに、驚おどろいた武庫川は思わず口を差し挟はさんでしまった。じろり、と大泊に睨ねめつけられ、武庫川は慌てて手で自分の口を塞ふさぐ。

「あり得ないと思うよ。常識的には単なる偶ぐう然ぜんだろう。けれど、最悪、万が一、偶然ではない場合も想定するべきだろうね」

「偶然ではない。つまり魔妖は、我々がここに居るのを承知の上で意図的に南側に集まってきていると仰おつしやるのですか？」

　今度は淀屋橋がそう訊きいた。

「位置取りを見ると、そういう可能性もあるということさ」

　淀屋橋小隊と武庫川小隊の隊員たちが顔を見合わせている。郡津も驚きの顔で大泊を見つめた。一方、指揮所に残っていた藤阪や印南、貴船小隊員は驚いていないから、それはここで話し合われた事こと柄がらなのだろう。

「その場合、南側に逃げるのは敵の思う壺つぼだろう。おそらく強力な奴やつが南に回っている」

（つまり少佐は、逃げないと？）

　淀屋橋は上うわ目め遣づかいに大泊のほうを見やった。

「かといって、北には向かえない。北は元々、魔素濃のう度どが高いわけだからさ、こうなるといつもより多くの魔妖が出現するかもしれない。東や西に迂う回かいしようとしても、南に集まった強力な魔妖群に側面を衝つかれた場合、結局、北へ押しやられる。そちらには、さらに強力な魔妖が控ひかえているかもしれない。仮にいなくても、魔素嵐に巻き込まれでもしたらそうとうに不ま味ずい展開になる」

　そこで言葉を切った大泊は、郡津と二人の部下、そして淀屋橋小隊と武庫川小隊の十一人を見回してから結論を言い放った。

「ということで、我が特戦中隊はここで魔妖を迎げい撃げきする」

「えぇえ～～っ？」

「マジですか!?」

「本当にぃ？」

　などという半ば悲鳴のような声が上がったが、大泊少佐はそれらを軽く無視して言葉を継ついだ。

「すでに本部には連絡済みで、本部は全軍出撃の決定を下した」

　ざわめきはぴたりと収まった。

「指揮は二に乃の瀬せ大たい佐さが執とられる」

　またも武庫川小隊や淀屋橋小隊の面々がざわついた。

「従って我々は、ここに籠ろう城じようし、援えん軍ぐんの到とう着ちやくを待つと、そういうことだね」

「で、ですガ大泊少佐、ここに籠城して保もちますカ？　魔妖は二十体ほどもいるのではなかったデスか？　しかも、その多くがＳ級だったはずデハ？」

　思わず力が入った武庫川は、知らず知らずのうちに体を上下に揺ゆすっていた。

（凄すげえな。揺れてるぞ。マジで揺れてるぞ）

　横目で武庫川を見ている烏丸は、内心で感かん嘆たんの声を漏もらす。彼女が見ているのは、もちろん武庫川の大きく盛り上がった胸部だった。

（何か別の生物が寄生してるみたいだな。寄き生せい乳にゆう……なんちゃって）

「セッちゃん、よそ見しないの」

　淀屋橋に脇わき腹ばらを突つつかれ、烏丸は大おお慌あわてで視線を戻した。

　武庫川の指し摘てきに大泊は、にへら、と笑った。

「普通は籠城する気になんかならないけどね。でも、こっちには向山春日がいるからさ」

　いきなり名前を呼ばれ、向山が驚きの顔を大泊に向ける。

「え？　僕ですか？」

「そうだよ。あと、墨染一士」

「あ、なるほど、はい」

　墨染はたちどころに大泊の考えを理解した。

「おまえのアレ、向山がいればこの建物を覆おおえるか？」

　という大泊の言葉に、烏丸や太秦が目を見開いた。

「え？　さすがにそれは」

「ハードルが高いわね」

　けれど墨染は。

「なんとかなると思います」

　と応じた。

「なるのかよ」

「可能なら、本当に心強いけど」

「魔妖群が接近する前に試ためしたい。今やってみてくれ」

「墨染、了解しました」

　大泊に敬礼を送ると、墨染はちょいちょいと向山を手招いた。

「なんですか、墨染さん？」

「魔ア技シ補ス助トをお願いする」

「あ、はい、それはいいですけど、どんな魔マ技ギを使うんです？」

「退廃的防御天蓋デカダンスドームのバリエーション」

「なるほど」

　向山は、ドーム状に張る対魔シールドの大きさを極限にまで拡大するつもりなのだろうと推測した。

　墨染は向山の正面に立った。向山と相対する形で。

　ふだんの向山なら迷わず墨染の胸部に手を伸のばしていたかもしれないが、さすがに大泊以下、他隊の人間の前でそれをするのは憚はばかられる。彼は首を傾かしげ、

「墨染さん？」

　と声をかけた。

「ちょっと間ま違ちがえただけ」

　墨染は平然とそう応え、回れ右して向山に背中を向けたが、すかさず烏丸からツッコミが入った。

「おまえは椥辻か！」

「心外な。わたしを腐ふ脳のう腐ふ女じよ子しと一いつ緒しよにしないでいただきたい」

「墨染一士も烏丸曹そう長ちようも酷ひどすぎますよう」

「いいですか、墨染さん？」

「うん、いい」

　向山が右手を伸ばし、墨染は体内で魔力を練り上げる。

　向山の右の掌てのひらが墨染の背中に押しつけられると、墨染の魔力量が爆ばく発はつ的に膨ふくらんだ。

「こ、これは」

　目の前で見る向山の魔ア技シ補ス助トの威い力りよくに大泊が目を瞠みはる。彼女だけでなく、その場に居合わせた討魔士すべてが、墨染の魔力が爆発的に増大するのを間近で見せられ、驚きよう愕がくした。

「発動。退廃的防御天蓋デカダンスドーム、タイプ蔦の絡まる礼拝堂ホーリーヴエインズ」

　墨染の足あし下もとにエメラルドグリーンの光が点ともった。緑色の光点から四方八方に緑色の筋が伸びていく。幾いく筋すじも。するすると。滑なめらかに。

（なるほど、これはたしかに葉脈veinだ。でも、これが墨染さんの防御天蓋ドームのバリエーションだとすれば、これはまさか……）

　床ゆかの上を這はっていった無数の緑の筋は、ほどなく壁かべに到とう達たつした。けれど緑の筋はそこで止まることなく、そのまま壁を伝って這い上がっていく。墨染の足下で眩く輝く緑の光球は、やがて光を失って静かに消しよう滅めつした。

　墨染が静かに息を吐はいた。

「蔦の絡まる礼拝堂ホーリーヴエインズ、完成」

「マジでか!?　マジでこの建物を覆った!?」

　烏丸の驚きようは尋じん常じようではない。彼女も、太秦も、淀屋橋や椥辻も。いつもの墨染の魔力の限界を知っているからこそ、いま目の前で放たれた魔マ技ギの威力の大きさに、驚きよう嘆たんし、驚愕し、感動すら覚えていた。

「墨染。あたしは今日ほどおまえがチームメートだってことに感謝した日はねえぞ」

「この建物を防御天蓋ドームで覆い尽つくすなんて、信じられないわね」

「墨染一士はやればできる子だったんですねぇ」

「え？　わたし、椥辻士長と違ちがって、普ふ段だんからやってる子だけど」

「どうして墨染一士はわたしに辛つらく当たるんですかぁ」

「え？　わたし、事実を述べただけ。べつに辛く当たっているつもりはない」

「墨染一士の淡々とした言葉がわたしの肺はい腑ふを抉えぐるですよう」

「ついでに心臓も抉られろ」

「脳の腐くさった部分も抉り取っちゃえば？」

「烏丸曹長と太秦曹長のは、もう虐いじめですよう」

「そんなことより、大泊少しよう佐さ」

「そんなことって、朱鷺瑚さん……」

「なんだ、淀屋橋？」

「本当にこれで保もち堪こたえられると？」

「この威力なら、なんとかなるんじゃないの？」

（適当ね）

　と苦々しい思いになる淀屋橋だが。

「ケイ……墨染一士の魔力にも限界があります。これほど大きな蔦の絡まる礼拝堂ホーリーヴエインズを使うのは初めてですし、いつ無効になるかわかりません」

「そこは向山の力に縋すがるしかないな。とにかく援軍が来るまで保ってくれればいいんだ、なんとかなるっしょ」

（あくまで適当ね）

　と思う淀屋橋だが。

（まぁでも、この防御天蓋ドームで守られていれば、全員、攻こう撃げきに専念できますし、援軍が来るまで保ち堪えることはできる……かしら。というか、なんとかしないとどうしようもないんですけど）

　烏丸の言葉ではないが、墨染が自分の隊にいてくれてよかったと心の底から思う淀屋橋だった。

「大泊少佐、淀屋橋中ちゆう尉いに一つ質問、よろしいですか？」

「なんだい、藤阪ちゃん？」

　では、と言って藤阪は、大泊から淀屋橋に視線を移した。

「わたしは彼の魔ア技シ補ス助トのことをよく知らないので教えてもらいたいのだが」

「あ、はい、わかることなら」

　と淀屋橋は釘くぎを刺さした。自分たち向山の魔ア技シ補ス助トに関しては、いや、そもそも彼自身に関しては、よくわからないことだらけなのだから、質問に答えられない場合だってある。

（彼のことをよく知っているように思われるのは困るんですけどね）

　だから淀屋橋は、わかることなら、と予防線を張ったのだ。

「彼の魔ア技シ補ス助ト、いったん魔マ技ギを発動させてしまえば手を放しても平気なのか、それとも魔マ技ギを使っているあいだは手を触ふれていないといけないのか、ということなんだが」

（ああ、それならわかる範はん囲い内ですね）

「手を触れていないとダメみたいです」

「とすると」

　藤阪はそこで言葉を切ると、墨染と向山のほうへ視線を向けた。

「防ぼう御ぎよ戦のあいだ、ずっと彼は墨染一士に触れていないとならないのだな？」

「そういうことになります」

「となると」

　墨染と向山から視線を外した藤阪は、今度は大泊のほうを見やった。

「防御戦のあいだずっと二人は合体していないとなりません。大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

「合体って！」

「言い方！」

　思わず烏丸と太秦がツッコみ、椥辻が嫉しつ妬とに燃える目で墨染を睨にらんだ。

「わたしより先に春日と合体するだなんて許しませんよう」

　大泊は我関せずという顔で藤阪に応こたえる。

「早ければ一、二時間、遅おそくても三、四時間だ、問題ないだろう？」

「その振ふれ幅はばの根こん拠きよを教えていただけますか？」

　と淀屋橋が訊きいた。

「途と中ちゆうで魔妖群と遭そう遇ぐうした場合が三、四時間で、そうでなければ一、二時間ってことだね、淀ちゃん」

「なるほど。了りよう解かいです」

　と淀屋橋は言ったが。

「ですが少佐、もし敵の攻撃がこの建物に入ったりすると、壁や天てん井じようの一部が崩くずれてくる虞おそれもあります。慌あわてて逃にげようとしたときに手が離はなれてしまった、というのは、あり得ることではないでしょうか」

「あぁ、そうだねぇ」

　大泊は少し考え込んだが。

「淀ちゃん、触れている箇か所しよは掌と背中限定じゃないんだよね？」

「ええ、それは。試したのは一、二度ですが、他ほかの箇所でも大丈夫でした」

「なら、二人の手と手を繫つなげて縛しばっておくのはどうかな、藤阪ちゃん」

「なるほど」

「それとも、二に人にん三さん脚きやくレースのときみたいに、片足ずつ縛っておくとか」

「少佐、それです。いっそ背中と背中をくっつけた状態で全身をぐるぐる巻きにしてしまえば如何いかがでしょう」

（おいおいおい！）

（いきなり何を言い出すの、この人!?）

　烏丸と太秦が心の中で盛せい大だいにツッコんだ。

「それだと、いざというとき走り難にくいだろ。墨染ちゃんのバックと向山春日のフロントを結合して縛るのがいいんじゃないかな？」

（結合て！　いいわけないでしょ！）

　烏丸は盛大にツッコんだ。あくまで内心で。

「墨染一士がわたしより先に春日と結合合体するなんて羨うらやましすぎますよう」

　椥辻は、ぎりぎりと歯は嚙がみしながら墨染を睨んでいる。その目の光には殺意すら感じるほどだ。

「あのう、大泊少佐」

「なんだい、墨染ちゃん」

「フロント同士とか、フロントとバックとかの合体だと精神集中が乱れるので、できれば手と手を繫ぐくらいにしておいていただけると助かります」

「そうか。そうだな。魔マ技ギの使用に集中してもらわないとならないものね。よし、二人に手を繫がせて、縛ろう」

「本当にやるのですか、大泊少佐？」

「やるよ、淀ちゃん。今はもう、効果がありそうだと思うことはなんでもやってみるしかないんだからさ」

　いいの、ケイちゃん？　という思いを乗せて、淀屋橋は墨染を見やった。

「いい。やる」

　墨染が力強く頷うなずき。

「僕もかまいませんよ」

　向山はにっこりと笑い。

「くぅやしぃ～～」

　椥辻が涙なみだ目めになって身み悶もだえた。
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　大泊が全員の配置を決めた。

　魔ア技シ補ス助トでブーストされた退廃的防御天蓋デカダンスドームタイプ蔦の絡まる礼拝所ホーリーヴエインズが効いているから、すり抜ぬけてくる魔妖は阻そ止しできる。そう判断した大泊は、全員を三階に上げた。

　三階ならば、ある程度の見通しが利きく。同時に、いざというとき飛び降りても死ぬことはない。討魔兵は、建物の二階くらいなら平気で飛び降りられる程度の訓練は積んでいるのだ。とはいえ三階ともなると、運が悪ければ足を挫くじいたり骨に罅ひびが入ったりすることもあるだろうが、それが恐こわければ二階に下りてから飛び降りればいい。一階分を下りるだけなら大して時間はかからない。

　見通しの良し悪あしだけなら、四階、五階に上がったほうがいいに決まっているが、いざというときのことを考え、大泊は三階で迎げい撃げきすることにしたのだった。

　その布ふ陣じんは。

　南側に淀屋橋小隊。

　東側に貴船小隊。

　北側に大泊小隊。

　西側に武庫川小隊。

　淀屋橋が南側を担当するのは、向山の魔ア技シ補ス助トがあるからだ。

　魔ア技シ補ス助トでブーストされた魔マ技ギで強力な魔妖群主力を迎むかえ撃うつのである。だが、大泊が全員を三階に上げようとする前に椥辻が意見を具申した。

「大泊少佐ぁ、向山春日の魔マ技ギを受けての迎撃には一つ問題があると思うのですう」

「なんだ、腐ったちゃん？」

「大泊少佐の呼び方が酷ひどすぎて泣けてきますよう」

「いま急いでるんだけど？　早く言ってくんないかな？」

　大泊に急せかされ、椥辻は慌てて姿勢を正した。

　いま大泊を怒おこらせたりすれば、

「じゃあ、お前だけ外に出て魔妖を迎撃。頑がん張ばって～」

　などと言われかねない。

「墨染一士の魔マ技ギを補助しているため、向山春日の右手はすでに塞ふさがっています。空いているのは左手だけでして、彼の魔ア技シ補ス助トを得て魔妖を攻撃できるのは一人しかいないことになるですよう」

「あ！」

「なるほど」

「そうだった」

　淀屋橋や烏丸、太秦が意表を衝つかれたという顔になる。

「う～ん、しかし」

「そうね。驚おどろいたわね」

　烏丸が唸うなり、淀屋橋が何度も頷いている。

「どうかしたんですかぁ、烏丸曹そう長ちよう、淀屋橋小隊長？」

「いや、言われてみれば当然の指し摘てきなんだけど、真っ先に指摘したのが椥辻だったというのに驚いている」

「ええ、そうね。驚き桃ももの木山さん椒しよの木だわ」

「烏丸曹長も淀屋橋小隊長も酷い～。わたし、どんだけバカだと思われてるんですかぁ」

　横から太秦が参戦してきた。

「バカというか、腐くさったバカだけど」

「太秦曹長が最低過ぎて泣ける！」

「そっかぁ。それは考えてなかったねぇ」

　と大泊が唸った。

「空きスロットは一つだけということなんだね、淀ちゃん？」

（空きスロットって。言い得て妙みようだけど）

　苦く笑しようしつつ淀屋橋が頷いた。

「そうですね。わたしもうっかりしていました」

「魔ア技シ補ス助トで魔マ技ギを盛れるのは一人だけと。そうなると、南側は淀屋橋小隊だけでは少しキツいか。仕方がない、わたしも南に加わるとしよう。南に比べれば、東西と北は魔妖のレベルが低いようだから、そちらは君たちでなんとかしてもらうしかないな、貴船ちゃん、武庫川ちゃん」

「貴船、了解です」

「武庫川、了解でぇす」

「藤阪ちゃんも頼たのんだよ」

「了解しました」

「想定以上の魔妖に襲おそわれた場所には、他の場所から応おう援えんに行くということで。その辺は臨機応変にやろう。いいね？」

「はい」

「とにかく援軍が来るまでの辛しん抱ぼうだ。全力で支えよう」

「はい！」

「よし。三階に上がって配置に就つくよ。印南ちゃん、魔妖群の様子は？」

「一体だけ七百～八百メートル付近にいますが、それ以外はまだ一キロ以上離れています。じりじりと包囲の輪を縮めている感じですね」

「一体だけ七百～八百か。ということは、味方を錯さく乱らんさせた棘とげみたいなのを撃ってきたのがそいつかな」

　と言って、大泊が淀屋橋を見た。

「そうですね。方向的にも合っていますし、そいつで間ま違ちがいないかと」

「そいつがいる限り、屋上には出られないな。墨染ちゃんの蔦の絡まる礼拝所ホーリーヴエインズに守られてるから、建物の中に撃ち込まれる心配はないだろうけどさ。しかし」

　大泊は小さく首を捻ひねった。

「包囲の輪を縮めるねぇ。ずいぶんと魔妖らしくない動きだね、藤阪ちゃん」

「ええ。今まででしたら、同時発生した場合でも、時間の経過とともに位置取りはバラけ、突とつ出しゆつするものもいれば遅おくれるものもいるというように、いい加減な動きだったのに、今回はやけに統制が取れていますね」

「統制が取れてる……か。まさか指揮官がいたりしてね」

「まさか。それ、洒しや落れになっていませんよ、少しよう佐さ」

「そうだね。まぁ、今それを考えていても仕方ない。印南ちゃん、通信機器や魔力源探査モニタリング装置ポストなど、必要なものはロボ娘こに運ばせて三階に上げておいて」

「印南、了りよう解かいです。通信機などはロボ娘に運んでもらいます」

「よし、上がろう」
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「カガちゃん、どう？」

「だいぶ近づいてきましたねぇ。こちらの魔力源探査装置でも、はっきりと把は握あくできます。距きよ離りおよそ五百といったところですよう。屋上からなら、もう見えるんでしょうけど」

　いつもの椥辻の話し方だが、声こわ音ねには緊きん張ちよう感かんが滲にじみ出ている。

　旧区役所は、北側が目白通りに面している。南側は基本的に住宅街で、ところどころにビルも建っているが、その大半は倒とう壊かいしているので、割と見通しはよかった。とはいえ、しょせん三階だ、それほど遠くまでを見み渡わたせるわけではない。

「まぁ、夜中だしね」

　窓の前に立ち、顔を巡めぐらせていた大泊が言った。

「暗視装置があるとはいえ、ある程度距離が離はなれているときは、魔力源探査装置に頼たよるしかない」

　窓には、もちろんガラスなど嵌はまっていない。

　大泊は素す通どおしの窓の前に堂々と立っている。かなり大だい胆たんな振ふる舞まいだが、墨染の蔦の絡ホーリーまヴるエ礼イ拝ン所ズが建物を覆おおっているから、魔妖の攻こう撃げきを受けても問題ないと思っているのだろうか。だとしても、大した度胸だと烏丸は感心する。

（あたしなんか、喉のどはひりつくわ、体が強こわばるわ、動どう悸きが凄すごいわ、呼吸は早いわなのに）

　見れば、小隊の仲間の誰だれもが烏丸同様、緊張感に包まれている。というより、フロア全体に重苦しい緊張感が満ち溢あふれていた。そんな中でも飄ひよう々ひようとして普ふ段だん通りなのが、大泊と向山の二人だった。

　向山は、部屋のほぼ中央に立つ墨染と手を繫つないだまま──手が離れないように縛しばられている──興味深そうに室内を見回している。

（あいつ、本当に緊張感がないな。恐こわくないのか、この状じよう況きようが。っていうか。手を繫いでる墨染と向山を見てると、いちゃつくバカップルを見てるようで、なんか腹立つ）

　たしかに墨染と向山が手を繫いで立っている様は、緊張感溢れたこの場の状況にかなりそぐわない光景だったが、烏丸が苛いら立だっている理由は、もしかしたらそれだけではないのかもしれない。

「いま四百！」

　椥辻の甲かん高だかい声が静まり返った部屋に響ひびく。

「うわわ、なんですか、これぇ!?」

　椥辻の悲鳴のような声が轟とどろいた。

「どうした!?」

　振り返った大泊が鋭するどい声で訊きいた。

「特別に魔力反応が巨きよ大だいな奴やつがいますう！　他ほかのＳ級よりずっと大きいですよう！　これ、印南士長が言ってた超ちようＳ級ですかねぇ」

　即そく座ざに大泊は多機能型ヘッドセットマルチネコミミの視し認にんモードを赤外線探査から魔力源探査に切り替かえる。淀屋橋や烏丸、太秦など、窓から外を窺うかがっていた者も続いた。

「うわ、マジでなんだこれ!?」

　大泊の口から素すっ頓とん狂きような叫さけび声が漏もれた。

「このあいだの肉のサイコロ並じゃない？」

　と淀屋橋が言うと、太秦が震ふるえる声で応こたえた。

「い、いえ、このあいだのより大きいのでは？」

「つまり、肉のサイコロより魔力が大きいってことか」

　烏丸が呻うめくようにそう言った。

　魔力源探査装置で示される魔妖の存在を示す光点は、魔力量が大きいほど、明るく大きく表示される。そして魔力量が大きい魔妖ほど、そのサイズも大きいという傾けい向こうが──百パーセント、そうだというわけではないが──あった。

「見えた！」

　暗視モードに戻もどして窓の外を覗のぞいていた大泊が叫んだ。

「でかい！　たしかに特大サイズだな、あれは」

　淀屋橋、烏丸、太秦もすぐに暗視モードに切り替えて、身を乗り出すようにして窓から外を遠望する。

「な……なんだ、あれは」

　モニターを覗いている椥辻は、窓のところへ駆かけ出したい衝しよう動どうをかろうじて抑おさえたが、墨染と向山は我が慢まんできずに窓際に駆け寄ってきた。
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　見えたのは、巨大な円えん筒とう形の魔妖だった。

　このあいだ遭そう遇ぐうした魔妖が肉のサイコロだとすれば、いま目の前に出現したのは、圧あつ倒とう的な質量を保つ肉のローラーだ。横よこ幅はばが三十メートルくらいあって、高さは軽く十メートル以上ある。

　静まり返った廃区に、建物が押し潰つぶされる音が響く。

　月光に照らし出された廃区の瓦が礫れきの街を、巨大な肉のローラーが、ごろり、ごろりと回転して、壊こわれかけた家並みを押し潰しながら、ゆっくりと進んでくる。

　肉のローラーが通った跡あとは、幅ふく員いんが三十メートルもある道路ができていた。

　悪夢的なその光景に幻げん惑わくされたのか、それとも想像を遥はるかに超こえる魔妖の巨大さに圧倒されたのか、全員が声もなく立ち尽つくしたままそれを見つめていた。

「お……大泊少しよう佐さ」

　淀屋橋の震える声に、大泊が反応した。そこからの彼女は、さすがに百ひやく戦せん錬れん磨まと言うに相応ふさわしい討魔の兵士だった。

「淀ちゃん、あれを近づけたら不ま味ずい！　すぐに攻撃を始めて！」

「あ、はい、了解です」

　淀屋橋は烏丸と太秦に顔を向けた。

「セッちゃん、ザミちゃん、どちらが行く？」

　さすがの淀屋橋も緊きん張ちようしているようで、大泊の前だというのに、二人の呼び方が「セッちゃん」「ザミちゃん」になっている。

「あたしから行くわ。いいか？」

　太秦が、こくりと頷うなずいた。

「すぐに替かわれるように用意はしておくから」

　二人の魔マ技ギは氷結系と炎えん熱ねつ系という対照的なものだ。仮に片方の魔マ技ギが効きづらくても、もう一人の魔マ技ギなら効くという場合が多い。だから太秦は、烏丸の液体窒素槍ニトロジエノンが効かなかった場合に備えておくと言っているのである。

　その間に大泊は、自分の小隊と貴船小隊、武庫川小隊に連れん絡らくを取り、状況を伝え、

「増ぞう援えんが必要になるかもしれないから、誰か用意しておいて」

　と命じた。

　とはいえ、東西と北側も、じりじりと魔妖群が迫せまりつつあったから、出せるのはせいぜい一人までだろう。

（合わせて三人。それでもいないよりはマシだろう）

　大泊はそう開き直って隣となりの窓まど際ぎわを見やった。そこには墨染と向山が並んで立ち、二人のすぐ前に烏丸が立っている。

　向山は烏丸の背中に向けて空いている左手を伸のばした。

「かはっ。来たっ！」

　自分の中の魔力量が爆ばく発はつ的に膨ふくれ上がるのを感じて、烏丸は歓かん喜きの声を上げる。

（これなら、あの巨大な肉ローラーだって氷らせることができそうだ）

「最初から全力で行くぜ。液体窒素槍ニトロジエノン、発動！」

　烏丸の周囲で空気が渦うず巻まき、液体窒素槍ニトロジエノンが次々と出現した。

　十、二十、三十。

　槍やりは室内の空間を埋うめ尽くす勢いで増えていく。

　四十、五十。

「凄い！」

　隣に立つ墨染が、後方に控ひかえて立つ太秦が、少し離れた場所に並んで立つ淀屋橋と大泊が、目を見開いて浮うかんだ五十本の液体窒素槍ニトロジエノンを見つめる。

　大量の液体窒素槍ニトロジエノンが部屋の気温を下げた気がして、向山は思わず身み震ぶるいした。

「距離、三百！」

　椥辻の声が響くのと同時に、烏丸は槍を発射させた。

「液体窒素槍ニトロジエノン、発射シユート！」

　五十本の槍は音もなく宙を滑すべり、次々に窓から外へと飛び出していく。

　大泊も淀屋橋も、期待に満ちた目で暗視モードの映像をズームアップした。

　山やま形なりの軌き道どうを描えがいて飛んだ液体窒素槍ニトロジエノンは、すべてが巨大ローラーに命中した。

「まぁ、あれだけデカイと外しようがないもんな」

　烏丸は意い気き揚よう々ようだったが。

「魔妖の動きが停止しましたよう！」

「当然だな」

　烏丸は鼻高々だったが。

「い、いや？」

　大泊が素っ頓狂な声を上げる。

「全部が凍こおりついてないぞ？　というか、氷った部分が縮小していく!?」

「マジですかっ!?」

　烏丸も慌あわててバイザーの映像をズームアップする。

　なるほど、動きの止まった魔妖の白く変色した面積が次し第だいに小さくなっている。つまり、再生機能は満足に働いているわけだ。

「噓うそだろ。このあいだの肉のサイコロは凍りついたのに」

「氷結系への耐たい性せいがあるのかしらね」

　と淀屋橋が言うと、太秦が烏丸の肩かたを軽く叩たたいた。

「どうやらわたしの出番のようね」

「そ、そうだな」

「まぁ、そういうこともありますよ、烏丸さん」

　向山があっけらかんとした声をかけてきたので、烏丸は小さくため息を吐ついた。

「おまえ、慰なぐさめになってないぞ、その言い方」

「巨きよ大だい魔妖、前進を再開！　その背後に六体のＳ級魔妖がいます！」

「烏丸ちゃん、早く太秦ちゃんと交代して」

「了りよう解かいっす」

　烏丸は少し悔くやしそうな顔で向山の前から離はなれ、代わりに太秦が立った。

　向山が左手を太秦の背中に当てると、太秦の中の魔力量が爆発的に増えていく。

「超高熱炎弾リトルサンフラワー、生成」

　太秦の頭上に、一つ、二つ、三つと、灼しやく熱ねつの光球が出現した。

　光球はなおも数を増し、最終的には七つにまで増えた。

　冷やされていた空気が、一気に温まった気がする。

（というか、暑くないですか、これ）

　向山は自分の魔ア技シ補ス助トがたしかに効いているのを実感している。

（だったら、どうして烏丸さんの魔マ技ギが魔妖に効かなかった？　本当に相あい性しようとか耐性とかの問題なのかな？）

　そこはかとない不安が胸を過よぎる。それは、彼が初めて感じる類たぐいの感情だった。

「超高熱炎弾リトルサンフラワー、投擲スロウ！」

　ふわりと炎えん弾だんが舞まい上がり、宙を飛んでいく。速度は液体窒素槍ニトロジエノンより遅おそいが、その分、狙ねらいをつけるには適している。

（もっとも、あれだけ的が大きいと、狙いをつけるも何もないんだけど）

　太秦は巨大な肉のローラーを睨にらみつけるだけだが、それで炎弾は標的に導かれる。

　ずぶり、ずぶり、ずぶり、と炎弾が肉のローラーに潜もぐり込んだ。

　命中した七箇か所しよが変色し──暗視モードだと白っぽく見える──その範はん囲いが次し第だいに周辺に広がっていく。

「やったか!?」

　烏丸が身を乗り出したが、変色した部分の面積は潮が引くように小さくなっていった。

「か～～、ダメか！」

　烏丸は天を仰あおぎ、右手を叩くように額に乗せた。

「ダメ……だわね。相性の問題ではないのかしらね。単純に、あの肉ローラーの魔力量が、こちらより圧倒的に大きいってこと？」

「そんなこと、あるのか!?　こっちには向山の魔ア技シ補ス助トがあるんだ。ＮノーマルＡアスピレーシヨンじゃなくて過給器ターボチヤージヤー付きなんだぞ！」

「そんなこと言っても、実際、効かないんだから仕方がないじゃない？」

「仕方がないの一言で済ますなよ」

「君たち、会議はあとにして。次。次の人、行って」

　大泊が切せつ羽ぱ詰つまった顔で促うながす。さすがの居眠り爆撃姫スリーピングボマーも少し焦あせっているようだ。

「じゃあ、次はわたしがやってみるわね」

　淀屋橋が進み出てきて、太秦と交代した。

「あ、淀屋橋隊長、こちらを向いて立ってみませんか」

「まぁあ、向山君たら何を言っているのかしら。戯たわ言ごとをほざいていると首をねじ切りますけど？」

　首をぐるりと回した淀屋橋の顔に、いつもの笑えみは浮かんでいなかった。

（恐こわっ。マジ顔の淀屋橋さん、恐っ！）

　震ふるえ上がった向山は、前に伸ばした左手を眼前でぶるぶると振ふった。

「すみません、ちょっとした冗じよう談だんです、気にしないでください」

「いいから、早くやってね？」

　顔を戻もどした淀屋橋に催さい促そくされ、向山は慌てて左の掌てのひらを淀屋橋の背中に押し当てる。

「吸魔大輪ラブラフレシア、種子発現♥」

　空中に種子が浮かんだ。

　一見、タンポポの種子のようだが、それより遥かに大きい。

「吸魔大輪ラブラフレシア、種子散布♥」

　大きな種子が空中を浮ふ遊ゆうするように飛んでいく。

　太秦の炎弾よりもさらに速度が遅い上に、標的にきっちりと落とすのはかなり難しいのだが、今回は相手が桁けた外はずれの大きさなので、それほど難易度は高くない。

　炎弾攻こう撃げきによっていったん止まった肉のローラーが再び動き出したところへ、吸魔大輪ラブラフレシアの種子が降り注いだ。

　毒々しい赤色──暗視モードでは赤くないが──をした大きな花が次々に咲さいていき、ローラーの表面は、あっという間に赤い大輪の花に埋め尽つくされた。

　進みかけたローラーが、また止まった。

　巨きよ大だいな魔妖が小刻みに震えている。

「今度こそ効いたか!?」

　またも烏丸が身を乗り出し。

　大泊も太秦も、同様に身を乗り出し、期待に目を輝かがやかせる。

　ところが、咲いた吸魔大輪ラブラフレシアの赤が、みるみる色いろ褪あせていく。

　淀屋橋の隣に立つ墨染が、あ！　と言った。彼女にしては珍めずらしく驚おどろきの感情が声と共に漏もれている。

「そんなっっ」

　淀屋橋が悲鳴を上げた。

「花が萎しおれていくっ!?」

　肉のローラーの表面を埋め尽くしていた吸魔大輪ラブラフレシアの群れは、その大半が萎れ、枯かれた。

「向山君の魔ア技シ補ス助トでブーストした朱鷺瑚さんの吸魔大輪ラブラフレシアでもダメなのかよ」

「前回と同じね。魔妖の魔力を吸いすぎて枯れた……みたいな？」

「そんな魔力量なの、あいつ」

「ＳエスＳエスっていうより、ＳＳＳトリプルエスよね、もう」

「そんなランクは討魔兵団にはないけどね」

　横から大泊がそう応こたえた。

「肉ローラー、前進を再開！」

　椥辻の叫さけび声で、みな一いつ斉せいに窓の外に視線を向けた。

　全体が少しだけ縮んだような気もするが、それでも肉のローラーは何事もなかったかのように転がり始め、進路上にある家屋やビルを押し潰つぶしながら近づいてくる。

「後方の魔妖群も前進を再開！」

「やべ～な～。向山がいても前進を止められないとか、想定外だわ～」

　割とのんびりした口調だったが、口調とは裏腹に、大泊の表情は強こわばっている。

「あっっっ！」

「どうしたの、カガちゃん？」

「東、西、北の魔妖群も進み始めました。なんですかこれぇ!?　まるで南側の動きに呼応したみたいですよう」

　まさか、と一いつ笑しように付したいところだが、魔妖群全体の動きを見ていると、強あながち的外れな感想でもなかった。

「いや、それはあとで検討、だね。今はあいつの接近を食い止めないと」

「どうしますか、大泊少しよう佐さ？」

　と淀屋橋が訊きくと、大泊は彼女に顔を向けて訊いた。

「淀ちゃん、いつも見ている君ならわかるよね？　今の三人だと誰だれの魔マ技ギがいちばん効いてたと思う？」

「え？　あ、はい、そうですね、ザミちゃん、太秦曹そう長ちようの超高熱炎弾リトルサンフラワーがいちばん効いていたようには思いますが」

「そうか、よし。じゃ、太秦ちゃんがターボ攻撃。淀ちゃんと烏丸ちゃんとわたしはＮエヌＡエー攻撃。単体じゃあ効かなくても、四人の魔マ技ギを集中させれば、足止めくらいはできるかもしれない」

（かもしれない、か。どうにも心こころ許もとないな。でも、それしかないよな。それに、居眠り爆撃姫スリーピングボマー様の魔マ技ギはかなり強力だって話だから、もしかしたらもしかするかも）

　烏丸は、まだ自分の目で見たことのない大泊の魔マ技ギに期待をかけることにした。

「ですが、攻撃を肉のローラーに集中させると、背後の魔妖に楽々と接近を許してしまいませんか？」

　淀屋橋がそう訊くと、大泊は、仕方ないね、と肩をすくめた。

「ここまで来ちゃったら、あとは墨染大だい明みよう神じんにお縋すがりするしかないね。肉のローラーさえ止まれば、他ほかの魔妖を攻撃できるんだから。ターボはＳ級になら効くんでしょ？」

「はい、それは実戦で実証済みです」

「なら、なんとしても肉ローラーを止める。それが最優先だね」

「了解しました！」

　淀屋橋が大泊に向けて敬礼を送った。

「みんなもいいわね？」

「「「了解です！」」」

「んじゃ、わたしと淀ちゃん、烏丸ちゃんは窓まで進んで肉ローラーを攻撃。あぁ、太秦ちゃんが炎弾を飛ばすための窓は開けておいてね」

「了解しました」

　淀屋橋と烏丸が左右の窓に陣じん取どった。

「向山君と太秦ちゃんは、そこから攻撃して」

「了りよう解かいです」

「了解しました」

　大泊は、自分が受け持つ窓に進み出る前に墨染に声をかけた。

「頼たのんだよ、墨染ちゃん。君の退廃的防御天蓋デカダンスドームが最後の砦とりでだ」

「はい。頑がん張ばります」

「さぁて、やろうか」

　向山たちから見て左手の窓に陣取った大泊が、一つ欠伸あくびをした。

「ふわ～あ。どうにも眠ねむいね。早く片づけてゆっくり寝ねたいものだわ」

　淀屋橋も烏丸も、太秦も墨染も、緊きん張ちよう感かんのない大泊の所作に呆あきれてしまう。

（剛ごう胆たんというか、ネジが一本抜ぬけているというか。こんな絶体絶命の状じよう況きように追い込まれて、よくもあんなふうに欠伸ができるものだな。ちょっと頼もしい）

　唯ただ一人、モニターを見つめている椥辻が血走った目で叫んだ。

「ローラーの移動速度、少し上がりました！　北の魔妖群は、もうすぐそこまで近づいていますよう！」

「椥辻ちゃん！」

「はいぃ!?」

「東トン、西シヤー、北ペーの状況から目を離はなさないでよ？　戦せん況きようの推移は逐ちく次じ、報告して。いいね？」

「椥辻、了解しましたぁ」

「ローラー、来ます！」

　淀屋橋の声に、大泊が顔を戻した。

　間近に迫せまる肉のローラーの迫はく力りよくは、それはもう圧あつ倒とう的だった。
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　二十本の液体窒素の槍ニトロジエノンが突つき刺ささり。

　吸魔大輪ラブラフレシアの種子が無数に降り注ぎ。

　十個の超高熱炎弾リトルサンフラワーが潜り込み。

　青白く凍こおりついた箇か所しよと橙だいだい色いろに燃え滾たぎる箇所が斑まだらに入り交じり、さらにそこへ毒々しいまでに赤い大輪の花が咲き乱れ、肉のローラーは実にサイケデリックな様相を呈ていした。

「雷神の飛雷針サンダーボルトフイーバー」

　天空から無数の雷らい撃げきが降ってきた。

　これが大泊の魔マ技ギである。

　雷撃は容よう赦しやなく降り注ぎ、焦こげた肉のローラーの体表が、ごっそりと剝はく落らくした。

（凄すげえ！　威い力りよくも大きいけど、何よりあたしや太秦が氷らせたり灼やいたりした箇所に的確に雷撃を落としてるのが凄え！）

（あれが居眠り爆撃姫スリーピングボマーの本気なのね）

　烏丸や太秦が驚き、感心する。

　今では肉のローラーの動きは完全に停止していた。淀屋橋の吸魔大輪ラブラフレシアも効いているのだろう、ローラーの容積は先ほどより一割くらいも減っているように思えた。

「行ける！　効いてる！」

　勢い込んだ烏丸は、なおも液体窒素槍ニトロジエノンを十五本、空間に浮うかべた。

　太秦も新たな超高熱炎弾リトルサンフラワーを十個、用意セツトし終える。

　淀屋橋は様子見の構えだ。

　これ以上の数の吸魔大輪ラブラフレシアを植えても、烏丸や太秦、大泊の攻撃で吹ふき飛んでしまうから意味がない。

「発射シユート──！」

「投擲スロウ！」

　槍やりと炎えん弾だんが飛んでいって。

　着弾した箇所に雷撃が降り注いだ。
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　肉のローラーが怒いかりに震ふるえ、咆ほう哮こうを上げた。

　いや、実際に吼ほえたのかどうかはわからない。わらないが、烏丸には、魔妖が自分たちの攻撃に対してなんらかの意思表示をしたのは間ま違ちがいないような気がした。

　突とつ然ぜん、ローラーが回転を始めた。

「動いたっ!?」

　モニターを見ている椥辻が叫んだ。

「いいえ、動いてませんよう。あれ、きっとその場に留とどまったまま回ってるんですぅ」

「どういうことかしら」

「かまうもんか。断だん末まつ魔まの悪わる足あ搔がきかもしれないだろ。攻撃を続行しようぜ、太秦」

「そう……かな」

「うん、烏丸ちゃんの言うとおりだね。続けよう」

「了解っすよ」

　烏丸は液体窒素槍ニトロジエノンを十本、浮かべた。

　出せる本数が次し第だいに少なくなっているのは、魔力量の残りが減っているからだ。それは彼女自身も感じている。だからこそ、そろそろ肉のローラーをなんとかしたいのだ。そうでないと、後方にいる魔妖群と戦うだけの魔力が残せなくなる。

　太秦は十個の超高熱炎弾リトルサンフラワーを出現させた。彼女は向山の魔ア技シ補ス助トを受けているから、まだ魔力の残量を気にすることはない。

　二人が槍と炎弾を撃うとうとする直前、突とつ如じよ、ローラーの回転数が上がった。ばり、がり、ごりという破は砕さい音が響ひびき渡わたり、地面が激しく揺ゆれる。

「み、見えなくなったぞ!?」

　ローラーの下した敷じきになっている瓦が礫れきが砕くだかれ、粉ふん塵じんとなって舞まい上がっているのだ。もうもうたる粉塵で、巨きよ大だいなローラーが霧きりに包まれたように朧おぼろげな姿になった。

　烏丸が忌いま々いましそうに叫ぶ。

「これじゃ狙ねらいをつけられない」

「それを狙っているのかしらね」

「魔妖にそんな知ち恵えがあるとも思えないけどな」

「とりあえず、わたしが攻撃を続行する。君たちは弾たまを保持したまま様子見だ」

「了解です、少しよう佐さ」

　大泊が超ちよう高こう速そくで回転しているローラーに向かって雷神の飛雷針サンダーボルトフィーバーを雨あめ霰あられのように降らせた。ところが何かのシールドでも張られているかのように、雷撃はローラーの寸前で弾はじかれ、あらぬ方向へと飛んだ。

　地面や建物に衝しよう突とつした雷撃は、眩まばゆい閃せん光こうを放って消えてしまう。

「弾かれたっっ!?」

　大泊が驚おどろきの顔になる。彼女がそれほど露ろ骨こつに驚くところを見たことがなかったので、大泊が驚いたことに淀屋橋たちが驚いた。

「なんらかの対魔防ぼう御ぎよの力場でも張られているのかしら」

　と淀屋橋が首を傾かしげると、眉まゆを顰ひそめて墨染が言った。

「巻き上げた粉塵に魔力を乗せて雷撃を弾いているのでは」

「なるほど。それなら納なつ得とくできるわね」

「朱鷺瑚さん、納得してる場合じゃないって」

「えっと、大泊少佐？」

「待って。回転が止まるよ。止まったら、また総攻こう撃げきして、あいつを削けずろう」

　たしかに大泊の言うように、魔妖の回転が次第に遅おそくなっていくのがわかった。

　止まった瞬しゆん間かんに備えて、烏丸や墨染が槍や炎弾を撃ち出す用意を調ととのえた。

　やがて魔妖の回転は止まり、地面の震しん動どうも、瓦礫の破砕音も同時に止やんだ。

「なんだってぇえぇ!?」

　大泊が、淀屋橋が、烏丸が、太秦が、墨染が、揃そろって目を剝むいた。

「傷が消えてるぅううぅ!?」

　照明のない夜間に赤外線モードで見ているから、はっきりとはわからないが、それでも先ほどまであった、灼しやく熱ねつに燃えて溶とけかけた箇所や凍りついた箇所、雷撃に撃たれて焦げた箇所などが、綺き麗れいさっぱり消えているのがわかった。

　烏丸と太秦が顔を見合わせる。

「どうなってるんだ」

「脱だつ皮ぴでもしたのかしら」

「たしかに、さっきより一回り以上、小さくなってる気がするけど」

　なるほど、脱皮して傷ついた体表を脱ぬぎ捨てたと考えれば、今は無傷になっていることにも小さくなっていることにも納得がいく。

「あるいは、大根下ろしで大根を下ろしたときみたいに、自ら傷ついた表面を刮こそぎ取ったとか？」

　と淀屋橋が言うと。

「なるほど……って、そんなこと言ってる場合じゃねぇえ～～っ！」

「ど、どうすれば、大泊少佐？」

　太秦が救いを求める目を大泊に向けた。

「いやいや、待て待て、落ち着きなさい二人とも」

　大泊にそう言われ、烏丸と太秦は少しだけ冷静さを取り戻もどした。

「たしかにあんな魔妖、見たことも聞いたこともないけど。あんな巫ふ山ざ戯けた芸当ができる魔妖も見たことも聞いたこともないけど」

　すかさず淀屋橋が声を上げた。

「ねえ、向山君。あなた、肉のサイコロの弱点をなんとなく知っていたと言ったわよね。あれはどうなのかしら」

　身み動じろぎもせずに窓の外を見つめていた向山だったが、不意に我に返った。

「あ、いえ、あれに関しては、僕にも何も……」

「そう……」

「あれのことがわからなくても、攻撃が効きにくくても、今までの攻撃で、ああして直径が二割ほども小さくなっているんだ。もう一度、集中攻撃を食らわせれば、半減するかもしれない。っていうか、きっとする。だからもう一度、総攻撃をかけるよ？」

　という大泊の言葉に、烏丸たちは勇気づけられた。

（そうだな。大根だって、おろし金で削り続ければ、最後には牛ご蒡ぼうみたいに細くなるんだ。そこまで削れれば、向山の魔ア技シ補ス助トがなくても倒たおせるはずだ）

　そう思えば、体に力が湧わいてくる。

　烏丸は空中に浮かべたままの液体窒素槍ニトロジエノン十本を発射シユートした。

　槍は真まっ直すぐ魔妖のところへ飛んでいったが、槍が命中する寸前で、いきなり魔妖が膨ふくらんだ。瞬しゆん時じに元の大きさに戻った。その勢いに弾かれたかのように、液体窒素槍ニトロジエノンは軌き道どうを乱し、あらぬ方向へと飛び去っていってしまった。

「う……噓うそ」

　両手で自分の頰ほおを押さえた烏丸の、わななく唇くちびるから震える声が漏もれた。

「噓だろ、そんな……」

「ちっ。仕方ないわね」

　舌打ちした太秦が、保持していた炎弾十個を投擲スロウした。

　速度は遅いが、炎弾は真っ直ぐ魔妖まで飛んでいって、そして命中した。

　したのだが。

　ゆっくりと肉のローラーに潜もぐり込んでいく炎弾から少しずつ輝かがやきが失うせ、やがてくすんだ橙だいだい色いろになって静かに魔妖の中に消えていった。

「そんな!?　効いていない!?　向山の魔ア技シ補ス助トがあるのに!?」

　太秦も両手を頰に当て、驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめた。太秦も烏丸も、ムンクの「叫さけび」を地で行くようなポーズと表情だった。

「こ、向山」

「はい、太秦さん」

「今の、魔ア技シ補ス助ト、ちゃんと効いていたわよね？」

　それまで見たことのないような真しん剣けんな面おも持もちで向山が頷うなずいた。

「ええ、効いていた……はずです」

「じゃあ、今の肉のローラーは、あなたの魔ア技シ補ス助トの威力を上回るような超ちよう絶ぜつ巨きよ大だいな魔力を持っているってことなの!?」

「う～ん、どうなんでしょう。そんな感じでもないんですけど」

「じゃあ、どんな感じなのよ!?」

　太秦が眉を吊つり上げた怒りの形相で振ふり返った。
















「すみません、ちょっと……よくわからなくて」

「使えないわね」

「使えねえな」

　太秦と烏丸から同時にツッコまれ、向山が情けない顔になる。

「魔妖のことがわからないからって、僕を責めないでくださいよ。元々が記き憶おく喪そう失しつなんですよ、僕」

「いいや、お前のせいだ。魔妖があたしらの魔マ技ギを受けつけないのも、せっかく削った魔妖が元に戻っちゃったのも、全部、お前のせいだ」

「うぅぅ。烏丸さんに酷ひどいことを言われてます」

「そう。烏丸曹そう長ちようはいつも酷い。向山もそのことを実感してくれて喜ばしい」

「喜ばしいわけあるか！　今わたしら、大変な危機に陥おちいってるんだぞ？　わかってんのか、墨染！」

「わかってはいる。だからこそ今は攻撃するしかないと思うけど？」

「墨染ちゃんの言うとおりだね。ダメでもなんでも、やるしかない。なんとか援えん軍ぐんが来るまでは保もち堪こたえないとね。でないと、みんな死んじゃうからね？」

　横から大泊がそう言った直後。

「うわぁあ！」

　唐とう突とつに椥辻が叫んだ。

「おい、椥辻の奴やつ、また壊こわれたんじゃないだろうな」

「違ちがいますよう。東と西でも魔妖の攻撃が始まってるんですよう。北側も、もうじき接敵しますよう」

「くっそ。他ほかから何人か応援を呼ぼうと思っていたけど、いま人を抜ぬくわけにはいかなくなったな、これは」

「魔妖の前進速度が上がりました！」

　窓の外から肉のローラーを見ていた淀屋橋が叫んだ。

　全員が慌あわてて窓の外に目を向ける。

　魔妖はそれまでとは一変した速度で転がり寄ってくる。すでに時速二十キロくらい出ているのではないか。

　迫せまり来る肉のローラーの頂点は地上から十メートルほどの高さにある。三階にいる者の目線よりローラーの頂点のほうが高いのだ。迫り来る魔妖の圧あつ倒とう的な質感に、烏丸は恐きよう怖ふする。

「このままぶつかられたらヤバいぞ」

「なんとしても勢いを削そぐんだ」

　そう叫ぶと、大泊はあらん限りの力で雷らい撃げきを放った。降り注ぐ雷撃の音が耳を劈つんざかんばかりだ。

「セッちゃん、ザミちゃん、撃うって！　撃って撃って撃ちまくって！」

「お、おう」

　淀屋橋は自分の魔マ技ギに速効性がないことに歯は嚙がみする。

（今はセッちゃんとザミちゃん、それに大泊少佐に託たくすしか）

　怯ひるみかけた自分を叱しつ咤たしつつ、烏丸は新たに十本の液体窒素槍ニトロジエノンを出現させ。

「使える魔力を根ね刮こそぎ投入するわよ」

　太秦は超高熱炎弾リトルサンフラワーを十五発、浮うかべた。

　すでに建物が大きく揺ゆれるほど、巨大魔妖は近くに迫っている。いくら向山の魔ア技シ補ス助トで強化されているとはいえ、あの肉のローラーに衝突されたら、建物も無事で済みそうにない。最悪、建物ごと押し潰つぶされてしまうかもしれない。

　烏丸は紙切れのように薄うすっぺらくなった血ち塗まみれの自分の体を想像して身み震ぶるいする。

「くそぉぉぉ、行ったれぇぇぇ」

　恐怖心を振り払はらうように大声で叫ぶと、烏丸は十本の槍やりを発射した。

　太秦も十五発の超高熱炎弾リトルサンフラワーを放った。

　大泊は、ずっと雷撃を放ちっぱなしだ。

　槍は全すべて命中し。

　炎えん弾だんも全弾命中し。

　無数の雷撃が降り注ぎ。

　それでも肉のローラーの速度は少し落ちただけだ。

　窓から見える視界が消えた。

　今や窓の外に見えるのは肉のローラーだけだった。

「ダメだ、止まんねえ！」

　烏丸が悲鳴を上げ。

「止まれ止まれ止まれ、このおぉぉ！」

　太秦は、なおも炎弾を出して放った。

　前方の窓すべてから光が入らなくなり、部屋が薄うす暗ぐらくなった。

　その直後。

　肉のローラーが建物の壁へき面めんに衝しよう突とつした。

　ど────ん、という激しい衝しよう撃げき音が轟とどろくと同時に、無数の緑色の葉脈のようなものが、建物の壁かべに天てん井じように床ゆかに浮かび上がった。

　建物が激しく揺れた。

　壁の一部が崩くずれ出す。

　天井からは数枚のパネルが落下した。

　浮かび上がった緑の葉脈が、激しく明めい滅めつしている。

「だっ、大だい丈じよう夫ぶなのか、墨染っ!?」

　顔を歪めて烏丸が叫ぶ。

　ところが墨染は、

「さあ？」

　と小さく小首を傾かしげるだけだった。

「てめ！　もっと気張れよ、こら！」

　魔妖は壁面に体を押し当てたまま高速で回転し続けている。墨染の防御天蓋ドームが押し負けたら、その時点で全員ぺしゃんこだ。

　烏丸と太秦、そして大泊は魔妖に対する攻こう撃げきを続けながら、淀屋橋は窓を覆おおう魔妖の体と向山、墨染を交こう互ごに見やりながら、椥辻はモニターに映し出された魔妖群の動きを血走った目で睨にらみながら。

　建物が潰れるより先に、全員の心が絶望に押し潰されそうになっていた。




　　　８




　元の区役所から練馬駅方向に数百メートルほど戻もどった場所にタワーマンションがあった。軀く体たいはところどころ損そん壊かいしているが、未いまだに倒れることなく、天を衝つくように建っている。その屋上に何者かがいた。

　巨きよ大だいな肉のローラーが元区役所の建物に迫っていくのを見下ろしているその何者かが、唐突に冷ややかな声で独りごちた。

「ああ、そんなところにいたんだ」

　照明もネオンもない真っ暗な夜だというのに、数百メートル離はなれている区役所の様子がそいつには見えているのだろうか。

「君はそんなところで何をしているのかな。君は何になろうとしているのかな。何者でもない君が、何者かになれると思っているとしたら、大した茶番だね」

　何者かはゆっくりと立ち上がった。

「まぁいいや。君に関かかわった者すべてを、擂すり潰してあげよう。血まみれの肉にく塊かいに変えてあげよう。千の肉片に斬きり刻んであげよう。そうすれば」

　何者かが薄く笑った。

　もし見ている者がいれば、その心しん胆たんを凍こおらせるほどの酷こく薄はくで冷れい徹てつな笑えみだった。

「君は元の虚うつろで空っぽな存在に戻れるんじゃないかな」



















　　　あとがき




　最初に。言うまでもなく本作はフィクションです。実在する地名や組織名が登場したとしても、それらと本作の内容とはなんの関係もありません。

　ところで。

　この巻では朱と鷺き瑚こ以下、淀よど屋や橋ばし小隊のみんなでサンシャイン60の展望台に上ってますが、実は舞まい阪さか、展望台に上ったことがないんですよね。池袋は準地元といってもいい場所だったのに。まぁ、毎日うろうろしていたのは東口ではなく西口ですが。しかも、もう四十年近くも昔のことです。西口も東口も、あの頃とは一変しているんだろうなぁ。久しぶりに池袋の西口を歩いて浦島太郎の気分を味わいたいですね（笑）。あの頃通った雀じやん荘そうなんか、もうないんだろうな。




　私事ですが、去年の十二月に、デビューして満二十四年を迎むかえました。今や二十五年目に突とつ入にゆうしたことになります。二十四歳といえば、もう結けつ婚こんして子供がいてもおかしくない年ねん齢れいですよ。つまり、わたしがデビューした年に生まれた人に子供がいてもおかしくないということに。なんじゃそれは!?　という感じですね。それだけの年月を書き続けてきたわけですが、でも、まったく実感はありません。デビューしたのはほんの少し前みたいな気がしますし、「火ひ魅み子こ伝」を書いていたのも、「鋼鉄はがねの白し兎ろ騎う士さ団ぎ」を書いていたのも、つい昨日みたいな気がします。

　そうそう、去年はデビュー二十四周年であると同時に、年齢が大台に乗った年でもありました。あと、札さつ幌ぽろ移住五周年でもあった。さて、今年の十二月になると、いよいよデビュー二十五周年。四半世紀ですか。よくもそんなに長いあいだ……って、まだ一年近く先の話なので、今から感かん慨がいに耽ふけっても仕方がないのですが。

　ともあれ十二月に無事二十五周年を迎えられるように頑がん張ばっていきたい所存です。




　それはさておき。

　自転車、いいですね（などと、唐とう突とつに話題を変えてみる）。

　去年の暮れから「ろんぐらいだぁす！」に嵌はまっているのです。アニメを見て面おも白しろかったので、原作漫まん画がを全巻揃そろえました。自分がもう少し、いや、少しじゃないか、あと二十歳くらい若かったら、勢いで自転車を買っていたかもしれません。というくらいには嵌まってます。

「ろんぐらいだぁす！」は、競技がメインではなく、ツーリングがメインなので、すごく感情移入できます。わたしは若い頃ころ、自転車ではなくバイクに乗っていたのですが、走る楽しさはバイクも自転車も共通でしょうし、旅先の美しい風景を見たり美お味いしい物を食べたりという素す敵てきな経験ができることも同じだと思います。だから、よけいに共感できるのかもしれません。主人公の亜あ美みがへたれだけど頑張り屋というのもいいですね（笑）。わたしがバイクに嵌まっていた頃は平気で一日五百㎞くらいは走ってましたが──しかも毎週末ごとに──自転車で二日で三百㎞走る紗さ希きは化け物……いや、そうでもないのか？　もっとも彼女の場合、一度にカレーライスを四皿空ける胃袋は確実に化け物ですが。

　しかし、それにしても。そこそこの自転車を買おうとすると、二十～三十万円くらいもするんですね。「アルパカサイクル」では、五十万、六十万の自転車も売ってたし。それ、もうバイクが買えますがな。っていうか、軽自動車も。

　紗希が空飛んだとき、真っ先に買ったばかりの自転車を心配したのも頷うなずける値段。いや、わたしもバイク買ったあと、しばらくして転てん倒とう事故起こしたんですが、転倒したときは、やっぱりバイクがどうなったか心配したから。もっとも、そのときは右手の甲こうを骨折していて、救急車で病院に運ばれたので、バイクどころではなかったわけですが。被かぶっていたヘルメットは路面でがっつり削けずられた痕あとがあったり、穿はいてたジーンズは破れて穴が開いてたり。厚手のインナーを身に着けていなければ足の肉がごっそり削られていたかもしれません。バイクにはちゃんとした服装で乗るのが大事と、そのとき思い知らされました。今となっては懐なつかしい思い出です。

　今年になって「南みなみ鎌かま倉くら高校女子自転車部」のアニメも始まったし、自分的な自転車ブームはまだ続きそうですが、いくらマイブームでも、この年齢で自転車を漕こいでロングツーリングとかはキツいし、札幌だと雪が積もる＆寒くて半年近くも乗れないので、自転車は買えませんけどね。







　さて、では、次は来月に出る（予定の）「落ちてきた龍王ナーガと滅ほろび行く魔ま女じよの国」十一巻でお目にかかりましょう。







　二〇一七年一月吉きち日じつ


舞まい阪さか＠初はつ詣もうでのおみくじは吉きちだった 洸　拝
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舞阪です。２０１７年２月に冬季アジア札幌大会が札幌市（と帯広市）で開催されます。わたしも語学が堪能だったらボランティアとして参加したいところですが、生憎そんな語学力はないので、雪ミクのオフィシャルグッズを買って、おとなしくＴＶ中継を見ようと思います。
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